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御法川オートマチック，オイルパーーングウオーターヒー

ターは船用衲助餓並に小型温水雛として誠に好適でありま

す。斑に米軍上陸舟艇用として10数隻の御採用丘賜り好評

を博し,叉今度海上保安庁,叩及乙巡視艇として多数の御指

名を受けて居I)ます･

本式は総てが．自動装睡に働く竪型二回流焔管式オイルペ

ーナー焚の温水脈で人手を省き据付場所を広く採らす取

扱も簡単でありま-j-コ

、
野
ｖ
製

PRESSURE丁ETDILBURNER
御法川圧力噸霧式重油燃焼妓置は弊杜力燃焼機メー

カーとして海外一流品の長を採l)短を捨て多年に捗

り研究の結果独特に考案された優秀なプレツジヤー

ジェット，オイルパーナーであI）まして舶用及睦用

として各甑汽碓に使用せ↓．,れ好評を博して居ります

－弾

◆ －－－－．－

響卸法川重腸
東京都文京区初音町四番地

電話(92)-0241,2206,5121

総代理店淺野物産株式会社
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バルコム貿易株式会社機械部の誇る様々 な欧米の機械装備の一式は必ずや貴方のあらゆる工場
の御要求を滿すものと信じます。
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米国シヤーブレス・コーポレーション日本総代理店

セントリフューガス・リミテッド日本総代理店
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解説輻井静夫一本文843頁附表2を参照のこと－

写眞1．米国護衞艦(EscortVessel)Dealey(195411完成)-OfficialU.S.NavyPhotograph-

節-言次大戦中，米海軍は約500塵に及.§誰術駆逐艦(DestroyerEscort)を唖造して，主として船1割の対溝誰耐に充てた。
その経験から，新式のこの繩の鵬を平時よ'ﾌ実|嬢に建造し，設計，工作は勿論訓練〈職術的刑法まで研究しつくし，いつで
も必喫と助ｵ,ぽ直･l-)に敵礒".'III来る蛎備掻完術してｵさくことLなった。
本鵬tこの第一艦であって，1450トン,rl1位の速力と鰹秀なエレケト臓二ツケ及対滞兵鍵を有す為。又Ⅲ縦帷凌波i'I:j!iに

脇休性におし、と符Lく在来の鵬よ'ﾌ改良され，更に原爆攻撃を礎けた陰の爆風と放射能に対1=て|恒重な為対識が．その』i豊本『:1
画に孫Ⅱjされた。しわi1)る()ceanEscortShipの典型例である。

写興2．佛国大型謹衞腱Guichen(1954年'尼成)-ShipbuildingandShippingl･､ecol･djgl)-

佛海寵のFに入った戦時竣工の伊雁巡2鰹は数年前よb,対空対淋鱸と,_て人改装中であったが，その第一艇トー員､本鵬It昨
年完成1〆，今毒鯉隊『-就役した、3680トン，34ノット勺ドイツ式10繩連繋伽3ﾉI噂を_一部故識の上採川’て，新式(1im'1く指揮袋i登
によりそ’,粘度を侭i"》た。又Bofors式57粍述装砲5ﾉiEは完全自伽砲で門当17発射速腫は毎分約130"対満L唱装､1-r_"
鵬首に前投1丁ケ･ソI､砲’腿が后H装備さｵ'､る予定だが，対滞発射彌:3連装4鵬が前部高崎{,idF"》閥舷に搭職さl!た(J'fl#1_(
特徴であ鼠,o

AirborneEarlyWamingを重視していぁ尾とも前桶上のレー〆一兵装から礎える。艦隊や重要船幽(7)対雅、t,i綜峨1,3
潜端勝部隊(HunterKillerGrouP)の媚揮艦として有効な艦である。
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莞 写真（1

一雄誌MarineRundschauより－写眞3．佛国大型護衞艦Surcouf(1954年光成）

佛海鼠はその再建第一j隣として1951年以唯，本鑛型大型高速の対零，対麟鞭用鵬17盤を建造中灌つたが，その第一腱走冥
Surcoufは昨年完成し，今春艦l歌に綿入さ.11_ﾅﾐ。2750トン,34ノット『ri袖伽よ米海軍現用の5吋禅を使用ずるﾅきめに，佛国で
新,:､弓に設計製造した高茄炮で,1門当I)毎分15発を発射j-ろ二とか昨|fZI)｡RadarPicketに，脇水上鵬攻撃i-己も側州できるX
能艦で，発射悴,丈対水_化．対勝兼用の3連装2基7》他に，対溌専用の3連装2駿を有する。Guicbenと同犠のBofors57粍過
装砲を3蕊隻術し，防罐籍とし.<，かなり重兵装である。未成の本磯型岩l唾‘ま特にRadar-Picketと~Wf#-DirectioH月：
に新てるため相当に設訓が変更された|莫謙であI),醜よ対罐GuidedMisSileも搭戯されるのではないかと思われている。

写眞4．佛国護衞艦Corse(1954年完成）－佛誌RevueMal･itimeより～
米海IIIが大型躯.遮聴ShermanW(2d501､ﾝ)と』”Z､Z)iで示し』畠‘没徽羅Dealey型とを併行して盤i雀しているように,州磁葺
もSul･coufﾉiUkCorSe型と御i1時iこ鯉通している。CorseIW｣5鱈よL､ｵ)()》る()ceanEscortで米のDealeyに撤めて酷似L/こ職
である。1310トン,27ノッ1,．術i(,!IJ:57WE連装高角IIIJ3JI2(J'ﾌﾉ､，対/紳兵袋か主氏投錨,って雛の中央部に対僻ロケツ･i､砲を，
繼橘血ii方のl矧職造物'二に刈播3J血些発射管4ﾉI蝶を'＃i-j-為。Seaworthinessを良好に-ﾘーるのに設計上の苦心があったという。

写眞5．（次頁〕伊国護衞艦Canopo型（建造中〕－佛誌RevueMaritimeJ<h_－－
イjI"|",計ニポ佛海単と同嫌に27001ンの大側ブリケ:－1､IndomitoWjと‘ド行1‐て14751,ン,26ノツi､のII!卿中速雑術罷

Canopo'『ﾘを建遊中.でああ。フラッシ.,デッキ1m,う:I1米"I'J1l･!蛾脾,三何時に鯛llさll.たことば面l=･Iし､。本艦')艦筒形状は極汁
て特徴があり，父艦慨隣造物も雁大なもので典る。311j.幽装｢笥角州2".40粍7リロ練尚角鱗関砲連装2難を有する。纒儒直前
にI艇3連盤対淵鼎･II;li(,1(LanciaBAS)を有L.,ノITIW;11舵『il,i,i舷には糠-『<の浬愉俊射機を両舷に2紫;二つ焚備し，L､-;二れも發射
|州溌か蔵めて鯛′､ばかIﾉでなく,l#:ili釜ﾉﾉ;&"L｣t,ijiWi(ﾉ,性能話有する，勝ｲ〈腿を探剛，抽促，泄尾ﾘー愚』Sonm･とそのDirectol
･zt､Coll,putel･l茨伊海車か誇る最斬式の‘もグノでああ。
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写眞6スエーデン大型駆逐艦Hallaxnd(1955年完成）－スエーデン誌SverigesFlottakl|フー

今春完成したHallandi.上完全自働砲(CompleteAutomatic,Radar-c('ntr('lled)を全面的に採用した礎秀艦‐毎ある。BJfo-
rs式の12極連装高角砲2基,よ－門当I〕毎分發射速度約42発で，第二次大戦;ごわが磁車が主用した127糎砲の約14発の3倍で
"h,いかに戦後の技術び)発達力署しいかが判る。艦首にBofors式4述腱対潜ロケット砲2基をタンデムに閂'lirl_た屋上，
4連雑発射符2蝦括有1=て雛遮轆としての在来の兵災詮保紹している定と，后{|:1版にヘリニ'ブタ一用(1)操作台を有一ﾘー 為こと、
2番発射締ki=RobOt標的機用の力擬パルトを櫛-ﾘー為こと等婚多び．,兵焚上の特徴がある。57舸遮雑高角砲1基,40粍斬式磯関
砲6P!院有し,riWlL共に対察典焚が肖力である。2600トン,35ノット。バルト海にある小島には本艦誰收存する原雌防禦剛
のトンネル式l『ヅクが撚蕊中で，蝿監のマストの高さはこの防禦-ノンカーのOverheadClearanceと関連して決走さｵ1_,J.ﾆ。ス
エーテン雛i鎌iよ有事の隙!tすべてこりトンネル内に收容され，この中で整備，修理も行い，対爆扉を附くと，直ちにこ腿から
出撃できるようになるはずである。

写画7．オランダ護衞艦Ho皿and(195411完成）一佛諦RevueMal-itime):!)-
オランダ海嘱もNAT()海亙の一つと1=で藤に新代化を行{つLある｡そび》最初の艫として昨年詫成’た本臘1t2160トン．

32ノット。12脚連装砲2基と40耗機関砲61』!}，対溝ロケット砲4連装2基を有し，L､ずれ《ⅧBofOl･s_",､'もI7)Eあるが．レー
ターー及び射峨脂挿･挫樹ぱ才ラン々 がlll界に誇る砿1.1'7)もウ'であ農,。
以上の各国’,鱸を,inじて、戦時鍛嚴i7)PrOtotype&二幕()ceanEscortl)2例を除し、て．↓､ず.ILも磯関間瞳かfh-蟻賊池､一

磯械の三陞分方式と‘よっていることな’煙突の|削鴇より知られ旗ぃ。
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エルカノ号（貨客船）
ELCANO

ライリピン･ヱパレット汽船会社

日立造船。桜島エ場

船全

造船 所

長（垂)80.00m

幅（型 )12.50m

深（型）（上甲板まで)5.50m

吃水（計画 滿敏 )5 .0 0m

綴噸数 2,130頓

職貨量軍 1,950砿

15.50節連力〔公試最大）

主機日立B&Wヂーセル機関×l
出力 2,870BH.P.

A B
船級

旅客（定員）1等20名
甲抜旅客430名

起工 29－12－15

進水30－5．－27

竣工30．－9－12
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天 栄丸（貨物船）
T E N E I

共栄タンカー株式会社

名古屋造船株式会誠

船三
一

造 船 所

139.85m

130.32m

17.80m

11.70m

8.801m

7,628.61噸

11,087.45魅

18.12節

ヂーセノI磯関､1

6,800B･l-1.P.

NK,LR

29－11－7

30－5－10

30－8－2

全 長

長（垂）

幅（型）

漆（型）

吃水〔滿峨）

総 噸 数

載貨電騒

速力〔最高）

ヨニ 磯

出 力

船級

起工

進水

竣工



4

日 川丸〔貨物齢）
HIKAWA

船主日豊海運。川崎汽船

造船所川崎重エ業株式会社

長〔垂）

幅〔型）

深（型）

吃 水〔猟赦〕

諾i噸教

職 庇重岻

速力（最fii)

132.40m

18．20m

11.70m

8.138m

8,092.32鋤

]0,881.00"

17.“節

川崎MANヂーゼル駿関×1

5,490B.H.P

NK,LR

29－11－18

30－．4－25

30．－7－20

砿
力
級
工
水
工

王
出
船
起
進
竣
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高千穂丸（院客船）
TAKACHIHO

照国海運株式会社

三菱造船。下関造船所

(垂〕

(型）

(型）

水（満載）

数

力（鎧大）

噸

一
王
所船

低
幅
深
吃
総
速

船
造

62m

10.6m

4.9m

35m

],080噸

17.08節

機
力
工
水
工
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9
．ビニレ、ソケス

｡LZプライマー

｡CRマリーンペイント

・シアナミドヘルゴン

･槌印船舶用調合ペイント
・槌印無水銀鉄船々底塗料
・タ イ カ リ ツ ト
・ノンスリツブ

(塩化ビニール樹胴駿科〕

(鉄肋用下蟻餓科）

(息ﾝざ融蕊ゲ:）
(潟腰のさび止窪科〕

(船舶ノロ特殊途料〉

(鉄船為底漆料）

(防火砿軒）

〔洞止誼科〕

つの

船 舶 塗 料

’ペイント日
klik.IIj大淀医浦江北4

11[京都品川区南IM,川4
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船主パナマ･バリエンテ海運会社

造船所日立造船。因島エ場

曝
一

可
＝

ｰ

~黄期重職鐘ぷ｣…

力（公式最大）17.25節

機蒸気タービン×1

j]6,600S.H・P.

級 AB

工30－1－20

水 30－8－22

工 30－11－上旬予定

速
主
出
船
起
進
竣

遮浪甲板船として

長〔垂)145.00m
19.40m幅（型）

深く型〕藍關輝署';捌
吃水（計画満載)8.23m

総噸数約7,050噸

赦貨軍量約11,610英噸

平甲板船として

全左

ダノ

9.28m

約9,850噸

約14,010英噸

←甲型警備艦、‘はるかぜ，,

防衞庁

三菱造船・長崎造船所

主

船所

船
造

長 106.00m

幅 10.50m

深 6．40m

吃小（常備)Wj3.65m

基準排水戯約11700m

趣力約30節
磯関

タービン｡三菱長崎こツンャーウイスⅡﾘ×2
ボイラー・I-1立バプコンク麺x2

出力30,000S.HP.

主要武器砲五吋軍装高角31111

磯銃40粍連装2韮

燦箭投射磯K砲8蕊

爆雷投ド軌条2基

へツヂホッグ 2基
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’敷 設膿‘‘つがる，，に

可変ピ､ソチブロペラ装備

－三 菱 日 本 重 エ 業儲浜造船所で－

防術庁の新造敷設艦「つかる」には新しい試みとして可変どツチプロペラが焚備され，本年12月中旬竣工の予

宏で，就杭後の活踊が期待されている。その内容の概略はつぎの通りである。

設計上の特徴

（1）本罐は二軸の為プロペラ軸の鑛外部分がI､の
で変節ピストン機隣をプ官ペラボス|大1部に包含
すぉB型を採用した。即ち変節用の作動油は油
ポンプよ'7給油筐を経てプロペラ軸の中毒部に
收めら』'た邊油符に鐙Iﾌ込まれ，更にこの邊油
符を遠隔操縦で動かず一事によ'ﾌ邊油将の先に附
けた符制弁を經て圧力油はプロペラボス内の油
圧シリンケに入lﾌ変節ビスI､ンを動かして変節
を行う機鱗となってL､る。

（2）プ画ベラボス内と外部の油密及び水密を十分保
つため翼根部には特殊パッキンを使用した。

（3）給油筐内の高圧油用オイルシールパッキンには
各種試験の結果最も信戦性のある特殊パッキン
を使用した罰

（4）操縦方式は作動の確実な電気式遠隔操縦方式と
した。

要目菫

主磯關 2×1,600B.H・P

360R.P_M

ツチプロベラB型

2.1m

1.72m

C.412

3

(-.>1.727m

一ヶ（＋）2.1m

定賂出力

琵絡侭転歎

型式三菱隣浜可変上

繭径

定格ピッチ

展開面儲比

羽根の数

ピッチ変更範囲

フ・口ベラ
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鱒鋼鉄製の蓄電池11
落しても，破壊しなし､。
鉄鋼材を全く侵さぬ。
長日月放置しても劣化しない。

これが………･GSアルカリ式
■ ■

■ ■
日 ■

■
一

同
二二

I 二 二二 二V台識
一
一

一
一

讓議蕊
蕊

畢軍局

而も毒命は從來の蓄砺池をはるかに超越

した長大なものです。

又篭気的にも乱暴な1反扱いに充分にi耐え，

從って保守容易で，船舶用として理想的

の蓄寵池，此れがGSアルカリ式箒電池
です。

'ﾛ写刀

蕊鴛
…

ー

京都FIIj南区吉赫院西ノ肱猟之馬場町

東京･祇岡･大阪｡名古屋･札幌･仙台

本祗

支店営業所

‐－－－－=－－、

罐外盧理は⑫②のee⑦⑮で

|=W呼で
l

ll

｜

』

′I

☆ リ

erganC

＝

(簿禰灌東京都文京区菊蛎町82TEL(92)2186(代表),11F6(代表〕
大阪市北区椛|11町47'析阪II]ビノ1502号室TEL(45)6231,7155,7551

本祗｡研究所

大阪駐在所

ヨ水電池株式書荊
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厚み12粍以下6粍まで如何よう態寸法にても御求めに応じます。

斯鍋”……鰻"‐畳日本製鶏鵜:簔撚星
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内田舅
三井幾純株式合流

一I甚務部部蛙代可I

b‐△

飯ライナー羽黒山丸について局

村配登とした．

=1Turbochargedengineを主溌のみならず補鶴二

も採用し乞．

永）上記i二よってEngineroonlSPaceを2fralne

紬少した．

"､)Hatchsize(長さ）を最大限iことり長尺物嵩物

の荷役は勿論，一段荷役能率の堀進を計った．等が率げ
ら躯る．

2．十次船計霊に當って考慮棯討した事項

。世界一周定期航路の蛮讃が整理瞼討さ奴膀来の豫想，
同航路iこ就航中の内外他赴船の琵構および傾向を研究
し，高速力:こしてBaleCapacityの大きい高性能船が
要求さ鯉だ．この線に從って楡討した事衷は次の通りで
ある．

イ）十次船計霊における前提條件
1)BaleCapacityの増大

2)EngineはB&W.574V･TBF-16011.250BHP
とする．

3）速力は爆名山丸級よりも藩ざない．

4）船型設計および仕様は樵名山丸級と概淑同様とす
ることが好ましい．

5）荷役能力の増大が望ましい．

6）低船慣が望ましい．そのための合理化簡素化は極力
震施す･る．

1．まえがき

勿黙山丸は11上界一周航路に就航する月抽のヨI:31舶發

註．三井迭船建遥になる第十次計遥遥船の第一船であ
る．

昨年本誌5月雛Vol.27をかりて九次計識造船の榛名山

丸を紹介したが．今般再び本誌をかりて羽黒山丸を紹介

し参考に供するとともに演者諾兄の御批判を仰ぎたい．

高速ライブーーという名はTurbochargedengineの

完成によって一應碓名山丸綴（榛名|上'九，締根山丸，愛

永山九）においてその愛を率げ得たが．．世界一周航路の

愛息1汲びX調ﾐを老蔵す．る場合，釜煮高性能の經濟船が要

求されるようになって来た．すなわち低船職こしで經濟

性能の高い船舶の建遥が急務である．船慨.D.W.

Capacity.速力．燃料消謎，荷役能力．等が運航採算上

重要な問題でありそれらが航海性能，復原性能，乗組員

等と綜合的にバランスされ,稜坂貨物とミーI,して始めて

高性能の經濟船となり得ると考えられる．

Lかして十次計設造船の要鮎はどこにあったかといえ

"BaleCapacityの増大にある．

．また傑名山丸談と比較して如何なる黙が異なり合理化

されているかといえば，、

イ)BaleCapacityの端大，從って主要寸法の珊大．

ロ）船型〈主要寸法，線間）の合理化により推進性能

および復原性能の向上を計った．

ハ）二重底をLongitudinalSystemとし合理的な鋼

~咄

I

駒

義
羽 山 丸黒
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以上の前提條件のもとに

ロ）調査検討事項として

1)BaleCapacity増大のために船型〈主要寸法）の

増大が考慮された．

2）諾の長さ・船の長さは長い方が推進性能の鮎から
もまたCapacity増大上も有利であるが,世界一周航路
の寄港地港湾事情を考慮すると,着岸,港内操船等のため
一應145米位に制限するのが好ましい．この145米はラ
イナーポーI､として（貨客船を除く）當社は勿論，日本
船としては概ね最長であること，および當牡戦前のニュ
ーヨーク航路船，淡路山丸，綾戸山丸が145米であった

事を考慮して船の長さは145米に制限した．
3）吃水．吃水はD.W.に關蓮するのでwithfree

boardの計霊をする場合吃水を何米にするかは重要な
問題である．船の長さ同鰯世界一周航路寄港地の港湾事
情を調査すると概ね8.30米位に制限することが好まし
く、また内外他赴船特に北欧の船舶で吃水8.30米を超え
る貨物船は少ない．trarnperでも北欧船は特殊船を除
き概ね8.30米位に押えているのは川港が多いためであろ
う．以上のような理由のもとに一應8.30米位に吃水を制
限したがD.W.は充分10,"OL.、以上とれるので運
航蜜績から検討した諸Data(穣付賀績）を勘案しても
概ねその目的に達している．Balecapacity(CFT)/
Deadweight(LongTon)は釦C.F.皿/LT以上が
望ましいので，この黙からもDeadweightおよび吃水
の見営は8.50米位と押えられる．
しかしてWithfreeboardにする場合は浬賦に對し

てSteel･weightは節約され低綱質の目的にも合う．す
なわち使用目的に合う必要なD.W.Capacity6を計鍾
した合理的な貨物船が設計されることになる．
4）幅，深さ，方形肥婿係數
船の長さ145米吃ﾇk8.32米とし前述イ）の前提條件

を出来るだけ浦足するとともに航海性能，御票性能を充
分保持ずる貨物船を基本計謹で設計してみると，主要寸
法は下記の如くなる．

Lpp×B×D×d145.00×19.60×12.50×8.32
Cb、0.67

D.W、10,"0K.T.=10,432LT
E41ecapacityl7,920M3=632.884C"
速力（瀞威常用)17.25kt艤用9,500BHPの
15%margin

&iec"acity/Deadweight=60.6CFT/L.m
5)Balecapacityの増大.Balecapacityl7､"OM3
はEngineroomspaceを2frame縮少し約3"M3

818

Balecapacityを韮珈増大した結果得られ筵ものであ

る力更にCapacityを増大するためLongForecastle

(Balecopacity"OMs増大する）を計霊したが,Loa-

dedConditionについて縦強力を検討してみると好ま

しくない上1こ高速鋸という條件があるので一躍見邊りに
した．

61擢造法にLongitudinalSystemを採用

船底凹損および高速船である鮎を考慮し二重底に

LongitudmalSytemを採用した．なお榛名山丸級では

約130KTの鋼材（主棲を熔接壌造にしたために浮い

たWeight)を用いて重黙豹に補褒し樅狸力および蕊助

防止に配慮したが本譜ではこの130KTを合理豹に配
置したのでTonnageopeneingをclosedした場合，

D.W・約300K吃水約20cm増加させることが出来
る．ここに述べた補弧の目的は高速および震動對策とし
て資施したものである．

7）縦型．船型についてはOpenShelterDeckerが
最適であることは上記によっても當然諒承して戴け･るも
のと思うが計霊澄詔における融資基準を巷に聞く際，
本船は上述のように形状に比しG.T､およびD.Wも承
少なくG､T.および，.W・當りの船便が高額になる
とともに九次船同機融資額を，.W;で押える方式が採
用される際は-鱈利子補給の面において不利となる．從
って船型についても再撤討をしたが，平甲板鋸を採用す
るよりも遮浪甲板船を採用する方が利子補纈司で不利で
あっても運航採算上有利であるという結論を得たので選
浪甲板船を採用した．因に北欧船を調査すると定期貨物
船は勿論TranlperにおいてもOpenShelterDecker

が多いことを附記しておきたい．なお十次賭においては
從來のような賎資基準が取止めになり本船型の不利は取
除かれたが，なおG.T.およびD.W・當りの譜圃が
他艦型のそれに比し高額となるため輝重遥船關係者以外
の人令に割高船便のような感じを與えるのは残念であ
る．

8)TurboChargedEngineを主嬢のみならず補賎
にも採用した．

2cyclesingleactmgの主撒こTurboChargedEn-
gineを癖目しその經濟性と信頼賎の高さを發揮したが，
十次船では4cyclesmgleactingのDieselGenerator
にTurboChargedEngineを採用することにした．

補機にTurboChargedEngineを癖目することに
よって從來の一基當り7cylmderであったものが5

cylinderとなり，燃料消費量およびWeightの節約は
勿論，これらの補機を含めてEngineRoomの全魑配

；
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冠を合理化することによってEngineRoornSpaceを

2Fr2Tne短縮し前述のようにHoldCapacity(Bale

で約330M3)を嬬大出来た鞭は大きいしかしながら

Spaceを縮めることは誰配遥．特にPiping,保守のた

めに必要なSpace等の鮎において嶮討を要した．

9）捕磯にも低質燃料を使厄

主磯に低質油を使剛することば出入港時を除き100％

に連し運航經濟上極めて有利であり袖磯にも充分使胴出

来る胆1随がついたので本船は航海，碇泊とも100％低質

油を使用するように（但し出入港時を除く）計避し約

30TのDieselOilTank(出入港時用）を別唾Iして

他はLowGradefuelOilTankとしそのために必要

たPipingを錐伽することにした．

10)HatchSizeの珊大

瞳近の高速定期貨物船にとって通航採猟上愈要な問題

として碇泊日數の短縮すなわち荷没能率の墹進が探上げ

Fうれなけ-れぱならない．このために後述SteelHa"he

Coverの問題もあるが,本船でば主要寸法およびBal

Capacityの珊大に伴い最大限のHatchSizeを探り，

長尺物，識物Plantの猿揚げは勿論一般雑貨の荷役能

率の墹推策を計った．またDerrickBoomの長尺化も

計った．

ハ）その他検討事項

1）甲板補磯は汽動か電動か

低船便策として甲板補磯を汽動にすることの可非を橡
討した.fg動は汽動に比しInitiaICostにおいてその逹

額が相僧高額になるが，設附賀差額の金利を5分とし，

定期貨物船としての運繩乗算を械討すると3年以内で

InitialCostの差額は悩却可能であり．しかも荷役能
率，荷物の汚損取扱いの問題，騒香の問題等併せ考慮す

る場合電動方式が汽動方式よりも有利かつ經濟的である

と考えられるの』で從來通り電動方式を採用した．

2）電源は直流か交流か

船内嘔源を交流上することがしばしば論議され本誌に

おいても交流化の問題が坂畢げられて来た．特に低船慨

策に合致する場合は醤然交流化憧施を!]途として橡討し
たが，一應現段階においては面流方式がInitialcost
の面にて有利であるという結論になったので従来通り直
流方式を採用した．

3)SteelHatchCoverの採用について
MacGregortypeSteelHal.chCoverの經濟性ば日

本郵船會就の愛撰淀よびMarinertypcの麓淡等から

も明らかにされ，特に荷役賃が益を商くなる折から
､QuickDespatchおよび荷役鋤11の節約は通航採算に大

819

きな影響を輿えるのでInitialcostの蛎大もきること

ながら探算上右利であるからには是JIﾐ変池する方針で繊

討を遮れて米ずこが十弐船は遜力な低船股策を目標にして

OndeckgirderiこよるSteelweightの節約を計っ室

設計を韮iこしていたの~ご途に見遥りなつだことば残念ご
あった.-I-一次譜でば是J1畠とも笈施したい覗調の一つと

して残った次第である．

4)NO.4.Hatchの荷没装錘

NO.4Hatch(:DeepTankがゐり,DeepTank

内二DryCargoを渋む場合(CargoOilがない場合
"DryCargoを稜むのごその磯愈は多い)HoldCapa-

cityは踊大ししかも荷役作業がかなり悶難かつ時測を

要することlこなるの．ご各代理店特に北米からはDerrick

2錘を2Rig;こしてほしい旨要望がある.2Rigにす
ることは確かiこ荷没作業の面から有利であるが設備賀圃
の駒こてllf船腱謡こ合わないので見邊ることにした．
5)WinchRopeSpeedについて

荷役装遥に關聯しWincllのROpeSpeedをもつと早
くしてほしい旨の要望があるStevedorageが高額こ
つく北米等・さは一睡考慮する必要があるが鰯伏のwinch
が内外貨物船のそれに比し優るとも劣るとは考えら恥な
いので兇逢っているがMarinertypeのような早い
RopeSpeedのWinchを扱っているWinchlnanに
は遅い感じを輿えるかも知れない．戦時用のM2Tiner
typeと本船を比較することは雷らないかも知れないが，
HookSpeedの噸大．荷役趣用節約の庭め施辮式工夫
研究する必要があると思う．

TurboChargedEngine
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二）船債低減のための合理化策
積極的な合理化は勿論消極的な簡素化を更に徹底的に

促進したが，合理化案には種々 論議があるので詳細はま
たの機會にゆずり本誌では省略させて欺きたい．

3．羽黒山丸の完成要目

前述のような計避に基づいて設計した本船の完成要目
は下記の通りであり一般配匿とともに御参照願いたく、
なおA級(6次～7次船)の赤城山丸,明石山丸,淡路

山丸．青葉山丸，秋葉山丸，およびH級（9次船）榛

名山丸，箱根山丸，賓永山丸との比較を附記し御参考に

供したい．なお各級代表船として7次青葉山丸，9次擁

名山丸10次羽黒山丸を選んでみる．

6)RefrigeratingChamberの埼大について

最近および將來の傾向としてReeferCargoの増大

は充分豫見される1重であり，鐸上ReeferS"ceの増

大は狸<要望されたが，すなわち最小限6"WのRe-

frigeratingChamber力要望されたが，低船便策に合

致したいので見邊り從來通り約cOM3とし冷却方式は

榛名山丸同穰Freon･ColdairCirculatingSystemを

採用した．

7）温潔度調整装遥について

CargoDesiccamrSystemの全鮠採用が里室しいが

低船債策に合わないので榛名山丸同様OneUnitで第

2，第3船舶は施行,第1,第4,第5船鯰(Deeptankを

含む）はDryAirのみをDuctで導く方式を露目し

た．

l

l

l

1

1

完 成 要目比較表
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MarineMaster

HatchSize(M)

8．22×6．00

】2．52×ZOO

11.76×7.00

8．40×7.00

13.“×7.CO

8bl3×7.00

Derrick

力遥×数寸法(M)
5T×21ﾗ.00

35T×117.00
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5T×216.00
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5T×212.50

5T×215.00
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70
辮接使用率（％）

濃度調整装渥

鎗口およびDerrick

No・IHatch

No、2〃

No．3〃

No．4〃

NO．5〃

No．6〃
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鰯蕊柵晋N篭｜
魅動X,×40M,'MINI2"|
遮動7T×23M/MIN1gi

窓動油睡（ジヤンネー)Iz|
2×25HP

15HP×48HP×21
(9,500KC/H)(5,000KCﾉH)|

8HP×I

(8,000KC/H)

Sperrytype

Sperrytype

なし

EchoSounder

設備

設術

機
同 左

同 左

I司 左

同 左

左

同×20HP
25HP×f_c(

(16,500KC/H)

動
励
動
動
動

趣
遮
魅
遮
窓

１
１
’
凸
。
‘
ｊ
Ⅱ
０
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日
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Ⅱ
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■
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I司左
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20HP×4

(13,OOOKC/H)

7.5HP×I

(8,5COKC/H)

gWinchWarpingWincn

SteeringEngine

Refr;g.Engine.

Prov:sionRefrig.Eng.|

誠海計器等

GyroCompasslsetl
Radar 1setl

Roran 1setl

SoundingMachinel
PressureLog

DirectionFinder

無線装鐙

送信 機

受信機

乗組員敏等

Bed数士官×乗員｜
定員 鮫ク〃

予術室Bed"

旋客定貝

妓大搭載人員

消 火装置

■
６
０
１
ｈ
Ｊ
１
Ｉ
ｌ
ｆ

CO2Brine.
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ｔｙ面
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短波1KW×I中短波500W×l’
中短波（槻助)5JW×I

短波I壷全波2選’

同
同

左
左

同
同
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60名
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l剛左CO2および海水船 髄
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§

海水およびCOgmtalFIood海水およびCO2HoseReel海水およびCO2HoseReel擬關室

逼風装壷

船鮠機關室

居住睡

王 機

型式および數

連綾最大出力×回韓數

稽用出力×回韓數

主機Weight.(KT)

EngineRoanzの遅さ(M>

蓮 力

試運韓鑑高速力(KT)

連寂窪こ（満載no
nnargin)

常用（満載15%margin)

航綾距離(miles)

撚料消菱量

銃海時(KT/day)

碇泊荷役時(KT/day)

馬力賞りの消餐鐙

同上演綴

補助罐

型式および数

同
同

左
左

機械通風

機械通風(Thermomnk付）

同
同

左
左

三井B&W.974VTBF160×1

II.250BHP×115RPM

9．55OBHP×109RPM

三井B&W974VTF160×ル

8,000BHP×I10．5RPM

7,400BHP×108RPM

580（鋳造構造〉

同左

左
左
左
左

同
同
同
同 ’450（熔接構造）

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

2I．019_2 ｜
’

21．067

約18.65

"17.34

"14,000

20-44 19.17

17.3)

I6.00

17,000

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ

約18．55 約
〃
〃

"17_30

"13)000

約37．5

〃1．7

約160gr/BHP/Hr

"153gr/BHP/Hr

約37．5

〃1－7

約31．1

〃1．7

約170gr/BHP/Hr

"164gr/BHP/Hr

’

駈
駈

ｊ
ｊ

Ｐ
Ｐ

顕
皿

ｊ
ｊ

摩
璽

０
３
６
５

１
１

約
〃

Cockranoilburningl
E文h盆ustGasboilerl

l,00rkg/Hr7kg/CM2
I , 5 0 0 "

左

7kgﾉCM2
〃

同

420kg/Hr
l'500〃

同

400kg/Hr
I，Cﾗ0〃

左

7kg/CMs
〃

Capacity

霊電機

型式および薮

出力×回韓數

發電鍵出力

三井B&W725MTH40×3

同左

同左

三井B&W､525MTBH40×3

350BHP×425RPM

D.C、225Volt、230KW×3

同
同
同

左
左
左

I

’
4．羽黒山丸の海上公試邇輔成績

｜'露。
23212“

Fuelconsump.
g/HHP/Hr.

Scavengingair 51
press.m.m.Hg．，

E:LX:WMFbo-3,17う
chargerFore

R.P.M・Wnrbo-,3,075chargerMid

R･P､""urbo-3,050
chargerAft

PRINCIPALRESULTSOFOFFICIAL
TRIALTRIP
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叩
叩

Ｉ
３
２
２

１
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，

５
５
５

9･8
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’ ’
〔･on・
timlOugProgressiveTrialKindofTrial
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唾
扣
輻

〃
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６
６
６

LoadiXi%|"|｜薄

Speedkt.!14b7611Z82119.22

￥:量¥：甥!|:麹1筆:o1
B.H.P.3,01415,70918,100

"""Ign,"'!"･''8･'
Max・press・ln

Meanindicated 3．47，4．986．22
press.kg/cmg

Temp・ofcoqligg53153501
fresliwater｡C

1711717
Temp.ofsga

霞….g…-'鋪|"，|卿

'4/4
120.44

,''7.51''2.3
112,05010,916
'10,7189,691

50．6150．2

7.4417.06

’
1.CalorincValue

=10,000kcal/kg

2・SpeCialGrav.=0.874015/4｡C

3.MeasuredF.O.Consump.
=68971/4hrs.

Remarks

う訓，う"|,81

1711717117
2"|'"1'2'|'',

53 一一一一一一一一一一一一一

’
Draft 2．31Fore

17 5－83Aft

Mean
nl
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5．羽黒山丸の航海賓続

弱黒山丸の海上公試成鐙は海上状態によるが傑名山丸

級よりも悪い結果になったが，これは線岡において波波

性すなわち大洋航海に速力が出るようi二改善したたゐで
ある．すな§つち次表に示すように第一次蝿黄演/Port-

land航海では職ね滿足するよ‘ﾗな査談が出たのは害し

かった．

TurboChargedDieselGeenerator

羽蝶1I1丸航海変識VoyIEA
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査 談

燃料消避牡
perday.per_BHE

(KTノ(gr/BHP/Hr)

30．8146

34．2152

27．2162

各船比綾航海〔琴考〕

I'と水
(Mノ

6．89

4.74

5.96

平均速力
(Kt)

18．70

19.336

16.48

距 離
(miles)

4353

摘 要
港/港

繊演/Portland

臓演/San
Francisco

繊演,Portland

航次

Voy;1

Voy#2

Voy#8

船名

十次刑雛山九

九次榛名山九

七次青蕊山丸

大平洋ﾌー 》レー
リポン礎得４

６
１
５

妬
狸

と思ったが出来上ってみ畑ぱただうれしい感激のみ-Gjry
る．濫船所および關祭者の御澁か二感謝するとともi二本

船の今後の活躍發展を望みたい．総り:二雷って演者各位
の御批判を仰ぎ今後の發展を期したい．

6．むすび

羽黒山丸も無事世界一周航路に乗出して行き･llt界海運
の檜舞蕊で活躍している・

本船を計謹するに雷って渉>おもしたい，こうもしたい

’

823
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日立B&VV舶用可愛ピッチフ・ロ

ベラさ同装置藩装備乙ブこ漁船

‘‘照南丸”の海上試運韓成績に

日立造船株式會祗
船舶設計部

'|

ついて

ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
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■
Ｆ
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Ｉ
Ｉ
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Ⅱ
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Ｐ
Ｉ
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Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

1．緒言

日立造船株式會杜は1950年三井造船株式曾杜を通じ

B&W杜と技術提擁して以来各種ユニフロー描氣式2

サ証クル単動儀關を製作してきた，ここに紹介する日立

B&W･ALPHA型機關並びに可鍵ピツチフ｡ロペラ装冠

はB&W斌において多年の經験を有するもので,北欧の

漁船は殆んどこの機關並びに装置を装備している．わが

國では今回始めて鹿兒島縣庭漁調旨導譜“照南丸”に装

備きれた.ALPHA型機關ば上記のユニフロー式機關と
異り無弁式2サボクノン磯關であり，可鍵ピチ機朧とし
て特殊な翼取付部シーリング装冠並びに低墜菱勤油装澄

をもっている．これらの特徴を有する機關およびﾌ｡ロペ

ラの性能を確認するために．陸上運灘並びに海上運陣時

iこ各種の試験が蛮施された．本文では展初に日立B&W

可鍵ピ‘チプロペラの特徴並べに潅迭と作動の概要を述

べ’次に本船に搭載された日立B&WALPHA4)5VO

型ディーゼル擬關の主なる特徴を紹介し，さらに陸上運

轆並びに海上迩鰊での計I朧果iこついて述べる．

2照南丸主要々目

照南丸は鹿兄島縣聴が蝋木野遥船ﾂrに註文L,同杜.ご

建遥された漁調旨導謄であり，昭和3)年，月8日起工

7月4日進水，7月1213日串木野港外で海上特殊迩鱒

並びに水産臆試験，7月22日海運局試蕊を行い，7月27

日引渡しが行われた．本硲は既に8月12日鹿兒島を出

港して奄美大島方面へ庭女航海を終え，辨脚好調の鯉に

8月18日蹄港した

本船の主要奇目はつぎの通りである．

1） 船 暖 部

垂 線 間 長 2 4 ･ 3 0 m

幅（型） 5.30m

深（型） 2.70m

方形肥聯係数0．58

柱形肥垳係数0.654

中央減断面係敷0.893

總噸鞍98．931､ン

2）菫機關

呼榊日立B&W･ALPHA405VO

型式2サイクル無芹式無氣噴汕1､ランクピスI､ン型油

睡クラチ誌よび可鍵ピッチプロペラノil油雌後進

装澄付ディー･ピル機關

シリン〆数5‐

シリンダ礎 230nlnl

行 程 400mm

胴i繩数375r・p．m．

出力200B.H.P.

平均有効制動砿力4.34kg｢cnlg

ト

春

§ ビスI､ン速鹿5m/sec

機關全長推力軸受端まで)4,775mm

機關裏板巾 1,043mm

震關全商L),990mm

機關重逓11400kg

僻料淌灘遼1839'B.H.P./h

柵淵汕消蛮壮19,B.H.P../h

機閉川澗'Wii11,鷲ンﾌ並びiこル榊鋤冷却器’

汕唾クラ，チおよび愛.!献捌･催11i:],ミンフ．､it

ぴiご潤滑油冷却瀞，機卿ll冷却水ぷンﾌ゚ 、

ビノレヂ･ポンフヨ燃料力'1移溌ポンプ諭{j･

卜
ａ

β‐
串盆
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3）軸系

フ・画ぺう軸

中間軸

愛節軸

黄銅スリーブ付殿鋼製1本

直径×全長135mm×2j872mm

鍛銅製1本

直径×全長135mm×973mm

不鋳鋼製

直径×全長48mm×3,432mm

並びに48mm×956mm各1本

4）プロペラ

型式日立B&W･ALPHA型可鍵ピツチブロペラ
1基

直径1,503mm

等分布ピッチ（基準ピッチ)1,OOOmm
3

翼数

ポス比 0．28

前進最大,後進最大ピッチ1,700mm,-1,100mm

最大翼角鍵更範園前進約33度より後進約23度まXで
回輔方向船尾よりみて時計方向

材質翼，マンカン青銅鋳物ボスおよびボ
ンネッl、青銅簿物

3．日立B&W可塑ピッチプロペラの特徴

可鍵ど",チフ･ロペラの一波糊敦iこついては，既に本誌
第26巻第1號（昭和28年1月號)，第27巻第1號（昭
和29年1月銃）並びにその他の刺誌，文献にも多謝潟
戦されているが簡単に述べると次の通りである．

固定ピッチフ･ロペラでは機關出力と回鱒數の關係は設
計鮎のおき方できまりこの設計黙は普通前進糟用出力す
なわち經濟航海出力とするために最高速低速，微速並

びに後進操縦の場合は性能の低下を餘儀なくされる．可
鍵ピ′チブロペラを採用すれば，航海中に任意にかつ容
易にシ・ロペラのピノチを鍵化させることができるので，

船の使用條件，船底汚損の状態，海上の模綴等に適合す
るようにピッチ，回鱒數，出力の關係を調整して船の性
能をその目的に懸じて十分に發揮させる事が可能とな

り，換言すれば燃料消費通を節減し，主機關の罵命を長
くすることができる．

この外の利鮎としては

’）船の操縦を簡単にプリンヂで遠隔操縦ハンドルの

操作によりピッチ，回鱒數，クラッチの嵌脱ができる．

2）主機關に迩韓装遥の必要がない．
3）船髄の停止中でも推力が零になる中正位鼬乙ピソ

チを調整することにより機閉を停止する必要がない．
4）ピッチを小さくすることによ〃)機關の綴出力邇鱒

が可能となる．

5）回鱒數一定のまま操船できるので軸系並びに主嬢
躯動崩磯の運憾が安定になる．

6）二軸以上の船で一軸を使わない時にフェザリング

の位遥にセットできる．

等があり'船の抵抗が庚範園に愛化する漁船,曳船等に對
しては可蘂ピッチブロペラは極めて有効である．

日立B&W可鍵ピヅチブロペラは上記の外につぎに
述べるような顯著な特徴をもっている．

1）ボス比が小さい

愛節機溺をブロペラポス内に装備する關係上，固定ピ
ツチブロペラに比べボス比は多少大きくなり，効率は幾
分悪くなるがわが函の他の可愛ピブチブロペラメーカー
に比して後述のようにボスの構造が簡単なため:こボス比
は約0.25程度毒で制限することができ，効率は可鍵ピ
ツチブロペラとしては非常に優秀である．

2）翼取付部の構造および同部シーリング装證が簡軍
である．

翼の取付はボルトを使用せず，ボスにはめ込みとなっ
ているため非常に簡単で湿睡勺には信頼産が高い．また
同部のシーリングはパソキングを一切使用せず箱密仕上
を施し．ボス内には特殊グリースを充瑛して海水の浸入
を防止している.從って摺合部の摩擦損失は非常に少く，
また重力油タンク等の附腿設備の必要がない．
3）附腿設備が少〈据付面緩が，小さい．
鍵節用ビスI､ン，主軸クラ.，チ，推力軸受及び潤滑油
ポンプ･は主機調船尾側の同一ケース内iこ装備せられて準
り，他に油鑪ンﾌ｡，または嘩力油タンク等の附麗設捕が
ない．從って据付面領は小さくてすむ．
4）鍵節用油唾は低唾である。
先にも述べた通りフ･ロペラポスと翼との間には全然パ
ッキングを使用せず，精密仕上を施し特殊グリースでシ
ーリングしてあるので摩際損失ば非常に少く，鍵節用油
唾は低塵(4.5kg/cmg)ですむ･從って作動各部に#窪
が少く油の洩れ等も非常に少量である．
5）プロペラ軸の抜出し方向が船首，船尾何れの方向

825

にも可能てある．

フ・ロペラ軸のプロペラ取付部はテーパーで中間軸接淑
部は組立カップ･リングとなっているため粥肖，船尾方'句
いずれにも抜出し可能である．特1乙詑柱のある木造謡二
おいても使用できるよう計遜されている．
4．可塾ピヅチプロペラ装壷の椴造と作動の概要
第1団は照南丸に装備された可蕊ピッチプロペラの全
魁癬遥園である．この剛によって以下iこ日立B&W11I
愛ピッチブロペラの隅造と作動の概要を説明する．
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第1岡

，）各部は合理的に設計されているぺう翼'0の回縛運動に壁えられ鍵節が行われる．－ご方，
プロペラ並びに軸系は主機關と同程度に船の生命を背ビスI､ンロッドには追求装置用ピン'4が装備され，追求

負っているものであるから，鱗造は極めて簡単，堅牢装置用レバー装置15によってスライド弁6を中立位遥
で，狸度，材鍾等には細部に亘って槙重な考慮が梯わに戻しブロペラピ′チは所要の位置に停止する・
れ，波浪や振動に對しても固定ピッチフ･ロペラ仁劣らななお，フ・ロペラピツチと油唾ピストン7の行程との問
い信頼性を持っている．鍵節作動，操縦性能等おらゆるの調整はピストンロツド8と鍵節軸16の接識がねじ込
鮎に充分な考慮を梯い，最も合理的に設計されている．みとなっており，軸接手ボルトを取外し中間軸を廻して

簡単にできる溌造となっている．2）操縦装置

プロペラ操縦ヘンドル'，主機關回鯉敗操賦ハンドル4）塗師並びにクラッチ用給油装鐙
2ジ主軸クラッチ用ハンドル3，主機關遠隔回縛計4’操髪節並びにクラッチ専用に主機關緊動の歯車ポンプ17
絲油睡用墜力計5をブリッヂ内適當な位遥に一括装備および附腿装睡をもち，主機關用織剛と切離して作動
し，各"､ンドルを調整することにより容易に船を操縦での確蛮を期しており，翼取付部のシーリング装置にバツ
きるようにしてある．キングがないので全力出力時4.5kg/cmgで他の型式の
3）鍵節磯構ものに比し最も睡力が低い．また歯車式油ポンプ'7が
ブ.ロペラの鍵節はブリッヂに装備されたプロペラ操縦主機關駆動となっているため，主軸クラッチを脱し主軸

ハンドル，､を前進または後進所要の位置に廻すと，チエが停止中においてもﾌ゙画ペラピ′チは作動でき，調整織
ンを介してスライド弁6が動き，この弁の動きによって検に便利なように計謹されている．
蕊扇屋加が制御きれ，瀬畔委瞳鷲鷺豊騨5)プﾛべﾗポｽ内ｼー ﾘﾝヶ用グﾘー ｽ供給鐘遼
に移動する．こ,のビス,､ンロッド8は中間軸内鍵節軸にフ・ロペラ翼10とブロペラポス11並びにボンネット12
接鮫されており，フ･ロペラボス内の愛節軸頭9は後またとの摺動部は精密仕上力猟され，この部分の潤滑と外部
は前に直線運動をする。プロペラ翼10はフ･ロペラ韻ス水墜に打ち勝ち内部への海水の浸入を防ぐ・ため，特殊の
,，と銀ンネット，2により取付中心に對して回鱒するよグリースを充填している．またこのグリースはﾌ゚ロペラ
5に支持され，鍵節軸頭付ピン13,フ･ロペラ翼10の下軸最前部のアレマイI､ニツフ・ル18よりグリースガンで
面藤との滑り機鰯によって鍵節軸頭9の直線運動がﾌ゚ロ適宜唾入される．
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6）危急ピッチ固定装置

操紺用歯車式油ポンプ．17の故障蕊よび所要の汕嘩を
保持することができないなどのためﾌ゚ 画ぺうの操縦が不

可能のときは，う°ロペラ軸前部のグリース座入用アレー寺

イI､ニッフ°ル･を取外し，危急用固定ポルl､をねじ込み，

プロペラピッチ所要の鮎iこぉいて鍵節刺116を固定する
よう訂･謡されている‐

5・日立B&WALPHA405VO型ディーゼル機

關の特徴と照南丸用主機關陸上連簿概要

本船に擢赦された日立B&WALPHA403VO型デ

′－~ゼル．溌關の顯著な特徴について概略を述べる．

’）2サイクル小型輕最機關であること

從來わが函では各種小型船舶の主機關はI､ロール船
抽鯨船用の一部のものを除いて，すべて4サイクル機關
であり，戦後2～3の2サイクル擬關の出現をみたが,現
在では殆んど姿を消し，4･ｿ･バクル排氣ターポチ,.－ジ

ィ．－付機關の發逹に主力が注がれている状況である．し

かし，本来2サイクル機關は4サイクル磯關こ比べて，

吸排氣弁および弁機雛の不要による織迭の簡軍，分解手

入れ，保守の篭錫等の利鮎があり，根本的には同一行程

容積で毒2倍近くの出力が發揮される．すなわち最近の
4サイクル排氣グー猿チャージヤー付機關では平均有効

峨力を8kg/cm2程庭まで上昇させてもな詣30～50%の
出力を珊加する仁止ってお【〕，これと同一の出力を得る
ために2サイ､クル機關では平均有効鵬力は4kg/cm2で

よいことになる．木機關では4,34kg/cm図であるから，

4サイクル排氣ターボチャージャー付機關に比較しても

なお同一行程容俄に對する出力の鮎を優れている．從っ

て同一出力に對・し，4サイクル機關に比べシリン変数は
少くてすみ，磯關重逓も軽く，据{j而稜も少い、本磯關
は耐久性に重職を冠き重要部分はでき〉るだけ餘補を持っ
て設計されている4型機關である．

2）燃嶢が完全であること

2サイクル溌關の性能を左右するものは掃除効率の良
否である．本機關の掃除方式は簡照直赦なクロス式であ
って，充分な量の掃氣が抵抗の極めて少い掃排氣迩路を
通って狸い指向性を持ってシリンダ内Iこ進入するこめ商
い挿氣効率か得られ，日立B&W獅得の燃料嘆射ジス
テムと相俟って燃焼は完全に行われる．從って燃料消澱
錘は]809/B.H.P./h程庭の少逓であるとともに，シリ
ンダ，ビスI､ン並びに掃釧氣孔等はカーボンの堆積する
恐れがなく，術に清淨に保た鰹る。
3）保守が容易てあること

機關のシリンダジャケットの冷却は高温冷却を貧施し

得る計惑となってお【)，冷却水湿産は60～65oCを推

奨している．また長寸のビス1､ン莚使用し，かつクラン

クケースとシリンダとの間には飛沫油防止板が設捌-てあ

ってクランクケースの油はシリンダ内iこ飛散しないよう

になっているため潤滑油消避量は]g/B.H.P./h程度の

極めて少量看ずみ，シリンダ内面も殆んど汚損せずシリ
ン〆の摩粍逓は極めて少くB&W証の変錨二よればシリ

ンダの摩耗量は5年間の緬毎愛鏡にてシリンダ直謹こつ

き平均約1粍程陸である．

本機關ば2サイクル式であって，吸排氣弁並びに勤弁
淡朧がなく鱗造簡単であって蓮|聾中の淡蝿勺騒香は全然
たく，可動部分が殆んど露出していないから手入を要す
る箇所が少く，取扱上の危嶮がなく，弁臘合せおよび調
整などの必要がなく機關部員の負据少<，保守が極めて
紫錫である．

4）操縦が容易である

本機關は同一ざ方向の回鱒で可鍵ピツチプ画ぺうとの組
合せによ【)使用するため逆韓装置は不要とたり械關回i漣
數は機關室のみならず船橋より簡単に操作調整できるこ
とは前述の通りであり，汕座操作の可鍵ピチプ画ぺう

"21MII

"31i41
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産

ピッチ鍵更装置拳よび汕嘩操作の談脱クラッチ装置を有

し，ともに船橋よりの遠隔操鞭を可能とし，かつ操作の

絶對安全確奮を期している．

本機關の主要なる特徴ば概略以上の通りであるが，權

造その他詳細については船の科學第8巻7號昭和30年

7月）並びに熱機關第1巻第7銃（昭和30年7月）をも

参照されたい．第2岡は磯關正面1罰，第3岡は組立完成
後の機關およびプロペラ全紮,第4間は機關組立籔面岡，
第5岡は軸方向断面剛を示す．

つぎに本船搭載主機搾上邇鍵について述べる．第6卿
はその性能曲線を示している本擬關を船i二膳戦した場
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第7岡

チブ画ペヲの組合せによる經濟的な運輔に賛取外し．そ合可鍵ピツチブ画ペヲの組合せによる經濟的な運輔に賛取外し．そこに振計を取付けるような状態つあった．從
するため’並びに指睡圖を採取しない本機關の海上におって振計も極力小型化に努め第8園iこ示す通り軸方向長
ける機闘出力を計測するために後述の日立造船式摸計3ざ282mm,回鱒部の最大高さ軸中心より148mm(軸竿
型によって軸馬力を計測するとともに，一定回韓出力遜煙70mm)となって,振れ計測の標鮎距離も50mnni=
増試験'固定ブロペラピソチ舶用特性に基く出力試験,任短縮するのを餘儀なくされた.計測の結果は次節の試験
意の回韓數に對する出力試験等の計測を行い,第7圖の結果の中，軸馬力の項に示されているがまた標柱間航
ような出力'回韓數の各鮎における燃料消費の等量曲線走中のトルクの値を電磁オッシログラフを使用して記録

したものの一例を第9圏に示ず．また前鱈鯵蟻の際の．を求めた．

トルクおよび回輔…'の渕譲も記録されたので，これ
6．軸馬力計測装圃と賦鹸結果 を時間を塾懇として図示したものが第10図である。

前述のように本棚の工場試蓮鱒および海上試運韓を 7．海上賦蓮鰯種類とその試駿結果
本船の海上試運鱒の種類については，水産塵，漁船協通じ，當趾の技術研究所によって軸馬力の計測が行われ

た．すなわち中間軸に装備した日立造船式振計3型によ會，船主，造船所並びに譜肚間で協議の結果次の各種試
って軸I､ルクを計測し，別に’回轤毎に電路を開閉する験を変施することにした．
方式の回越速度計によって回鍵速度を記錐しこの雨者か，、連ヵおよび燃料淌蜜量計測試騒
ら軸馬力を計算した． A)定格回鱒，出力懇増試験
この計測に雷って特に苦心の梯われた黙は主磯餓が馬主機“鯉をカバナーで定格回鱒數にセツI､し，

力の割合に回韓數が高く，かつ中間軸は鍵闘職蕊を納めフ･ロペラピ，チを鍵更して1/4，1/2，3/4，4/4
た中空軸であるために軸外裡が比較的大きく，從って馬の各出力に對する計測

力に對する軸の振れが極めて小さい．その上本船の機關｡B)基準ピッチ，出力遮増試験
室後端部は甚だ狹院であって中間軸自身にさえ振計を坂フ・ロペラのピッチを一定にし通常の固定ピッチ
付ける場所がなかった．そこで試運輔中特に中間軸受をフ･ロペラの場合の速力試験を同要領で1/8,1/4，
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蕊

類,1/2出力2種類.3/4出力2種蕊
:蕊

類 に 對 す る 計 測 §
2．徴逵試霊＃

::::::i：

A)主磯回迩迦を定格回製趣にｾｯﾄ;:i
：.::.:.:F･

し，ﾌﾞﾛぺﾗピｯﾁを…して2：＃
．:::::i:．

～3種の微速に對する流木による鳶
霧

速力試験 :::
B)主機回轌數を低回漣に七=,卜し,::#

：:!；：

同 上の試験:；

3．後進試鑿:

4．握り振動測定試霊(Geigert⑪正-i;::

Siograph使用）

軸馬力は第6項で述べたように日！:：

立鑑船式振計3型を使用し，主磯陸：:：

上運…に水動力計によってcali-:

hrationを行って詣いて海｣二運簿専：：

に利用した．

これらの各種試験は7月12，13，14日

の3日間にわたり行うことにし，12，13

日は選定通り責施したが，14日に施行謹

走の最大ピッチ，出力逓減率1/6並び

に任意の翼角，回錘攻における試験1ﾉ6

出力2種類，1/4出力3租瀕，1/2出力

2渥瀕，3/4出力2種類および振り銅助

0

二常

’
一

で
１
１
１
馴
瑚
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》
」
１
画
ゞ

I

軍
I

!l
V １

１ 、

I I
I

L」－～_●■■■__

灘き
"
グ ノ 』

〃

～プー ﾗ.ﾘ鼈

漆、8園

P~c舎毛｡､,"ﾛ◇-.写や口-F 計測試験は台風第7號接近礫想による被害を避けるため

に本船が天草島に避難するこどになったので窪念ながら

鍾施できなかった．從って任意の翼角，回轌數における・

試験は1/6出力1種類を計測しただけである．

また磯速試験中定格回鱒數の場合の青刷りは1回，低回
"(200r.p.m.)の場合の計測は6回行った．

試運韓時の船の状態並びに使用油は次の通りである．

1．試運韓時の船の状態（7月］2日’13日）

吃水前部Q70m,後部2.80m

平均1.750rn

・排水愛107.5K.T.

2．使用油種類および分析結果

主磯城潤滑油GargoyleDTE

nmarineoilNv.3

主磯械クラッチ油GargoyleDTE

heavyxnediurn

軸系，推進器内グリース

Gargoylemarine

mtalcoaping

蕊
第9圏

1/2，3/4,4/4，過負荷の各出力に對する計測

.C)平均有効睡力一定，ピッチ趣曾凄畷磯關の平均有

効睡力を一定にしてピッチを邇増し，4/4，9/10，

7/8の各出力に對す.る計測

D)最大ピッチ，出力逓減試験

C)項の瀬において樹淵回興趣を約250r・p．m．

に整走した時機關の過負荷になる限度にピッチを

固定して3/4，1/21/4の各出力に對する計測
錘）任意の翼角，回戦蝋における鑑

主磯回鱒數とフ・ロペラのピッチの雨者を錘通し

830

§



Ｉｆ

４
》
命
〃
》
ノ錘

"FFF

禿、

＆

令
寸
酋
畦
数
釦

オfp

卜/ヤー～－－
6f○

”。

。〃…

_一～一一一--／----------－一一
ﾉ”『

喰
β
く
り
輔
４

田
Ｊ
冬

一
釘
え
ｒ
ｌ
－

融
心
勲
凡

篭
鳩
側
刊

”
〃e gp JQ 4e
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隼10間］苅後進試験時の中間軸I,ルクおよび回縛數愛化曲線

。

’主磯關燃料油分析表

比重(15｡C ) 0 . 8 8 7

粘度（レッドゥッドNo.1)

釦｡C75秒

50o C49秒

反應中性

残溜炭素2 . 7 7 4 ％

次 分0

水分0.01％

硫黄1.935％

發熱量高位10,733kcal/kg

低位10,"1kcal/kg

上記諸試験の結果は次の通りである．

1．速力試験および燃料消饗量獣唾

第’表並びに第’'岡，第'2岡，第'3園に示す通り

である．第''岡において主機回鍵數一定の状態ではそ

の他の航行状態と比較して同一速力に對し所要馬力が大
であることがわかる．4/4定格出力および3/4出力附近

では大なる差異は認められないが’特に低速ではその差
は大きく約2倍程度の相異を示している．これは高回輔

のために軸系摩擦損失が大であることおよび低速力，高
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第11岡

’回韓の状態ではプロペラ効率が他に比べて低いことによ
るものである．また平均有効唾力一定，ピッチ逓増並び

に最大ピッチ出力逓減試験の結果よりみて固定ピッチフ・

ロペラと同じ要領による運鱒よりも更に同一馬力に對し

てピッチを大にし回鱒數を下げた方が所要馬力が小さい

が，本船の場合基準ピッチはほぼプロペラ効率最大値に

近い鮎にあるため，瞬昔の差はあまり大きくあらわれて
はいない．なお第11画中2，3の計測鮎が散凱している
が，これは這蝉時東支那海に陣滞した台風7號のおよぼ
したピューフォート4にも達する風力および波浪の影響
によるものと考えられる。第12回よりこれらの這蕊状
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第2表

蓮蝿鵬態と燃料消我率との關係

照濁丸迄上篭減運駆主填我土塗墾塁_且’

鳶巨額蓮毫悪菱菫至］ 負荷｜〆｜蕊｜認｜今/4
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註數字は燃料淌我*g/B.H.P./hを表わす

減侭となっている．從って平均有効蕊力一定ピッチ出力

逓減時が燃料消醤量が最も少く，かつまた第'1剛に示

すようにﾌ･画ぺうの効率上昇による同一出力に對する所

要馬力減少による船速の増加と相実って，最良の運航状

態であることが分る．主機回漣數とピッチの最適の組合

せは船の航海状態によって異るものであり，上記の成讃

から可鍵ピッチプロペラの特性を發揮して經濟的な運航

を行うための指針が得られたわけである．なお燃料消聾

量の計測は正確を期するために胤料重力タンクによらず

に別に小容量の細長い計測タンクを設けてスケールによ

って別腱した．

以上の結果より本機關の砥.‘‘料消溌率並びにプロペラ

の承ス比減少による良効奉は本装匿全瞳を船に装備した

時いかに運航の經濟性を發揮するかが分る百あろう．
2．微速試鐵

この試験では，第3表に示す通りの成讃を得た．これ

を岡示すると第14岡の通りである．岡中◎印は3.5r.p
m.，×印は200r・p｡m･の場合である．＠印の計測鮎は
_黙に止り，その全貌を知ることはできないが，傾向と
しては×印の場合とほぼ同穰であろうと思われる．

第,4岡の諸鮎特に後進微速の計測直は幾分散凱して

いるが,軸馬力とﾌ･ロペラ翼角との關係は第15岡の通
りとなり，特に風と波浪による影響，流木による速力計

測，低出力時軸馬力の計測渓差等が重なったことに雄く
ものと考えられる．

微速試験ば海面および風の状態による影瀞が大きいの

で特に各種計･測を正確に行う必要があるが，上記の織
果より同一微速に對しては低阻l鋤にて運櫛する方が望ま

しいことがわかる．特に一定回輔に鶏瞳したまま-Cピソ

チを鍵更し自由にﾘｶ縫准pJ能の口I鍵ピ′提プロ・ミラ本渡

の特!生が明かにされ-ごいる．
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態.こおいて燃料消灘鐘を比較してみると第2表に示す通

りとなり，定格回鍵時を100％とすn髄固定ピッチ最大

ピッチ時では1/4出力でそれぞれ約19.5％および22.2％，

1/2出力で4～6％，3/4出力時r.おいてもたお1～3%の
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第3表

照南丸徴速試嬢結果 (7月13日）
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り．以後漸次増大し辮豊停止直前において最大とたりこ

の附近においてはトルクの鍵助も大きいがそれ以後後進

全力整走に近づくに從って回輔敷・トルク里もに漸次整
走する状況がよく現われている．後進全力より前進への

操作中は前進發令後8秒附近に回漣數の上昇と平均トル

クの最氏値が現われているが，後進の場合に比べてトル

クおよび回鱒數の鍵助ば少い、これらの維果をみ､れぱ一

般に固定ピッチフ･ロペラと可鍵ピソチブロペラとの相異

10

－1 0 2

沙力『ど・1

第I4EI

3 ．後進試駿

この試験では第10岡および第4表に示す結果を得た

第10岡によれば後進發令と同時にハンドル操作後約4秒

より8秒附近までトルクは急激に減少し,回鍵敬數および

'､ルクの鍵助が大きく平均トルクは5秒にて最少値とな

835
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、第4表

照南丸後進試験結果（7月I3日）

14時35分～14時58分

3C8RﾉM298S､H.P.燃料ポンプ・マーク

15秒

20〃

321R/M253S.H.P．燃料ポンプ・マーク

6秒

15"

357.5R/M289S､H・P.燃料ポンブマーク

ピンチ－918mxn翼角-15o35'

-103．3．

試験開始および鋒了時刻

前進全力整定時

後進發令より船体停止まで

後進發令より後進全力整定まで

後進全力整定

前進發令より船体停止まで

前進發令より前進全力譲定まで

前進全力盤定

後進全力時推進器ピ〃チおよび翼角(0.7Rにて）

後進全力時織鴎室内奨節ﾉ､ンドル位縫
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’
がI蝶つれており，前進全力より船確低止宝で!〉ずかに'5びを生じ，作動の完鑿を期し得なかったので公試運鍾後

秒j後進全力整走まで2〕秒の短時間を要し土二にとどま第’岡のようにピソチ操鞭のみチェンに愛更した維果，

り，かつ後進全力より前進全力整走までの所要時間も極その後の作動は完全輕快でなんら不安はない．

めて峨少ごあることがわかり，可鍵ピッチブロペラを装3）速力について

術した場合の操船の迅速かつ容易なことが立證されたも第’表に示すように本船の試運鱒成績による速力は，
のと思われる． 営初の澱想に反して小さく，出力368B.H・P.で9.5"

8．本船虚女航海寅綴による所見であったのでその原因としては船髄抵抗が溌想に反して

前述の通り本轆は去る8月12日午前9時や鹿兒島を大てｿあったためか’または當日の海上模穰の影響による
出港，魔女繊毎の壯途についたのであるが，名瀬，古仁ものか’あるいはこの附者によるものと考えられたが，

なお串木野890m標柱間遁離の精度についても疑問を，

議競壺駕鰯鱒灌農蝋撫蒜に"てぃ筵その後･天箪…美大島へ｡紘繊鐙｜
綾…麗兄島"癖ｴ蕊後緬駿より寄せ…御難烹龍彗麓睾墨鰐鰯鱸忌毫｜報告のうち一，この鮎について述べる．

すれば第'表の速力は更荻されるのではないかと思われ’
1）プロペラボス的のグリースについて

る．

日立B&W可愛ピッチフ･ロペラの纈敷として前述のよ
9．結言

うにボスと翼の取付方法としてボルトやパソキンを使用
しないで単に精密仕上を施しボス内Iこは特殊グリースを日立B&W｡ALPHA4.5VO型ディーゼル機關並びに
充填しただ励・であるため，海水の浸入，ク・リース瀬.関量可鍵ピノチブロペラの概要およびこれらを装備Lたちが
等について當初不安を持たtl,る向きもあったが7月4日國最初の漁業指導階“照南丸”の海上試運輔などについ
進水，公試運轌および天草蝋媛の7月21日毒でiこはて簡単に紹介したが本船は就航後日なお浅くその詳細
全然凋曳なく，更に8月7日上架プラグを抜いて調査しな蜜潰を入手するに至っていないので’今後の変鋳によ
た際にも海水の浸入はみられず，グリースが噴き出したり各種の資料が得られたならば更に検討を加えたい考え
ので復駕の上極めて少量のグリースを補給した．ボス内である・
グリースの蕊力は具磯釣数字は現在の所不明であるが相照南丸が日立B&W･ALPHA機蘭並びに可鍵ピ，チ
営高いようである．從って徴初懸念きれた海水浸入に對フ・ロペラ装備の一番船として好成資を牧力得たのはfl斗木，
しては全然心配なく.,まﾅﾆグﾘーｽの消農状況も問題に野迭耀所に鐺いて木逃譜としての畿装の困難を克服Lて，

献身的な努力を梯われﾉこ綾贈こよることは勿論，終冶惜iならない程庭である．

導監督に歯られた鹿兄島縣漁政裸並びに漁船協會,水窪，’2）遠隔操磯装置について

・本離の遠隔操葡装騒はピッチ操縦，主機回輔制御ク塵本塵並びに紳戸,､下關雨分室）,海運局關係總各位の御，
･ラッチ嵌脱の三巻とも當靭はユニバーサルジョイント，指導御慶肋の賜であり，ここに蕊く謝意を表わす､とと｝
･傘歯車簿を使瑠したが船橋位睡の關嬢上ピソチ操甑装もに,本文の發表に陰して，多鼓の:I輌關霞者が協力しI
蟹は距離が長く，屈曲ｲ､多いため眠擦砥坑も大きく遊たことを申上げて雑を措く．（完） ．I
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最近の艦艇につ い て

（第3回）

りますが，やっと最近になって，このうちの若干隻が，

工事が鯵って“にかかっております．この詳細はまだ
何ら聞いておりませんけれども，これはイギリスが第2
次大戦の教訓と，それから戦後の技術と兵術の新しし､進
歩を採用した罐ですから，非常にjつれわれとして参考と
すべき艦であろうと思います．

このイギリスのフリケートは4種顔に分れておりまし

て，第一の種類は，大型の高速力の對潜謹緬艦でおり-ま
す.Whitbyクラスと言』つれておりまして,2,"Oトン，
31ノット，タービン，4．5インチ速装高角砲が1基，そ
れからBofors40ミリ2門,最も錨しい前投兵器を2基
積んでおります．これがｲ:ギリスの一番萩しい對蒔鑑で
力，ろうと思います．、

第二の型は，イギリスの國傭から‘有事の際婁･數隻數
が要る關係で，安く早く，つまり容易に戦時急造のでき
るタイプとして選ばれたBIackwood型といいまして，
QualityTypeに對して對潜のUt:lityTypeと呼ばれ
ております．1:300トン，25ノ･’1､，タービン’で，これは
一軸であります．面白いのは，この艦は備砲として･は40
ミリBofors砲を3門積んでおるだけなのでず．發射管
はあるようであります．もちろん新しい前投兵器を2基
積んでおります．

それから第三の型は,L-opslrdクラメ･といわｵ',る對
鍛胸壁墨5まててⅡ,IO]､ﾝ,速加ドｨｼ輩
鑑によると30ノッi､、砲は4.5インチの連鐺笥角砲2基，
40ミリ砲2門，それから前授兵器．この藍はディーゼル
であります．

第四のタイプは,:Aircraft.DirectiopTypeと言わ
れております．Salisburyクヲスであります．船型は第

牧野この艦艇關係の座談倉も，今日で第三回目にた
りますも第1回から丁庭1年經ちまして，防閥塵の新造

艦艇の工事も順調に進んで既に4隻は進水し，近くあと

の3隻も進水の議定で御同慶に堪えません．一方この1

年間に，各國とも新しい艦艇の建造を相當進めて来てお
ります6そこでまず，外國の護術艦艇に現われた新しい

事柄について，輻井君から．…･･･

英國のフリケートの軍能化

輻井イギリスの護術艦艇は，この1年間に非糖に技
術的に進んで来たと考えられます．戦後建造した2,6CO
トンの大型護悶艦のDaringクラスは全部完成し･生し

た．これはすばらしい暖であり．英國海軍の誇りである

とともに，これを輩つ灸英國造船所の名響であると．まで
言われております．どういう勘がすばらしいのか私たち
まだ判っていませんが．要す．るに，居住性とSeawc-
rthinessが従来の艦より著しく改良されておるし．戦

後に新しく英國海軍が探臓した兵器が一揃い強まれ,L

かもこれが非常に良い成績を得てるのだ，こう考えてお
ります.それでDaringクラスは,艦隊の護繭Huizter-
Killer.-その他の役務に非常に適切な艦であると言われ

ております．

牧野英國はこれまで大型のDDを作っていないか
ら，1,700屯級から比べると2,EO．屯のD級は確かにす
ばらしいと思われる．日本でも昭和の初めに特型が出来
たとき，全艦隊の人盈がすばらしい騒逐艦だと推賞した
ことを思い出すね．

顕井．次に数年前からイギリスはやや小型のフリケ巨
卜を，4種類の型に分けて，同時に遜踏にかかっており
ます．これが一昨年の末頃から逐或進水を始めたのであ

出席者。（發雷 順 ）

野茂（司會）霊囎智寧悶療騨丹

井靜夫 鶚篭篭關拶爵最農緒

元 美

羽誠一

明亮乍

醗鳳.没?1協金糟務魂率
元海軍妓術大陸

史料岡交合
元海軍技術少佐

来海顕技砺顧閥
元 海 皿技術中佐

牧
禰
堀
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三のLeopard型と全く同じであり_ます．レーダー關係上からもj嘩里だから，船'劉謹術は比較岫性指が低くて
を主兵器として，しかも索敵胴の大型有力なものを種んも’おる程麗間に合うだろう・艦隊の謹悶に對してば－
．をおる關係で，兵装は高角砲の数がその代り減っており段と有力な性指でたけ~れぱいけない．また淵劉の謹臓に

しましても，多数の護禰艦を必要とするう･ら，船勵こ_、ます．

その4種麺をｲギﾘｽば同時に建造し,どんどん進水ばりついているものは比較的性拒の低いもので間に合
し，鍛装雁かかっておる．間も泳ぐいず＃Lのダイブも売ら・こういう黙で’些数を要求するきつけですから，對蕎もざらに二つに分けたのだと思います．これはイギリェ成して，いろいろ傭.鍋か入って来ると思い-まず・
牧野その4種類をどういう工合向災い分けるわけてばかりではありません.戦時忌避ということを平時.ｩ、

ら非滞仁重要頑しておる例が，この對隊の第二藩『,の
す急何蝿等,ゞが,憾噸ここんな製綱"獅建。tili…｡這…して，ゞ馳憾日本のよ§端洋迭にかかったぅ､ということが，非靜乙きう”ﾌｫしとしても画としては大いに注意すべき傾向だと思いまず、紋野ｱ･ﾒﾘｶの脆近の価向はどう､Gすか．面白いと思います．結局，兵器が非常iこ進歩して来た．
そ恥ばかりでなしに，鍵の使う場面というか．對象とす 米圃躯逐艦級の傾向
べきもがが非常に塗って来た．たとえば護瀞こしても， 堀アメリカの方針としましてば，理想としてば、、飛行磯に對する護禰と．潜水諺に濁する護勵を考えてみても，，菫の護ごこの穂方,二嘆えるものを窒ろと，非常糞籠論なダイブ')・聯雌も､Gきるような羅逐罐を槻當數
I己大きな，高債な罐迄なる．を邪じゃ観箔からいって引持ちたいLいうことを育ってt6りますけれども，それと
合わだいし，使う方からいっても不便淫しかもいかlilIIWに’そうい州湘の'6のは‘斑際アメリカで造って
なる場合にも，最も進歩し:二兵器を種んで脚>ｲi伽r鵬みた,I)7'というのがそIL.Gすが，目然縫は大きくなり
を造らなければいけないそのためには，おの〃,らIまず，今ﾎ･(ZDestr&yerleaderと云って鏥ったので
窪の鑑にすべての要求を容湿ることばcざないから，洲・すが，岐近艦樋脅をFrigateという名前iこかえられま
溝，對空，飛行磯誘導と，この三つに分けたんだと思いした．それを造ってみたけれども，非術､二値段の高い濫

になる．アメリカの富をもってしても，これを多数備え毒す．

きらに識潜護蕊潅を二つi二分汁たことが非術にiliilfiい為ことは容易でないということか吟，，fギリスと同じよ
’恩,ﾊます･がイギリスのような海図G,泄大な艇い地うなことになりますけ恥ども，現在こういったカテゴリ
城の護臘jをやろうというのには，多数の艦が要る・その－に入る艦として法っておりますのは，在.求の願逐暹の
7こめ'二，どの鑑も對潜専門のいい艦に造ることは，溌卯進歩した型として戦後の設計になるSherxnanクラス，
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第一鰹が今年の2月に進水しました・

牧野雑誌に出たのが一昨年だから相當日にちがか

かったね．

堀そうなんです．その鑑は，長さ418ブート，

排水量3,5181､ン，非繕に進歩した装備を持っておるよ

うですが，詳細は童だ判っておりません.

牧野やはりDDEですか．

堀DDEではないと思います．DDの型であつ‘

て，蕊能を目指しているようです．

牧野DualPurpos3としての･･…・・

堀いわば英能を目指して，ある程度のところで我

慢しておるというものだと思います．そのほかに謹繭

専門の艦として,Dealeyクラスというのが出ておりま

す．こたは戦後の設計になるOceznEscortの萩しい

型でありまして、排水量1,4201､ン,2蓮馬力，－軸と

いう鑑でありまして，大池は3インチの二速装高角砲を

2基，對潜の測的兵器を相當に充資してある．それから

對替攻撃用としまして，在来の爆雷のほかに，このクラ
スの第一濫のDealeyは，イギリス式のスキッドを猿ん

でおります．艦橋の雨弦に一つずつ．それから第二鑑の
Cromwellというのは，アメリカ式のロケソトランチヤ

ーを蹟んでおる．どちらがより有効であるかということ

は、・生だ比較峻討の段階にあるのだと思います．

牧野禰井務.Dealeyクラスとイギリスのユーティ

リティ・タイプとは……・

瀝井戦術的閉法，性鮨ともに非常に似てると思いま

す．そればかりでなく，フランスの海軍でも，性能を向

上した大型の，建造費の高いやっと，簡単にできる．し

かも最少限度の性指を持った，隻數をたくさん揃えるや

っと，2種額に分けてるのは共通の理由だと思い．ます・

牧野アメリカはそのほかに，もう少し建ったことは

やっていますか．

堀對潜鑑としては，別に塗ったものとしては出て

おりませんですね．

牧野これは日本で今建造中の醤輔濫に比べたら，、

1,000トン型というところかね・

堀まあ，そうでしょうね．

牧野ただ排水量で五割方大きい．

堀どういう性韮を要求しておるかといいますと，

相當の荒天であっても．近代的な'､イスピード，コンウ

ヵ.イとともに行動し，對潜戦闘に從事し得る速力，運動

力,御京力を有する,それから船型が小さくて，溌豈機燐

も比較的簡素で塾,る．そして戦躍多敷急速蕊鑑に適する

もの，そういうことを言っております｡

L

牧野するとアメリカは，イギリスが4種類も篭って

るので，結局對空の護術あるいは飛行綾を誘導す．るよう

な謹衡艦とし､うものは．溌豊はしていたいわけだれ

堀しておりません．前の座談會のときに出ており

ますけれども，戦零當時に塞豈した騒逐艦を對潜用或は

電波哨戒用に改造したほか純苛のDDのままで残って

おるのは，對空兵装の改善ということをやっております

から，絲局に託いて，イギリスの四つに分げた行き方と
同じ道を戦時に塗った手持の鑑の醗査でもつで歩'‘､てる
と考えていいでしょう．然し改法ももう限度iこ来ている
ようです．

1955年度建造艦に見る英國海軍の窒化

寵井ところがイギリスでは，非常に面白いことに
は，1955年度の諦皆計謹では，また別の二つのタイプ・
の護闘艦の建造にかかるということです．その一つは，
FIeetEscortShipこういう名前が初めて現われて来
ました．これは從来の表現では躍逐鑑に相當するが，も
はや驍逐艦という名前は適切でないから言わない．しか
し変質的には，最も進歩した躯逐鑑だということであり
ますから，おそらくDaring型をさらに近代化した栽式
の鑑であろうと思います．

牧野そうするとDLかね．

禧井結局DLに近いか，あるいはShermanに近
いんじゃないかと思います．

もう一つは，今年度計謹のイギリスのフリゲートは四

厘分､式をやめて，蔑能型だということです．ここが非常
にイギリスの行き方が面白いと思いますが，フリケーート

を四厘分したときには，結局，四麓分にしたけfI'ば新し
い兵術と技術の要望に應じ得ないから四唾分腫やむをえ
ずしたんでしょうが,ところが四麗分､仁すると,どれも
これも，やはりある程度不十分じゃないか，こういうよ
うな考え方が現われて来た・

牧野単能化しすぎたということかね．
輻井そうでしょう．あるいは最近の兵器が，對潜兵

装,麹空兵装において,一發必殺式になって，何もそら
しなくても，，稲談闘で，船型を墹大ずkI,ぱ對潜にも，對
空にも，また飛行機誘導1こも向け得るという成算左得た
んじゃないか．四匿分のフリケートは起工から進水ま
で2年くらいかかっております．ゆっくりやっておりま
す．それでイギリスは，どんどんと進歩する新しい兵器
に對して，一燈どういうふうにこれ,を謝備して,どうい
う配涯にしたらいいかということが判らなかったという
ことが想儀きれるのですが，萬能型に縛向しだというこ

とは，相営成算を得た，最も新しい兵器を初めて資行iこ
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移した･･…．、

牧野成算を得たか･･･…（笑）まだ単能型のやつが，

崎んとに纒隊で十分使って見られたという證擦もないの

じやないかな．萬能型もこの際一つ造ってみて，という

ことじゃないかな．

羅井しかし戦時建造の緊逐鑑を大改装して畿満高速
フリケー】､に盛にしています．R_Ientless型がそうで

すが，既に錘年間の使用資績がある・これで箪能型につ

いては成算をもってかかってｵさり萱すから，兵器と兵術

がここ2年くらいの間に相當の進歩をしたというふらに

考えるべきじゃないかと思います．Relentless型改装
鑑の第一鑑の完成と，新對潜フリケートの設計とは殆ど

同じ時期なのです．

フランスとイタリヤ海軍の謹衞艦

牧野序でにフランス，イタリアの状況を簡単に．

輻井フランスも，一時海軍が潰滅したわけでして，

これじゃいかぬというので海軍力の復活に非常iこ努力を

しておりますが最近2,ﾜ0フトンのSurcouf型大型蝿逐

艦を17隻，同時建造iこかかり．まし元．すEにその5･ち

の5～6隻が完成しております．これは性能ｸ､らし、うと’

イギリスのDaringクラスに近‘,ものでずが，面白い

ことは大池の数が多い．5インチの連装池3基．57ミリ

のBofors連装池3基,發射管三通4基しかしこの中

2基は對潜魚雷専門．非常に面白い兵装の配澄です．と

ころがこのSurcそufクラスの第13番濫以降は，主と

してレーダー・ピケソI､として,AiraraftDirectioniZ

使うように設計錘更が行われ，發射管の一部を減じて，
新たにロケソI､發射装置を設けるということですから，

おそらくはGuideaMissileも，このクラスから資呪

するんじゃないかと思います．フランスは，同時に，イ

ギリス，アメリカと同じように,1,300トン型の小型の

急造型(Corse型）をたくさん造っておりまして，これ

も数隻完成しております。アメリカのDealeyクラス

と，フランスのCorse型とは，非常に船型その他が似

ておりましてどうもこれはフランス海軍がアメリカ海軍

の技術指導を受けてるんじゃないかと．も思われますｲﾅｰれ

ども，面白いことには，使っておる兵器が全部違ってお

る．特にDealeyクラスは堀さんがおっしゃったよう

に，對潜ロケット・ランチャーを前投兵器として横ん･さ

るんですが，フランスのは畿膳魚雷専門の發射管を三連

4基彼んでる．

フランス海軍は，さらに引繊いて，もう少し小型のフ

リケーI､を壷豊するように聞いております．約1,0〕0ト

ンです．今後中型，4型のフリケートをたくさん造る計

842

註を持っておるようです．

次にイタリアですが，イタリアの海軍は，ここ数年前

から，アメリカから武器を貸與してもらって，米式のレ

ーダーやHedgehogやいろんなものを積んで既成濫の

改造にかかっておりましたがやはり現在2,7"I､ンの

大型護澗鑑と,1,4001､ンの小型護爾艦との2種頃に分

って建造しております．どちらもごく近いうちに完成す

る擦定で，これまた非常iこ特色のある鑑で，對潜用の前

投兵器は，純イタリア式の,LanoiaBAS(曝雷の

意という非常に進歩した兵器だそうであります．これも

またHom;ngTorped]用の發射菅も持っておるらし

い．それから暖の形からいっても，從飛からのイタリア

海軍の博統釣な設苛鰺を踏襲しておる一面には．相當原

悠なりその他新しい兵器に對して防禦を考憲されてるの

じやないかとも想像される節があります．（第’表）

スエーデン海軍の新駆逐艦

スエーデンの海軍が非瀞こ自慢して廼量中であった

2,603トン型のHallzmdという躯丞濫が.先日完成しま
した.これ!士フランスのSurcauf,イダリアのIndoni-

toそれからイギリスのDaringこれにトン数からいう

と非常に近いのですが，これは‘大泡も，發射管も，對
潜用の前投兵器も，すべてスエーデン燭特のもので，特

に12サンチ砲，57ミリ砲,40ミリ砲および對潜用の前
投兵器はいずれも,Bofors製のautomatic)rexnote･

controlの淡式のものを初めて全面的に採用した鑑であ

りまして，前投兵器は四連の画ケツ’､式のを2基，艦首
に集めて，後甲板にヘリコフ・ターのデッキを持っておる
という特徴があります．そのほかに，有綱の際に，バル

I､海の海岸に掘った防空用のドックの中に陰しておっ

て，そこからいつでも出撃できるように’陸上の埜地施
設と關速して基本計翌が決道きれておるように聞いてお
ります．

牧野高さなんかですか．

輻井マストの高さと，それ,から長さ，幅にも影響が
あると存じますが，特に高さでしょうね．

建造中のわが審備鑑の特徴

牧野大豊，諸外國の新しい型の艦のお話が濟んだん

ですが，丹羽君，7月以来,防術魔の28年度計避の鱈艇
が，ぽつぽつ進水したねわれわれが外國の艦に注目し
てるように，外國では日本に注目してるだろうと思うん

です.今のお話と關連して，日本の馨附鑑の*蝋といっ
たことを．．…．、

丹羽28年廃計盗の警備鐙で，今までお話に出てき

ユ
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第3 表 各 図 殿 新
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・
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文

13

’1952

－

たようなものが，い矛,ゆる警柿腿甲，それから警備艇乙

と方>るわけですが，警備擢甲というのは，基準',7CO1、

ンで，どちらかというと，比較的上等の方に近い．警備

艦乙というのは，1,000トン型と輌して，どちらかとい

えば，比較簸J安くてたくさん造りやすいという方に近

いような鑑であります．

牧野大鰐進水の時期に主要冬目など－臘發表され

たようだが（第2表)．終明君，何か特微について談明

してくれませんか．

鰭明兵装關係につきましては，前會の座談會でもい

ろいろ問題になりましたが'MSAの貸與兵器が，古い

型式のものしか讓與されないという關係もありまして，

来年竣工する鑑としては，世界の水準に比べて見劣りす

る恰好になっております．例えば砲煩兵装について言え

ば，甲型警備艦の5吋砲は38口樫の軍装で，戦争初期
のFIetcherクラスに稜んでいた代物ですから同じ5吋

軍装でもMitscher級の54口狸速射型にくらべれば雲

泥の相違ですし，乙型の3吋砲は貸與フリケートに持っ
ているのと同型の人力旋回傭仰式で，何ぽDEだといっ

ても主砲と稗するのは恥かしい位．對空兵装は菌式Bニー
fOrS型の40粍機銃で，零戦や彗星級の飛行脚こ對して
たら大いに威力を發揮するでしょうが，米國では数年前
から近接信管を用いる3吋連装速射砲に取替えている．
對潜前投兵器は戦零中期から使われていたH"!gehog

のみです．

要するりこ攻準兵器は押したくて終戦當時の水準と云え

髪す．次に設計上の纈敦は第-i電戦後初めて建迭きれ

る艦だから堅蛮を旨としているたとえば辮魁は耐久力

という黙を重覗して相當の璽置を喰わせる．即ち板の最

小厚に例をとれば昔の扉錘鑑に比して外板は3.5ミリ

が5．0ミリ甲板で3.5ミリか4.5ミリ,隔壁は2.0ミリが

3．2ミリというように大幅に畷厚している．機弱にして

も例えば白露型が溌關重堂1トン雷り70馬力を出して

いるのに．甲型では職が3鰡から2鋪に減っているにか

かわらず’1トン常り5ﾗ馬力でそれだけ信慾M生,耐久力

並びに防禦力が向上していることにたります．それから

デ｛一ゼル壷電機も回轤敷が毎分600というような非舗

に堅賀な使用資績のある鑑艇用としてはむしろ意外に思

えるほどの低速なものを搭載しています．
また，復原性能についても最近の濫艇は傾向的にエン

ジンの重量力輕くなって’電子工學兵器が上の方で重量

や容衝を食いますので，重心が上りがちに鞄ﾐっており，
それを船型の方で解決するという方法も考えられまず

が’28年度計謹の各潅は，菌海軍の重心を出宋るだけ下
げるという行き方を踏襲しており新規なことをしており

ません．そういう黙で非常に堅資なデザインをやってお
ることにたります．

次に戦訓に鑑み防禦力が非常に向上しております．そ
れから……

牧野具織りにいうと？

8“
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1952

“弾片防禦の意味で中央部重要麗悪の榊上外板て重要な性期の一つである居住性とか耐久力とか'っ童
り護協艦というものは，擬りで索敵も鞠潮もやらなけkl,

謹蕊に髻蝋職｡”,…‘、,かｱﾐ，“…柵織劉蝋する鰯で…け猟愈。
ないために，乘員の艘力蒲持，あるいは當直員の疲努防

だ懇がi4雪離すそ…棚磯がこ霞かく止｡議挺鴫撚轆から直珍に聯力議全職"る“
なっている．奮躯逐艦では主要水癖臓隅壁の数は13枚、時を少くするという考慮が重要でありますが，その鮎が
でずが，甲型では15枚になっている．また麓纐逐艦は今のように兵器が途中で大きくなったり’乗員がふえた
機開室以外に消防§klkポﾝﾌ゚.がありませんが甲型は前後りしさして,充分滿足に行って託りません・
部にポンプ.室を持っていて各毎時60トンの排水ポンプ．牧野その鮎はしかし昔の同種の軍艦Iこ比べたらどう
が据えてある他，エゼクタや可搬ポンプ･を多數備えてですか．
「懸念Jを非雷に重覗しています．繕明これは途中で乗員がふえましても，例えば兵員
牧野つまり，昔の攻喋力の瀧化のような艦にくらべ居住麗の1入営りの床面俄が昔の塙型で1.1平方米くら
て持久力を向上させるために，ある程鹿重量を割いていいのものが，甲型で1．25程度となり，その他兵員食堂が
るがそれは鑑の戦闘力の立場で，1分つく･たいがと恥る別腿謹となっているとか，通風は洗一モタンク式.亡大豊
ということだね．なみのだん房をやり冷房こそありませんが緊逐艦級とし
緒明その鮎はアメリカが御手本ですね．ては昔の概念ならばぜいたくなくらい・食器消毒器’飲それから艦を安く塗るということ．輕合金などの使用剛唄水器等も完備しておりますし・アイスクリーム製造
範團は出来るだけ押えてありますし金物類は昔のよう機も装備さfI'るらしいですから昔のラムネーー．黙媛ご比べ
に特に輕屋な海軍制式といったものがありませんから，たら格段の向上と申せましよう・が設討老としては日本
一誤市場規絡品で忍ぶことになる，欝然電<なります．、の代表的大型護撒.艦としては・臓来ること宏らもう少し
次iﾐ端徴といっていいかどうかわかりませんが，基本良くしたかった．
胃躍をやりきした峰こはまだ兵器の内容も，はっきりし牧野軍借の根本は武器だんだが，それが日本の濫に
ておりませんし，乘員の教などにしましても，設計の途貸與されるものIま最叛式のものじゃないというのです
中で－學に二劃方埼加するといったような事情がありまが，最溌式の護溌艦の持つべき武謡まこういうものて演
して，その黙ではやや不釣合といいますか,謹6j艦としるべきだということを．－

ノ
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堀われわれの謹衞艦としては，結局，對潜というこ

とが一毒重要覗されたければならないわけであります．

それで戦争以来，いろいろな錘式の幾膳攻撃兵器が出て

きて，それが目立つものですから，皆さんがそれに注目

しておられます･が，いかにして敵の港水鑑を探知捕捉す

るかという方の兵器ということは，どうもあまり表面に

現われて来てたいように思うんですが資はその方が重

要であって，維局，超香波を使って，敵の潜水艦の論る
ところを捕えて，その運動をはっきり捉えるという装

置，それからその維果を迩速に計算をして，こちらの攻

撃運動おるいは攻撃の操作そのものを指導す．るための装

遥，そういったものは非協･に重要なのであります。もし

それが完全に伽‘､ておれば，比蜘勺奮式た攻撃兵器を使

っても，た韮有効に敵を躍沈するたり，あるいは撃退す

ることができる．そこに力を入れて行かなければならな

い．そういう兵器はアメリカもそうですが‘殊にイギリ

スに錨いて進歩しておるものと思われますけ･れども，例

えばAsdicと攻蝿旨揮鎧置ですね，そういうものに對

しては，まだわれわれの知るところは非常に少いのであ

・って……

牧野今の堀沼･のソナーと指揮装遥としては．相當に

優秀なものをもらう計霊のように思うんだが，どうです

か，最翫式のソナーもいずれは呉れることになると聞

いてるんだが．そうすると，それに關速して,Attack

PIotter-AmckDirectorというものも呉れなけれ

ばソナーの楼能を全幅趨軍出来ないと思うが，どうです

力適．

緒明最荻のものが出來上り次第呉れる．日本でも同

じものを作るというようなことは考えられておるわけ

でそれと關連して，鞭式の指揮鍵置一式が付くものと

して今の鑑はデザインをしておるはずです．ただ時間的

に竣工に間に合わぬかもしれません．だから對潜の指揮

装涯としては，かなり進んだものを期待しておる．こう
みていいと思います．

牧野それから對室の方も，これは相営大きな新式の

對空レーダーそうしてc－cの最栽の指揮装羅をもつ

ことにたっていると思うが．

めに，全自動化という傾向にたって来ておりますが，そ

ういう意味で，對空の方についても，方位盤とか，計算
機簿とか，非総に重要なことになっております．

牧野そういうものが最新というか，そういう高度な

ものが付くとなれば，また直接の武器そのものが向上し

たエフィシエンシ－を全幅麹軍できるということになる

ので，やはり何といっても艦そのものは上等なものでな

ければ詰らぬと思うのだがね．對潜兵器としての最上の
武器は何ですか．

對潜前投兵器の優劣

堀アメリカではロケッI､ですた・

輻井大体アメリカとスエーデンが’前投兵器として

ロケット．イギリスとイタリアが迫撃砲の系統ですね昔

は敵の潜水艦を發見したら‘できるだけそのそばに行っ
て，この遜に今いるだろうというくらいの勘でもって爆
雷を上からぱら撒いたわけです．いわゆる盲撃ちです
が，第2次大戦の中頃から，それじゃいけないというこ

とになっていろいろ進歩したのです．今日では砲術と同
じことで，敵の潜水彊をずっと捕えたがら’正確に照準
して，それに向って弾をぶち込む，こういうように塗っ

て来たわけで，いいかえれば對潜攻寧兵器ば，弓矢の
時代から大砲の時代へという位の劃j蝿】鎚上がここに起
ったのだろうと思います．

牧野狙い撃ちも，弓矢の時代は目標そのものを躍っ
て，見越しをとらなかったというわけだね・今はそうい
うものをダイレクターでやるようになった．

堀そこで問題になるのは，蔵k艦の魚雷を射ってよ

こす函雛と，こちらが捕えて前投兵器を投げつける匪難
と，どっちが近いかというところにかかって来るわけで
す．

顕井潜水艦は當然反撃兵器を考題して来ると思いま
すね．たとえばイギリスではAsdicで敵の潜水鑑を深
知すると，オートマチツクにディレクターでLimmがコ

ン,､ロールされて，鯉が一番いいところに来れば，自動
的に對織暇が發射する．そうすれば必ず敵の漣水暖に
街ってくれる．

牧野しかし，當るのには，畔道力整一であるとか，
常に水中渕道が確賞に計算通りに行くということ力泌要
たわけですね．アメリカのロケットランチャー，それか
らポホースロケットだね，こういうロケツI､の形式．そ
れからイギリスのスキノドとかいうような’あれは大旭
の形式だね．ああいう形式のものと，根本的に遠いか:あ
る．ロケットのよう壷ものは，大きいスピードで庁かせ
ることはできるけｲしども，あまり遠くへは行かせたい~G

最新對潜兵器の問題

緒明さつき堀さんのいわｵもましたことと關速します

が最近資験されている攻喋兵器の傾向をみればタィム

レートを非倦に向上させる単位時間内に最大の節量を

叩き込す『というようなものになって来つつありますか
ら，從って，測的精度が非艤に向上して来て,しかも人

間が到漸をして渡動するという費消期を極力少くするた
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る．これが今緒明君のおっしゃったようなことに謝す-る

對策じゃないでしょうか．

新登場の對蓉兵器HomingTorpedo(追藤魚雷）

牧野HomingTorpedoというのはどうですか，前

投兵器と比べての債値は，狙いどころはどらです？
丹羽魚雷を對潜に使う以上，それより外ないと思い

ます．

堀イギリス‘イタリア，スエーデンは，前投兵器を
重要覗しておって，フランスは魚雷の方を重硯しておる
ようです．またアメリカは両方重硯して奉る．

寵井しかし．その程度からいうと，イギリスとアメ
リカは同じくらいじやありませんか．アメリカ、イギリ
スの從來型の封水上鑑用發射管を持っておる鑑は．ホー
ミングトーペドー用の短い發射管を別個には持っていな
いということは對濯Hの.ホーミングトピドーもこの發射
管から射つ．そしてこれを相當重要視し･てｵ5るのじゃな
いですか

牧野ホーミングトーピドーが一發必中まで行け{通ド
糟に憤値がある．つまり射ち出して直く・ホーミングで行
くというわけにいかない．ある距離まではホーミングで
なく行って，それからホーミングするんだから，そこで
もうそつぽ向いて行ったんじや，赤一ミングしなくなる
ということもある．それからホーミング始めてから,-r
手にホーミングしておれば．いつまで經っても追っかけ
るばかりで追いつかぬか．そういう鮎今日何か判ってる
だろうか．

謁井やはり，ある程度公算發射式じゃありませんで
しょうか．

丹羽ホーミング・トーピドーの鐸澄が，速力によっ
て制限される，それによって宙速も制限されるというこ
とも起って来るでしょうし，こればかりに頼りきるとい
うことも，なかなかむずかしいことのように考えられま
す．

羅井たとえばフランスの新しい護繭艦がホーミング
．，､一ピドー發射管を三通4基持っておるということ
は，きわめて掴時間内に'2本射つ必要性を認力て妬ろ
オ>けですね.

緒明緑局，ホーミング・トーピドーは今の前投兵器
の精凌の足りなさをカバーして，潜水瞳から先iこ反撃さ
ぃることを防ぐ意味で，持っておらたけ《Lぱいかん．つ
まりソナーで捕えたらすぐ・ホーミング・トーピドーを射
ってやらぬと，前投兵器をやるまでに，こっちがやらい
てしまうというところに意味があるのじやないcしよふ
か．

すね．弼道性悪くなるからじやないかと思うが・

礪井おそらく，そうでしょうね．

牧野そういう鮎で，識兵器というものはどの程度良

くたってるのだろう、その精度というか，まず水に藩ち

るところの糖鹿，撒布，それから水に蕊ちてからの先の

撒布だね．こういうものが指揮装匿が精密になればなる

崎ど，それが今度は問題になって来る．

薩井特に空中並びに水中の弼道の研究ということ

は，對懲兵器として大事た問題ですねアメリカのロケ

ットランチャーは箪發ですが，相當獺道に關して研究が

進んで妬るのじゃないでしょうか．

牧野それから水の中に入って．潜水躯の深度が200
メーI､ルなら200メー1､ルまで行く弾道性というもの

は，非悌に大きな問題だと思う．

緒明前投兵器をつけて，非常に精密な測的の誌果，
潜水躯の胆い撃ちをやるわけ･ですが，射程が7COメート
ルとしましても，發射から炸裂まで，深度にもよります
が，十籔秒の，いわゆるフ･ラインド・タイムがあるおけ
で潅水盤の速力が,かりに20ノッI､として計算してみ
ると，その数十秒の間に，凱.もとるだろうし，深度も
鍵えるだろうし，あるいは速力も，たとえば發射香と同
時に増速す､るというような手段をとるかもしれないとい
うようなことを考えてみると，近頃の前提兵器は，昔と
違って深度信管でなく，感應信管を使っておるので,あ
る程度の撒布をもたせて，どう回避しても挾叉するよう
に弾を射ち込んでやるということが可能になるように思
います．そういう意味で，たとえばスキッドの方が，ロ
ケットランチャーに比べて利鮎があるような氣がいたし
ます．

牧野それは，アメリカのロケッ】､ランチヤーという
のは，次發装賦が非常に早くて，単發だけれども’1分
間なら1分間に必ず挾む．こういうことを狙ってるんだ
ろうか．

繕明その程度ではまだ足らぬような氣がします．相
手の航跡を追って未来位壁を識測するまでの費消時があ
るから急激た回避運動をやられると間に合わなくて，態
勢の愛化も非儲に念だから結局好射黙に来た時ドカノと
－．時に多量の蝿を浴せるのが瞳も有効だということK二な
りはしないつしらか．

次發装坂秒時を詰めるより矢先を澤山にする方をねら
うものがよいと思います．

輻井その進めか各國のフリケーl､郷ま對蒋水器の装
備数を相當ふやしたい氣持をもってる．アメリカのロ
ケッl､ランチr－は，撒錨なのは4基待っておる壇がお
る．リンボーあるL､はポホースにしても2基積んで妬
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牧野それじゃ，對潜職装の方はどうですか．

輻井前提兵器を重覗して，28年度の艦のように，爆
雷投下軌條や投射器を併用の兵装よりも前投兵器中心に

行くべきだろうと思います．しかしHedgehogじゃい

けない.Squidでもいけない．す.ると，ボホースのロケ

ットであるとか，イタリアのLanciaBAS(爆雷砲）が

對照となる．ヘッヂホック・もスキンドも1?,3年前に1年
違いで出来たもので，すでに醤式になっている．イギリ

スはIimboに移っておる．アメリカもロケッI､ランチ

ャー,MK.108に移ってるのですから，現症．新式とさ
れているものにしてもらいたいと思います．入手可能の
ものを，同型艦をある隻數に分けて採剛してみるのも面
白いと思います．．それについては，指揮から攻撃まで，
す．べて同じ系統のものを積んで徹鐵&Jな比較1蝋をし

てみることが，非僻に今後の技術を向上Fす．る上に重要だ
と思います．

・牧野テッフ・スチャージは．

癩井餘裕があったら稜んで悪いことはないと思いま
すが，必ずしも重要硯しなくてもいいと思います．しか
し，それは，薪しい兵器が期待できるかどうかというこ
とに懸っておるわけ･です．ホーミング・’､一ピドーにつ
いても,なるべく早く國産化するなり，あるいは向うの
ものを買うかして積まなければいけないと思います．前
投兵器と並行に．スエーデン，フランス，イダリァで
も，前投兵器のほかに發射管をもっておるということ
は，對zk上専門の發射管とは考えられませんから，やは
り雨方＃翻して，對潜制塵上有効だということになると
思うんです．發射管をもち，あるいはいつでも後日麹蒲
できるようにしておくべきだと思います．

緒明’’600屯だとすると’對潜兵装としては薪型の
可塗射径旋回可能の前投兵器とホーミング魚雷を迩力に
もつ．弱力という意味はオペレーションリサーチをやっ
て，潜水鱈をやっつける確率が滿足の出来るまで數を欲
む.．勿論水測および投射指揮装遥には惜しみなく重量を
割く．そのために大池は自己防禦の對空兵装に止めて，
3吋連装のラビ，ドフアイヤーを2基位．それも難しけれ
ば40粍の荻式ボフオース6門位という所に落ちつくん
じゃないでしょうか．

牧野水上篭のソナーは1,500メートルかそこらしか

効かぬからた．潜水艦のソブーーの方が，ちょっとよけい

効くかもしれないけれども．

緒明海象や水温分布等に影響されますからね．對潜

専門の艦ならばソナーの能力を認軍させることにもつと

力を注ぐ・べきだと思うんです．例えば醤底から6メート
ノレ位突出させる．出渠Lたら出して鍵内でボルト締めす

る．引揚げる麓は艇橋まで貫いてもよい．動揺がこたえ

るだろうから機動の機動擬制止鎧澄をつけ･ることにし

て．このためには砲はやめて機銃ばかりにす･るのも止む

を得ないという位iこ徹底したい．

’

1

1

新計霊の警備艦への要望

紋野それ.C",武器の話はこのくらい腰して，今の

日本の警備鐙,28年庭計謬;はいろいろな鮎で面白くない

識がある．30年度にまた4隻殻算に出てるんだが今度

は丹羽君，28年度のように，どういう改良をやって行こ

うという考えですか．

丹羽簡単に申しますと，28年度の計諏ま，比韓竹何

でもできるというような要求が畷かつたんです･が，それ

は11600屯では無理がおる．それに對してSO年度の鑑

は，はっきりした目標をもって，それに重黙を合わして

設計j-るというようなことによって，性能を向上して行
く．

牧野そうすると，30年度のは，大艘どつちの傾向の

ものに分化したものをやろうという計避ですか．

丹羽30年度の分は,幾膳を重硯したものです．
牧野たとえばその次は對室を重覗する．イギリスが

同時に4種類造ってるのを，日本は順次に鐙って行こう

という意味ですか．

丹羽大賎そういった行き方になると思います．

牧野、ま．ると，大遥30年度は對潜護閥鑑だと膨澄し

てみたら’輻井君，今度の濫はどういうふうにやったら
いいか？

顕井兵器のことはよくわからないし．相手の潜水艦
のことは更にさっぱりわからないです?が……．

牧野まず，それじゃ，大施は何を額むか’大砲は第
二義的にたるだろ5．どのくらいのもので我慢す．るか．

輻井大砲はやはり相歯欲しいだろうとは思います
が，これは對潜兵器その他のファクターでそれがウエー

トをとれば，絃局イギリスのように40ミリ位で忍ぶ
ということにたるだろうと思います．40ミリ，57ミリ．

しかしもつと口径の大きい砲にしても，門數を忍ばざる

をえないということが起ると思いますが，やはり重通配

分を當ってみなければいえないことじゃありませんか．

新艦の指揮装置とスペースの問題

牧野堀君’薪式の指揮装壁は’これを稜むために
は，相當のスペースが要るだろうね．

堀相當のスペースも，重堂も取らなければならぬと
思います．

フリヂート

牧野イギリスなんかの改造した對潜護繭艦，フラン

&48

Ｊ
１



匡

エスー､ルター

スの護衞艦，これなんか非溌にスペースがふえてるん

だね．それからアメリカのやつなんかも，艦橋周りが非

瀞に大きい．結局，これからの指揮装置は，エレクロニ

ツク關係だから，重量はそう上らないかもしいんけんど

も，スペースはなかなか要るんじゃないかと思うんだ

が．これに對して今の鱈は，さつきの話で，すでにスペ

ースにだいぶ困ったようだが，どうすればいいですか

ね．どういう風に改良を行ったらいいか．

緒明結局，上濁職遥物が非鴬に大きくなりますの

で，風畷淑I面捜比が増して来ますし，重量的にも蜜際的
に重心が塗って来ますのでそれについては，御頁性能上
からも，從来の考え方を一歩踏みきる必要があると思い
ます．それには御京性能や動擬性能というようなものに

對する基準の再検討も必要でありましょうし，－ざ方には
また，それが行動するであろうところの緬面の海象．氣
象の統計的研究ということも必要になりましょうが，そ
ういう方向を加味して．ある程度従来的な考え方を乘り
越えた新しいスタピリティーの上のアイディアを照翻

して行く．つまり．一方で重心の上昇を許しても，ダイ
ナミカル・スタピリティーの方で，それだけカバーして

来るというような形になって来なければならぬと思いま
す．それに關速してアクチヴ・プイアンシーをとるた
めに，乾舷が大きくならざるを得ないが，それに應じ
て，スペースはまた矛胴の途があるわけです．

牧野28年度の鑑は，フラッシュ・ヂッカーでありまし
たが，これをたとえばロングフォックスル附の船型にす
ると，乾舷が大きければ，ダイナミカル・スグピリテイ
ー上からは非営に有利になって来る．それによって復原
性能に餘裕を生じて，風瞳韻I面稜比の増大と重心の上昇
をカバーするというわけだね．それで，艦内のユーティ
リティ・ボリュームをどのくらい大きくしたらいいとい

う，設計者としての考えですか．

緒明15％・能うべ<んぱ2〔％くらい増大したいと
考えております．

牧野今のだって，燭喬も昔の駆逐艦より大きいし．
艦橋から後ろの上割曜礎がずっと通っておって，昔のや
っと比べたらボリュームは多いだろう．それをロング
フォックスルにして，もつとスペースを作って利用し，
画ングフォックスルにしたことによって，スタピリテイー

が敵善されて，さらに上部の艦橋総皆を慶大にすること
が出来るという……

籟井すると，風睡側面讃比が問題になりますね．

緒明ロングフォックスルは今の上溌甲板より若干低
くなるから,艦橋が大きくなってもその問題は起らない．

多少起ってもそれはダイナミカル･スタピリテイーでカ

バー出来るだろうというわけです．

牧野すると’この次の濫について，そのほか何か，

28年度の鑑の蛮績に鑑みて改良しようということはあ
りますか．

緒咀先ほどお話いたしましたように，溌溺が割合に
保守的な’堅箕なデザインになっておりますので，これ
をより高性能のものに墨きかえて，重量および容領を換
出することが，現窪としては可能になって参りました．
その遥の對策を蛮施する必要があると思います．
牧野すると今のrはるかぜ_』rゆきかぜ」の重量，

スペースでもって’馬力はよけいになるということがい
えるわけでずか．

緒明はあ●それから’原子核兵器に對する防禦の問
題ですが．艦船が蒙る影響として，熱線，爆風．衝撃お
よび放射線がある．このうち前三者は昔の兵器でも多か
れ少かれ同種の作用があったので對策は常識§たもので
すが，爆發生成物およびその強後作用により放射能を帯
びた細塞の降下，いわゆるFalloutに對しては．鑑を
密閉して（ごく』碗團の潤逼通風を行うこともある）鑑
の外面全艘に海水の噴霧を浴せ・流動しつつある水の皮
膜で掩って細塵の附着を防ぐ．Prewettingを行う必要が
ある．海水ポンプの力量増大通風筒頭部の遼隔閉鎖装
置，原子戦指揮所，除染作業者洗身所機關の氣密操縦
室等の蟻装上の諸装備が必要となります．
誘井しかし頭から1,600屯ときめて兵装をあてはめ
るのは逆であって，たとえばﾌ･ロパプルな兵器を要求し
て適切な配遥をして，しかも要望される諸臘眉を溝促さ
せたら’何トンに行くかという研究が必要になって来る
と思います．、

牧野1,6”トンで，わｵ1,われの研究では，かなり浦
足すべきものができるというつもりでおるのだけX1′ど
も，ある程度単能化すれば，だよ・

堀日本が持つということからいえば，なるべく少い
排水股で，かなり良いものを鯉めるという狙いが，非幣
に重要なんだろうと思うんです．
牧野この間遥船所を廻ったんですが，1,600トンと

いうのは，なかなか立涯なものですよ．昔のrしらつ
ゆ」型よりちょっと大きいんですが．みた感じでは堂持
たるものです．1,00Jトン型になると，がらりと貧弱に
なるけれども．

堀絡來もおそらくこの程度の大きさの艦で，防循態
勢を整えて行くという外はないだろうと思いますから，
從って建造の回を重ねる度に，經濟的な鍵，あるいは
近代的な多避生函約な考慮を，ますます加えて行くこと

8錫
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方の基地が懲観されるような國では，開戦の當日から港
はすべて機葛で埋められるんじゃないかというようなこ

とになっております．現在各國とも擶海艇に非溌に力を
入れておりますが，この建造方針に英國の行き方とアメ

リカの行き方と，2種淡頁二．ざいまして，英國の方は，自

分の國が機雷に曝されて，自分の國を守るための掃海礎
を造る.これが基本になって進んでるようにみられます．

逆にアメリカの方は自分の函に直接農冨をぱら撒かれ
るというチャンスは相當少いんじゃないか，むしろ自分
の艦隊が出かけて行く時iこ，行先の掃海をする．こうい

ったところに重鈷を置いて麹庸を行ってるように見受オ
られます．英國の捕海誕は大證において2穂頚ござい玄
して，40）トン足らずのCMS(CoastalMineswee-

per)という沿岸用としては比麺勺大型の掃海艇,それか
らIMS(InshoreMinesweeper)という,10]トン

前後の4型の，ごく局地用の掃海鰹，これを南方とも非
常にたくさん蓋っておりまして錘蛍したもの全部を就受
させることをしま･せんで，ものによりますと，這壁して
すぐ・に駕茄鑑といいますか．有事の際にすぐ・使えるよう
な方法で保存しておくというようなことも聞いており表
す．近代のノアの方舟というやつです．

アメリカの方は，艦隊随伴用のMSO(Miueswee-

per,Ocean),これは7001､ン好どの大型のものですが，

こういうものと，それからやはり艦除随伴であります
が，親船に積んで行って，現地で卸してすぐ使うという

ことを狙ったMSB(MinesweepingBoat),これは
301､ンばかりのものであります．それで現在要求されて
謡りますような掃海をするためには，非常に小さく狸わ
るのは苦しいために，特殊なカスターピンの鍵置をもっ
ておりまして，艇をできるだけ小さく狸めております．
その行かにMSC(Minesweeper,Coastal)という
3ｺOl､ン餘りのものを塞豊しておりますがこれは自分
のところで使うよりも，むしろ獣州とか，あるいは極東
方面などの味方の國家群に貸してやるというのが目的の
ように見受けられます．このうちの1隻は日本でも貰っ
て参りまして『-やしま-1という日本の名前で就役してお
ります．今まで申上げましたのは’いずれも木造藍であ
りまして，何故こういうものをｵ錯濫にするかという
と，今日の感懸磯野，おもに磁氣機署ですが，これを嬬
海しまして自分がやられないためには，自分が磁性をも
っていてはいかぬ．從って鐡譜ではどうしても十分､なこ
とができませんので，磁性のない木材，あるいはアルミ
ニウムというような物を使って建造しておるわけです．

アメリカのものは大部分ほんとうに純梓の木船ですが，
英國のものには，骨組だけアルミで造って外板に木を使

が必要と思います．

題 張力鋼材について

牧野今度の艦にFついては，鋼材にしても52キロの

HTを使って拳る．今躯逐鑑を造ってる国としては，お

そらく60キロを使ってるのが大劃場だろう．5』キロと

60キロを比べれば，船殻重量で30トンくらい節約でき

る．有効重量が30トンまるまるふえるということは大

鍵なものですからね．昔の騒丞鍵等に比べると貧弱なよ

うにみえるけれども，やはり最初に堵明君のいったよう

に，長保らを良くする，始維保存手入をやらんでも，相

営にｲ呆ちが良L､とﾊいうことも狙わねばならんと思うんで

す．これでもまた101､ンや15トン，あるいは20トン

くらいは使ってる．－いろいろ，そういった糊敦があ

ると思いますが,今度の艦はどうですか.60キロのﾉ､イ

テン材は，昨年塵冴究したと聞いてるんだが，使えるか

Ja.

・丹羽ちょっとまだ間に合いません．

牧野これなんかも，とにかく201､ン,301､ンです

からね．それだけの違いが，まるまる兵器あるいは機關

に禾晦できるユーティリティですからね，この重澄は．

堀このような研究はいかなる困難を排してでも，何

年かかつても，こにかくやらなければいかぬということ

です．去年ちよつどやってうまく行かなかったからやめ

だというような考えをもつべき性質のものじゃない．

牧野僕は30年度はぜひ使いたいと思っておったが，

まだ使えぬとなるとj31年度にはぜひ使えるように努力

して行かなければならんですね．

それでは，今までの座談會では醤術鑑以外のことは出

ていないですが，丹調君が非常に勉遜されている擶毎

艇と魚雷艇について少しお話を伺いたいと思います．イ
ギリユなんか非常に掃海艇に力を入れてるようですが，

掃海艇の本質から，かくあるべしということ，それに各
国の状況を入れてお話して下さい・

癖海艇

丹羽今お話が出ましたような護術艦で，無事に商船
を港口まで持って来ましても，港口で機雷Iごやられてし
まったんでは何にもなりませんので，現在掃海力排溌に
大きな問題になっております．昔は機謂を入れるといっ
ても，水上樋でもって涯く，從って敵國の溌識にそう簡
単に，やたらに磯雷をぶち込むことは透きませんでした
が，第2次大戦中から，感應機雷を飛行機で運んで来て
パラパラッと振りまくということが盛んに行われるよう

になりまして，日本とか英國のような，すぐ・近くに相手

850



丹羽呉れといえ．ぱ呉れるでしょうが，これは初めぅ通

ら日本で作るという計謹でやりましたから．

騒潜艇丙型とは

牧野魚雷艇の方はどうですか．緊潜艇丙というのか

な．

丹羽現在は正式には躯替艇丙型と申しております

が，大鐙一般に通用します魚雷艇という名前で申します

と，これは戦箏毎に相當性格が違って参りまして,第1次

大戦で生れた時には．主に敵の軍繼を攻撃する魚雷を發

射する船としてスタートしたわけですが,第2次大戦は，
それよりも，開戦當時の魚雷艇は，むしろ近海を通る船

團を攻撃するということ力達になりまして．…･･･

牧野イギリスですね．

丹羽イギリヱであります．海峡方面で使います・そ

う､､つたものが主でした.それから地中海では,これも
北阿に對する補給の遮断というのが，第一の任務となっ
ておりましたが，これは比較豹狹い所を往復しておりま

すので.-I分な空軍の傘の下で大きな鑑を動かします
と，攻撃のチャンスがございませんので，それよりも舟
艇による機動あるいは補給といったものに對する攻撃が
非滞に盛んに行われました．

ソロモンでも地中海でも向うの舟艇群の方でも相當な

護耐用の武装をもった舟艇が出るというようなところか
ら，魚雷はこの次で，砲力を大きくするということが出
て参りました．地中海方面では，そういう魚雷を使うも
の，大砲を使うもの,こういった2種類が並行して出て
参りまして，だんだん船が發達いたしますと’できるだ
け雨方積んでしまえというようなことで，そういう状態
で絡戦まで領いて行ったわけです．
牧野そうすると，今度の防閥鹿のは，躯潜撰という

のだから，また違うわけですね．

丹羽そうなんです．これは局地における潜水艦の攻
撃ということは，大きな船を持って来たんでは’数も要
るし，不經濟ですし，大きな船ば却って有効;乙使えない
ような場所もあるだろう．殊に陸上の飛行磯と密接に協
力して，しかも相営に麹術された塞也を使って港水繼を
攻撃するとなりますと，小さな船で相當のことができる
だろう．また潜水鑑も水中露塞iこたって参りまして，そ
れに封抗する上には，やはり躯嘗艇も高速を要する．小
さな船で3,ノ，卜程庇を要求されますと普通の行き方
の躯潜艇よりは，魚雷艇から發達したようなものの方が
纏めやすい．また攻嬢方法としてもホーミング・トーピ
ドーというようなものが使えるようになりますと，これ

は魚禰艇に打ってつけの兵器であるというようなところ

5．こういった船もあります．この種類の船を建豊いた

しますのに，現在一番苦しみますのは，まず第一に，鐡

が使えないことですがその次に,掃海難がこの頃の
ものは非溌に重いものになっておりまして，それがデッ

キの上に乗つかる．そのために全艘の重心が上りまし
て，スタピリティーを害する．これをどういうふうに納

めて行くかということに，非常に小さな船では苦努いた

しております．（第3表）

牧野今日本て鑿つこるのは，結局アメリカのMSC

に相醤するやつですか，イギリスのIMSに相當するや

つですか．

丹羽現在建造いたしておりますのほ,ｱﾒﾘｶのM

SCに大鎧相雷するものですが，計霊を開始しました時

には，十分なデータもございませんで，その當時の要求

性能に對して設計しますと，なにもアメリカのような

300トンを越す船にしたくても綴まるという見通しを得

まして’殊にこういう大型の木造船というのは,､最近で

は初めてのことでありますし，船もできるだけ小さ・く纏

めまして，銅里のない木鱗遥をやりたいというわけで，

極端に切詰めて250，､ン程魔以下の設計に纏めておりま

す．

牧野これは．いわゆるモーダーポー,、、タイプ.にな

るのか，木船タイプ･ですか．

丹羽鰐迭としては，どちらかといいますと，むしろ

在来の木船タイプ・に近い方でありまして、ただ部材を，

今までのような自然木から伐り出したというものでな

く，積層材を使いまして’比蝿勺スマーI､にするという

ようなことはいたします．

牧野すると，かなり重量輕減．船便低減ができたと

いうわけだね．

輻井從來の木船型の鱸遥のために’吃水がよほど深

くなっていませんか，ボート式職豊に比べて．

丹羽ポート率造を使ってる船は，一般に幅が魔く
て淺ぃ船型を使ってるというわけで，必ずしも從来の木
鵬型醗査だから吃水が深いというわけではありません．

稚耀を使って，從來よりも重量が減っておりますから…

牧野描深装歴は日本で作るんですか．

丹羽主なものは日本で作りますが，一部貰って来る

物もございます．磁鐡幾雷の關係は日本で作ります．

牧野'大鍵でしょうね．日本で發明しながら作るわけ
ですか，どこかの電機曾斌が．

丹羽アァリヵのデータがこまかい鮎では十分なもの
がございませんので……．

牧野呉れませんか．
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牧野今のお話には非常に賢重な教訓があると思う．

とにかく日本の政治家というか，剛兵家というか，ど畠

も氣が短かすぎて，技術屋に十分な日時を與えない．こ

れは今後考慮すべきことだと思います．さつきHT6Cの

ことでも’いったんだが’やはり寸分な日時を與えて，

ほんとうに良1‘,ものを得るというところには，惜みなく

それをやらなくちゃいかんということですね．しかしま

た28年度の警備艦というようなものを，思いきって溌

算に計上して造ったということも，これは壁にぶつかっ

てジ･ヤンプするという意氣込を出す上でも，技術の上で

も’必要なことであって，これは政治家の非儲にいい黙

だと思うんだが，そういうこともやらなければいかぬけ

れども，そればかりやっておったんじや發達しない．榊
粕ばかり甜めておらなければならない．それとパラレル

に，もつと高度のものを作るだけの粘りと金も惜んじゃ

いかん・使う方も忍耐をもたなければいかん．その黙は

重要なことで，イギリスにしても,アメリカにしても敬
服すべきものがあると思います．今日は航空母鑑や潜水

艦についてもお話願う識りでしたが，準時間も大分超
過したのでまた次の機會にゆずることと致します．たい

へん貴重な皆さんの研究の結果の鏥話を直にお洩し下さ

って誠にありがとうございました．（終）

から’今までの魚雷艇が'そういうところには使えるん

じゃないか．しかも日本でそういう用途が相當あるでは

ないかということから，試験的な船といった形でスター

トしておるわけです．

牧野非常に野心的な緊潜艇というわけだな．すると
これば’特殊の兵器か何かありますか．ソナーとかダイ
レクタ･--とか……．

丹羽ソナーをこういう小さな船に使って果してどの

程函吏えるかということは．非常に大きな問題でして，
第一に考えておりますのは，営り前の船底に付けるソナ
ーでおりま､す~が，別にもつと小船に都合のいい，吊り下
げて使うソナーというものも考える必要がある．
牧野昔やったね．

丹羽昔もやりましたが．今考えられますのは,相當，
むしろ船底に付けるよりも有効に使えるんじゃないか．
牧野走っていて使うんですか．
丹羽走ることもできますが’深い所に入れられると

いうことは有利な黙だと思います．
窩速艇庸のエンジン

牧野僕は戦争中に魚雷艇を持たされて.ー番困った
のはエンジンだったが．魚雷艇は平生そうたくさん造ら
なくてもいいから’エンジンだけはやっておいてもらい
たいな．

丹羽戦訓からみまして，ガソリン･エンジンはよく
なし、．幸い日本には戦箏中からの2,CO)馬力の輕量のデ
ィーゼルがおりますが，これを愛用機として狸めてみよ
うということになって始めたのですが，やはり小さくて

馬力を出そうというところに無鯉がございますので，第
1識菱が蓬騨靭治めましてから1年以上になっております
が，あちこち…….

牧野あのディーゼルはドイツのBenz,イギリスの
Delticに匹敵するものですか．

丹羽.Fイツのベンツ’ネピアのデルチっクというよ
うなものに比べますと’現状では馬力當りの重蛍は，相
営重いものであります．これは現在目標としております
馬力まで性能向上ができますと，うまく行けば，ややそ
れに匹敬する馬力常り重逓まで行く可鰡生があると思い
ます．

牧野見込みはあるわけですね．すると'世界の一流
エンジンになる可能性をもった非儲に有望なエンジン，
これを稜むというわけですね．
丹羽デノレチノクにいたしましても，質際に設計に着

手しましてから’船に菰みますまで'10年の研究を重ね
ております．日本のZCも，第一試作機ができまして丁
度加年でありますが，その間戦後のブランクで，それ
だけはやはり……．
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謁田烈
接軍 艦の熔

また高速で大角度の舵をとるここもしばしばである．鋲

接の顎逐謹の如きは高速大角度旋回によって生ずる雑謹
の僥みのため舷柵重油庫の油が顧接手から瀬り出す始
末であった．軍濫は高速を出すのが普通であるから船
形はいわゆるフ『インであり’それに重堂輕減を計って
いるから船魁も華奮な擁法となっている.そのため高速
時諾澄に起こる振動ば極めて激しい・輕巡洋濫とか頚逐
艦の高速時の船艦振軌ま場所によると，普通の振動汁で
は据え付同ても躍り上がって仕舞いそこの振動量が計
れないところさえある．薙者iま輕巡洋監と砲掻で・振動
のため後部外板に鑓裂が生じ定り・二電板の鋲が飛ん
だのを見たことがある‘軍濫はまた蛮淡の場合ば切論の
こと．演習時jこおってもその任務によっては必ずしも荒
天を避け得られない．相當な荒浪でも推して航海する．
勿論軍鑑は復元性凌溌挫を極めて重要硯して雷睡されて
いるから相常無理が利くけれども，無理をするだ’ﾅ．仁大
きなストレスを船魁が受ける機會が多いのも止むを得注
い，躯逐鑑が荒天時航行で大きな波浪をかぶって船橋を
飛ばしたり，中央部から前のフローア・フ・レーI､の殆ん
ど全部をパンテ，ングによりバックルさせた例もある．ま
た兵装を行っている關係上.局部豹に総織乙大きな荷電
が加わっているところもおる．いざ戦劉の場合;こは當然
被伽被爆被需の憂き目を見る機食力狸きて来る．ところ
で損傷を受けてもある程度は持ち堪えてい斌くてば莚ら
ない．そのためには各水防厘劉が充分なダイトネスを保
っていたければならない．商船では以上のような鮎二必
ずしも認､考慮を桃う要はないだろろ｡こういつ庭商艘
との相違の鮎ば建濫に繕る心溌えに差が出て来るもとと
なるであろうし，また一没に軍鑑工鞭が商船工事乳上に
いろいろ八釜しくもいわれるし．八捲しい工作法うく撹荏
されている理由でもあろう．

かくの如く軍濫の船篭は稀にかなり注スI､レスを受く
る機曾が多いのである．從って熔接鴎遥の船殻を沮み莚
てるのには．如何にして熔接によって生ずる残留應力を
極少にするかということに，特に細心の注意を梯わな)十
れぱたらない．それは熔接懸強だと案外低いス1､レス
で，蕊一切峡きのあるような場合には，脆い破壊を来ず
ようなことがあるからである．そこでまた設計上でも工
作上でも切峡皆無を狙わなければならないことは當然過
ぎるであろう．戦時中アメリカで起きたリパテイー型の
熔接船セネクタデ（－雛の如きは,運鍵を終って歸港，岸

日本における全熔接軍医の建造は昭和6年臭で起工さ

れた敷設鑑八重山を以ってI嵩矢とするが，これはまた世

界での最初の熔接軍繕でもあったのである．この鑑では

外板ジームを竜ね接手として熔接が行われた．それは蕊

一失敗した場合，急ぎ鋲接に切り替えようとする今から

見れば悲壮な覺悟をもって取りかかったためである．そ

れでもフレームには3本に2本のフラゾト・パーを用い

ていたので為る．その後昭和8年には潜水母篭大諒が熔

接鱒塗として擴須賀で建遥された．八重山にしても外板

たり甲板なりは幾つかに分けられて・地上で熔接されそ

れにフレームやビーム，ガーダー類が取り付汁られてか

ら船騒に運ばれ組み立てられた･のであるがいわゆるプ

､ロック建法方式を本式に行ったのはこの大庶であり，お

そらくはこれが本方式採用の始租であるだろう．

もっとも軍援の船殻に熔接溌豊を試み走例はもっと蕗

るくにある．それは大正'0年僚艦蒼騰と衝突して鑑首
を失った水需艇鵠のコリーシヨン・パルクヘツドより前
部を熔接で篭り太艘に擬め込み鋲着した佐世保の例なの
である．この外板のジームは突き合わせ耀接であり，フ
レームにはフラット・パーが用いられたのである．そう

してそれは左右舷外板と甲板との3部に分けて工場内で
熔接を行い組み立てた上，船渠に運んで本鐙に取り付け
られたのである．

商船では戦時中改正型などに熔接が用いられはしたけ
れど．本式に熔接騨造で造られるよう･になったのは終戦
後であり，日本に溌けるその歴史は新らしいのである．
軍艦にしても商賭にしても船殻を熔接鰐浩にする池

ら，その工作なり建造方式には大差がたい別に軍援だ
からとて特別の建浩法がある課のものではない．ただ軍
艦はその性質上溝造が複雑だからそれだけ組立に骨の折
れるところがあるし．また熔接可能の高張力調が用いら
れているところには，それに噸じた工作法の採用を必要
とするだけである．しかし軍鑑と商船とではその本質約
性能に大きな遠いがあるから，その週､はおのずから工
作法なり建造方式たり，あるいは蕊壁の心溌えなりに少
しばかり相遮が出て来るのは止t『を得ないことであろ
う．

軍鑑の船殻は發砲の激動を受くることが大きい．しか
も露暇射撃は常にあるからこの激動を受ける回数も多い
のである.特に極度旋回發射によって船瞳が受ける鯛風
の如きは，しばしば船艘に被害を及ぼすことさえおる。
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＃
蕊

壁に繋留中夜間に一大青雲とともに眞二つに折損したの

であり，あとから勘定して見たところ，船の受けている

ストレスは僅かに毎¥方粍7キロ位に過ぎなかったとい

われている．

熔接ブロックを組み立てる方式には大凡ピラミッ･ド

式，輪切り式，マスター・パット式の3方法がある・ピ

ラミッド式というのは中央下部のブロックを据えてから，

各ブロックを前後の方向と上方に恰もピラミッド型を形

成するように延ばし重ねて行く方法なのである．輪切り

式というのはブロックの一聯をI､ランスパースの方向iこ

輪切りになるように分ち，中央の輪の部分から固めて，

漸次前後の方向に輪毎に固めて取り付けて行く方法であ

･る．マスターパット式は中央と前後部とに船体を大別し，

それぞれの部のブロックを組み立て固めてから．この3
者を繼ぎ合わせて船禮を造る方法なのである．

ピラミッド式建造法で“とするところは，船臺にお

ける現場熔接が進むに蓮れ，前後部が持ち上って来るこ
とである．潜水母鑑大鯨は大艦として始めてブロック式

碁鐙法を採用しピラミッド式を用いたものであるがこ
の莚鎧時の前後部の持ち上がり方は甚だし<，船尾の部
分の如きはシャフI､。ラインを通すことが出来ず，止む
なく船鐙に切開手術を施して漸く船型の匡正が出来た位
であったのである．從ってこの方式を探るときは言葉は
準かしいがある量コッキング・ダウンを施さなければな
らない．これは餘談だが，大鯨の前後部がひどく持ち上

ったのに對して，その持ち上がる付け根のところに大き

なストレスが残ると熔接を好まぬ論者から常時いわれた

ことがある．熔接熱のために謹彩が起これば，それだけ

ストレスは少なくなっている筈なのだけれど，論者はこ

のことに耳を籍さなかったことも今では．思い出の種子

となっている．序に鋲陵のことをいうと，鋲総造では絞

めによって板は伸びる傾向があり，そのため船首に垂れ

下って来るから，コッキング・アップが銭鋲船建造には

行ｵつれていたのであり，燭妾とは全くセンスの逢った傾
向を示したものである．

輪切り式だとブロックを組立てた輪を正術の位狸に据
えることに骨が折れるけれど，前後が上らないように据
えて輪どうしの接手を熔接することが出来るから，前後
部の持ち上がりを少なくすることの容易な利鮎がある・
しかし大きな船で織造の複雑なものになると，その接ぎ
目の選び方力難かしぐたり其の輪切りが難かしぐなる．

潜水鑑の内殻の如きは戦時中iこもこの輪切り方式で熔接
を行ったが，このようなものには変に最適た方法であ
る．

マスターバット式は躬鵠を3部に分けて組み立て得る

だけに船塞の工事期間を短縮し得る大きな利鮎があり，

最後に船型を整えるのも容易である.しかし大きな部分

の接ぎ合はせには前後部が持ち上がり難いだけに残詔

鱈力がその接ぎ目に大きくなる峡階があるだろう．從っ

て残留應力の極小を望む軍艦の建造に當つては採用すべ

きではないと筆者は思っている．そこに行くとピラミジ

ド式は最も無理の少ない方法であり，ブロックの定め方

も容易であるし，リベット・ゾーンを適當に利用して建

遥法に工夫を凝らせば，コッキング・ダウン量もざま-で

多くする必要がないから，軍艦建造にはこの方式を探扇
べきであろう8

ところでリベット・ゾーンの問題であるが，熔接擁遥
だとて無輕に熔接を用うる要はない．熔接が蕊里なとこ

ろへは適當に鋲を交える方力剰口なのである．事変ブロ

ックの諾蕊上の組み立てを容易ならしめるためにも適鱈
なところには，リベット・ゾーンを設ける方が反って都
合がよいのである．ただアメリカでシームに設ける鎮撫
をクラック・アレスターと解しているのには賛成出来な
い．外板なり上甲板シームに鋲線があればある切峡か．
ら魑裂が起ったとしても’一耀そこで遡裂がとまるのは
事変である．しかしもし船が鑓裂が出たまま波浪にもま
れているなら，組裂力這入っただけ船禮の通産が減って
いるのだから，また新しく附近の鋲孔邊から錨裂が出ば．
じめてそれが進んで行き，逢仁は切断ということに駈る
かも知れない．すなわち錨裂をアレスI､するとは必ずし
も考えられないからである．

鋲といえば先き頃防衛露の濫艇を建造している遥賠所
を見て廻わる磯會を得たが，どこの造船所でも銭震が下
手になっていたのには驚いた．古くから良い鋲を打つの．

で有名であり鱒統を誇っていた迭譜所でさえも，流石に
形こそ揃っていたけれど，鋲の廻わりの母板を打つ定跡
がかなり残っていた．母板を打ってはならないとは昔か
ら八釜しくいわれていたことなのだけれど，どこででも
相當ひどかつたようだ．ところによればポイントの形も
揃わず，その高さにも良い加減のもののあることが侭に
ついた．ところで母板をﾉ､ンマーで敲けば，敲き工合に
よってはそこにノッチを作らないとも限らない．恐るべ
きことである･鋲が將来なくなるとは決して思わない.鍵
秀な鮫鋲技術は飽くまで保謹され温存さるべきである．

昭和11年だつとと思うが'茨城縣鹿島爆撃場で航空母
艦中央部の格納庫から上方の質物模型を造って，爆撃礎
験を行ったことがある．この時漠型の半分は鋲接とし他
の半分には熔接を行い’熔接と鋲との對炸裂効果の比鞍
をも見たのであるが，銅簿造のところは爆繩の灯裂によ
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って多數の鋲はスフ・リンターとなって四散し，次のそれ

さえなければ被害のないと思われる隔壁にまでスフ・リン

ターが孔を穿け大きな損傷を與えた．これに反し熔接し

たところは炸裂した唾別だけの破壊にとどまり．類を次

の睡別におよぼさなかったことを確認したのである．こ

んな鮎から考えると軍艦には能う限り鋲を少なくするこ

に努めるべきである．從って上部構整識あたりに熔接に

よる歪鍵形の起こるのを嫌って鋲を用い過ぎる傾向のあ

ることは一考を要j-るものと思う．

ブロックの製作は定盤の上でこれを行うのが立前だが

その形の精確さは船臺における組立の難易，正しき脇彩

の保持に大きく響くものであるから，どこででも治具を

作るなり型を作るなりして，出来上ったものの精確さを

期しているのは當然のことである．それからまた各ブロ

ックに取り付くべき艤装金物，補機墓，兵調整などの如
きは，すべてブロックが地上で自由の中に取り付けるよ

うにしなくてはならない．特に外板ブロック,甲板プロ．，

クにおいて然りである．船臺上でプロソクが固まってか

らこれ等のものを取り付けると熔接熱により起こる錘
は，蕊月三が固まっているだけに阻まれ，それだけ残碧應
力となってそこに残る恐れがあるからである．船墓を使
用する都合上などから關係圖面が整わないうちに’蹄設
ブロックだけを製作し組立てにかかるが如きは軍彊には

禁物である．ピルヂキールとかガッターウェイの如き縦
に特に長きものは，如何に難かしぐとも地上でブロック
の中に必らず取り付けて騒ぐべきものである。

鮫鋲艫這錯時代にはこういったことに氣を配る必要は
なかった.主機墓,鍬塞,シャフト關係を,除いては船殻が
ほぼ出来上り進水してからのち,協装,兵装,機關識装に
とりかかって差支なかった．また早くとりかかろうにも
船蕊上で各麗劃の絞鋲坂隙が濟み水唾試鹸が完了しなく
ては取りかかれなかったので，勢い急ぐ・氣持にはなれ油
かつたのである．このことが長い間各部門の設計者の頭
に刻み込まれていたので，ブロック方式霊壁が採用され
ている時代になっても，最初のブロックから船殻以外の
各部門の關係工事が顔を出さなくてはならないという認
識は,多くの人に峡けているようだ．すなわち船i量織装，
樹溺蟻装，兵装關係設計者がプロ"′ク方式錘置の如何な
るものたるかを認識しておらず，所掌事項の早期設計が
船殻設計に伴わないために，熔接工事に前後するところ
が生じているようだが，各部門設計者全部の頭の切替え
が行ｵうれないと，残留應力の少ない良い軍艦はなかなか
出来.上って来ないかも知れ‘ない．

今建造中の警備濫には熔接可能の52キ画高張力鋼が
用いられているのがあるし，また將来のものには60キ

855

画の高張力鋼が用いられるようになるだろう．これ等の

鋼の工作に誉つては當然嚇銅とは異った工作法を用いる

こと力泌要になって来る．從って新らしく高張力鋼工作

法基準が定められたのiこは不思議はないのである．先き

頃各輩諾所を廻った際には，軍濫建遥再開後の始めての

工事のことだから，どこででもよく工作法基準が守られ

ていたように見受けられた．また高張力鋼にはピ.－ス類

の假付の如きを全く行わないで，切峡の出來ることを極

力防いでいたのには感心した．しかし秤れて来ると何時

の間にか始めの時の心掛けが崩れて仕舞うものであるこ

とを忘れてはならない．例をあげると古い軍鑑に用いら

れていたヂュニール鋼にはタガネでマークすることは禁

ぜられていたのである．ところが獅寄張力鋼の工作法基

準作製の委員會での話，タガネのマークを禁ずる項目を

入れようとした時，ヂュユール鋼にはタガネ記號を用い

ていたという證言が，しかも海軍工廠にいたものから出

たのには驚いた．ヂュユール鋼の使用がかなり長い間で

あったので，いつの間にかこの禁令が緩んで仕舞ったも

のと見える．52キロ高張力鋼に對一j－るタガネ記競の影響

を東大で調べて貰ったところによると，切鉄による脆性

度力雪しく高くなることが明らかにされたのである．

かなり古い時代．軍濫の設計には凡そ理論的な問題に

なると，工作上の難易などは考慮しないで麓分工數を喰
うような無理がなされていた．用いられる鋼板の大きさ

などにしても經濟を考えずして，好き自由のものを使用
していたようだ．それにどこへでも極上のものばかりを

用うる癖があったようだし，工作にも随分馬鹿丁寧なこ
とをして喜んでおり，全く金に糸目をつげなかったよう
な傾向が無きにしもあらずであった．しかし昭和になっ
てからは，かなり經濟的な面に考慮が向けられるように
なったとはいえ，必ずしも徹底はしていなかったところ

でこれからの軍濫だが,これは是非共販くても良いもの，
しかも，長持ちするものを造り出ずを以て理想としな汁
れぱいけない．船殻の設計にしても如何に簡単な穰造
で，しかも求むる性能を得られるかの工夫に力を注ぐ・べ
きだし，出来る限り祷率寸法の材料を利用すべきであ
る.極めて爾要の部分は兎も角,一没には確疫なるJIS
製品で間に合わせるのが本営だし，各部門で用5る同じ
目的のものに.對しそれぞれ異なった規惜を出すようなこ
とがあってはならない．盤の毒命左延(譜ず工夫の如き

も始めからよく考えて遥くのが貧乏函としてなすべき儀
然の務めであろう．今建造している警術艦などを見るの
に，どうも無駄に工鍾を喰わせ過ぎている黙がないでも
ない．戒しむべきことではある．（了）



臘艇近事断

1.世界平和時代への希望

155年夏に至って､米ソ雨國間の緊張ば、少くとも表

面上ほ著しく緩和の兆を示し，現に軍縮に關する協議が

進行しつつある悪ば，兎も角も喜ぶべき現象といわんよ
りは．1Ⅱ:界全人類にとって，大いなる希望と期待とを掛

けられているものとみるべきである．

かくて超大型航空母鑑を以て編成する機動邪隊から發

進する原爆攻撃機際やあるいばIntercontinentalrni-
ssileによる直接攻撃の如きは，獅くこれを忘れて差支

たきや仁もみえる．

月下の現状におけ-る一應のbalanceは2大勢力の中

央政府相互間においては、かなり良識勺に守り育てられ
つつあると考えられるが，雨勢力のboundaryを篤す

部分に章いては寧ろ依然としてpotentialのbalance

によって支えられているものであるということは良く認

識せられねばなるまい・

3つが函がいわゆるFreeworld側の一員として存立す
ることを決定し'少くとも暴力によっては)現状を鑿更せ

ずして,平和裡に繁榮して行くことを望む以上は･國力の

範園内において自存I凱術の努力を致し，共同防簡の一単
位たり得る能力を培い,少くとも眞筌状態の故にbalan-

Ceを破るの因を作らず,しかも他國の軍事力に依存する

ことを出来るだけ少くして行う､なければならない・

謙奉の理想杓平和論に濯ぐ軍備不要論に對し，筆者は

到還こ率に侭宕-るこ_と‘志出来詮凡､が，『誰亨潭而iz會犠壷並

びに政治機灌に調和せざる箪術が再び図民と遊離した準

除を進ることを誉むるの要をも癖感する．しかしこの職

において徽厳を打つことは一技術巻たる推者の務め･では

あるまい．

更に今一つの面において，形のみ厳然としておって，

変質的に主として技術の面において）時代遅れの無力

な蛎術を梶ち上げいざ非常時となって，平素の空威張に

も似ず、防臨の没を鋸げ得ないような張子の虎に大汝の

函蛮を浪斐しないように警告を發することは技術誉とし

て大切な役目の一つであろうと考えている

技術者といわず，政治，祉會を据常する人士といわず

無條件の箪術縫同に加つたり．あるいは架塞の軍術無剛

論に奔つこりしrいで，現賞にもっと深い關心をもち，

是は是．非は非として，立入って接鯛を保ち，有用効果

的なる防衞磯關を正しく国家と國民のために盤附し迩川
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するよう心掛くべきであると恩5．

よく引合に出される瑞典，瑞西雨函の函防磯制の如き
はわが國にとって洵に示唆する庭大なるものがあろう．

時の推移とともに局面力窪、ぱ．躯なる希望杓顕測!こ
終ってしまうかも知れないが,(1大仕掛の全面的戦雫の
恐れは一腰去った今日において（2）局地的な力の不均
衡のために局地粉零を起す愛を防ぐため1二（3）あまり
大規模でない防術力を術え國力民力に過竃の負捲を課せ
ざる程庭において工業力を向上し，技術の進歩を計って
(4)極東の安定勢力となり国民が大手をふって世界の
どこへでも顔出しの出来るようにたりたいものだと考え
ることは，あまりに楽畷的に過ぎるであろうか？

ともあれ，精鋭にして能率高き防術力をある程睦まで
建設することと，これを完全なる管理統制の下に冠く
ことは，近代國家として存立するためには絶對に峡くべ
からざる要件であることは全國民が-崎､に認識せねばな
らぬ虚である．

11.原子力推進艦の出現

前回の繼艇特簾（3月雛）以後に起った艦艇界のいく
つかの錘j罐のうち，もっとも注目すべき出来率ば，米
國潜水艦NautiluSの試蓮陣であろう．

恰もその常時蔵，わが函でば一部の偏向學者迩が，米
國からの原子涙工躍技砺の導入を毛嫌いしたりして（そ
の鐙嘩李ﾒパ弓鰄職蝿謹漢代表の蹄國報皆におよんでこの
一味はスッカリ沈黙して維つたようであるが,lﾖ本Gは
冷静なるべき躍者がこんな氣分であるということを轆者
はこの事件でよく壌蕊ことが州ﾐた)いささかNautilus
の成功を白眼覗し，あるいばソ通よりの報道として，原
子力締k艦などというものは一切瀧織であって，質在す
るものに非ずなどという新踊記覗があったりしたがジ
ェネープにおiﾅる原子力平和伽I會議の華きしい成功或
來，このよらな感憶j噸河は一掃せられ，原子力鍵.恩，
原子動力利用の渡塊もいよいよ近し（変謝こば既に変
現）と思わせるようになって来た．恐らく･今後数年岡『二
原子力による繼船の推進ば必ずや相醤の範園こ普及する

であろう．またある種の艦艇においては，変{こ狭く可j、

らざる一種の特性として考えられるに至るであろう．

現状において考えられる庭は，蒸汽ダービン推進磯關
を術うる艦において，雛,煙突,燃料ダンク､燃料に代う
るにAtamicreactox･およびその遮蔽塗睡轆びに燃交

－
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換器を備うるものと考えて差支ないもののようである．

装置そのものの重睡としては，必ずしも現状において

鞭罎であるとは断じ得ないが，少くとも燃料の重量は極
めて小，あるいは殆んど皆無とみられる．これは塞本計

霊において甚だ有利なる性賂とみなければなるまい．
更に濫艇として，より重要なる性賂は，その補給を要

すること少き鮎であって，現今の濫艇にあっては洋上に
おける補給は極めて重要たる一つの問避諮であり，太平
洋戦乗中にあっても，この洋上の補溌が作戦の歸趨を決
定する要素とたった例が少くないことを考えれば，將來
原子力機關の普及が海戦術におよぼす影響はこれのみで
も固り知れないとの感をうける．のみならず恐らく現在
未だ考案を鑑さざる多くの性賂の鍵漣がもたらされるの
ではなかろうか？

例えば，潜水藍の場合20節を超える高速を以て，殆
､んど無制限に潜航を持駁し得るということは，潜水霧な
るものの性格の根本的な革命を意味するでおろう，
恐らく，甚だ極端なる想像を暹くすればこのような性

・格の潜水艦10隻を以て日本の周園を包園すれば一現
･下の米海軍を含む日本防悶海防力I乙對抗して全日本画民
を僅々数ケ月を以て餓死せしむることは易々たるもので
あろう．

現在において20節以上において信頼性大なる水中探
信機は甚だ稀だからである．､水中聰香器を以てしても，
これを追跡捕捉することは容易ではあるまい．
たとえ水中20節の潜水鐙を捕捉攻撃し得る對潜濫が

蜜現したとしても，これを日本全國民を養うに足るだけ
の貨物船の全てに護紺として付けるだけの数は到底得ら
るべくもない

きてNautilusの運鱒の終了直後本年5月米國海軍長
官C.S.ThomaS氏は米海軍における原子力推進磯關
の企遜は没に澱想以上の成功を以て報いられたことを發
表し，同時に今後鑑艇および航空機に對しnuelear
powerplantに資現を固るとともに氷上鑑に對する應
用を急ぐ・べきことおよび潜水鑑に對する醗走計迩を鋭意
推進すべきことを宣言した．
次で1956年度の卿野汁謹中には2300曜溌鑑除織k鑑

2隻およびやや大型のRadarpicket港水腫1隻を計上
した.これによって,米海軍の現有並びに冒醗中の原子力
潅水藍は第1艦Nautilus第2"SeaWOlfを合して
合計7隻を数うるに至った次第である．
原子核分裂を-般工鳶鋤力として使用するための技術

的および經濟的研究のdataが各方面において公表せら
るるに至った結果，これを商船用として使用する研究も
既に歎多現れており，その結論は現在においては未だ，

在来の推迩幾關と鼓黍し得るの限りではないが近き將
來においてreasaoglbleの領域に達するものといわれて
いる．

わが國においても，如何にしてこれを經濟均i二成立せ
しめ得るかについて．また技術1勺可能性1こついて，また

他の一面において原子力推進匿艇の含蓄する軍事豹性搭
について，また相手方にこれを有する場合の對策i二つい

て，われわれは唯今からこれを研究せねばならない．

III.對潜索敵と物の考え方

潜水鑑の性詣が飛罷的に瑠進しつつあるという報導
は，反射釣にしからぱ對替攻撃法の發達!まど弓かという
ことを考えさせる．

潜水藍による攻繋を防ぎ，逆に防禰のために菅永擢を
攻撃するには先ずその所在を發見し、確認し，捕捉した
上で，有効な兵器を以てこれを攻撃し，更iこその攻撃の
効果を確賞に認知するということが．絶對Iこ必要であ
る．ところがこの捜索し、捕捉するということは相手が
水中に震れている以上は直接に眼でみることは出来な
い．原子力港水鑑でない，從來の様式の潜水藍であって
も，シュノーケル式の艦や,過酸化水素賎翻の濫になっ
て，遜夜を問1つず，潜水濫の水上抗走の儀會‘ま非常lこ妙
<なったから，覗認や，レーダーによる謹貝の儀會はあ
まり考えられた.いようになって．飛行溌.二よる磁氣探
知,潜水濫の發する香を聰香するHydrophone,並びに此
方から發する超香玻の反射を捕えるS]narが今の虚で
は確資陸のある探知法である．これらの探知兵器そのも
のの研究ば太平洋戦零中にわが國において相営i二行わ
れ，兵器としては米國から戦後excellentといわれ,る位
に行っておったが，鑑錯への装備が間iこ合わなかった愛
情にある．

そのような始末となった根源を今から推察してみる
と，わが海軍にあっては，演習の場合に潅水鑑が相菖高
い香を出して相手に肉薄しておったに違いない．香Iこ封
して無調心であったと評ずるのは酷に過ぎるが，香に對
する鋭いセンスを持ﾉこない日本人が，ドイツの潜勺水濫に
散々苦しめられた米英に比して，香響兵器に對する意氣
込が劣り，またアマチュア無懇を法令で禁ずるような庭
置により，民間の弱電技術水率の低下を來しだこと江ど
が，その因をなしていることは否めない事蛮である．一
面には潜水藍は“勇敢なる日本人，'が敵を攻撃するため
のもので，米海軍など到底使いこなせないという，賀に
ペラポーな考え方も一部には存在していた.そのような
意見を鍵浸した書物もおった．

だが，もう一つ皮肉に考えてみると，奮毎電の軍人の
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誰でもが考えて奉ったことは，攻撃が第一ということで

あって，偵察，索敵，通信，精報というようなことは，

少くとも男子の本懐からいえば，第二義のものであった

のである．そして索離はとにかく‘‘世界一の黒L､眼，，に

依存し，その羅果光學兵器は相當に發達したから，戦後

の今日カメラ，殊にレンズは世界に誇る國産品にたって

いる．これは肉眼から延びて，双眼鏡による見張となっ

たわけだが，取りもなおさず，これは砲術屋の領分であ

り，碓術屋は海軍第一の正統派の攻撃措當者であり，日

本海ぐ戦で偉功を奏した海軍の大黒柱であったからだ．

從って，一切の海軍の機購は，主力艦の大口径砲弾を

米画戦龍の上に叩き､つけるための補佐役であり,主力艦

の砲術長こそは全青年士官の夢であったのである．この

考え方が，海軍の一切を支配し，時勢の愛化を，柔軟に

認識することを妨げ，大和，武蔵の18吋雌を以て西太

平洋の制海権を確保出来るとの誤算の基となった．．

同様の攻撃精赫が，航空界においても，戦闘磯，爆撃

樫，攻準嬢の重覗に偏し，偵察に力を割くことを輕く

し，その誌果はミッドウェイにおいて墜倒的航空兵力を

擁したがら－敗地に塗れるに到ったのである．

新聞紙上などで，軍鍾の性能要目を紹介している欄に

お目を留められたい．排水量何噸,最大速力何節次は馬

力，きてその次の兵装の欄は如何？主砲何吋何門，高

角砲，機銃は之冬，魚雷之々，あるいは爆雷何個等を，

そして對潜索離兵器，レーダー等については一切これを

語ってはおらぬ．

本誌に現わ元海上目術隊新造艦艇一覧表もまたその通

りである．これは一考を要する問題である．

資戦場裡において，軍鑑に要求せられる性能が，古心、

思想の中で青づた郵箇に印せられている性格とは異った

ものに鍵りつつあることに氣附かねばたらない．

くどいようだが，上述した“誤った武士的信念”が，

日本海軍に不幸を與えたという見方を今少し辿ってみよ

う．

太平洋戦零の記録をみれば明かなように，わが國潜水

鑑の戦果は甚Lく期待にそむくものがあった．殊に鑑隊

鯛謝に参加して，敵の軍艦を攻撃することを目標に，多

年に亘り建造せられ,i訓練せられた潜水鑑でありなが

ら，敵軍淫の攻撃には殆んど手も足も出なかった．歴戦

生還の潜水艦長の報告によれば，米軍の對潜哨戒は頗る

厳重であり，その鐡瞥攻撃は甚だ徹底的であって執渤を

極めた．生還せざりし潅水艦の最後の艘験は想像に餘る

ものがある・

その原因はといえば，先に述べた通り，潜水艦と水中

喬波，超音波の關係についての科學的分析のスタートが

8記

遅れたことにある．また，その進歩發展を守り育てて行

くべき關係各方面の科學的認識の基盤の漢かつたことに

在る6“遅れ，'は匿い範園の各層の中にひそむ．

潜水艦の攻翠目標を軍暹から貨物艦に轌換す･べき旨

が，幾度か提案せられたが，戦艦，航空母艦を狙うこと

を以て，男子の本懐と考える武士道的稚氣は，最後茨

で，潜水艦をも瀞風特攻隊をも，犠牲大にして，戦果少
き重目標への玉畔を改めさせなかった．

一方我方の見くびっていた米國潜水艦は，我方の商船

のみならず，頻りに軍艦を撃沈した．しかも，大和型戦

艦の第3艦を空母として完成した信濃，大型重防禦空母

大鳳の如き最も重要なる大濫の撃沈，あるいは比島沖海

戦に進出中の第1遊撃部隊對潜警戒航行序列の先頭に占

位し最も機動的たるべき10,050屯巡洋艦3隻に對し2隻

の米潜を以て－學に魚雷を命中せしめ愛宕，摩耶闇沈，

高雄大破の一大不詳事に對し，全然効果的反撃も加えて

おらぬ如き事鐙，あるいは潜水鑑の大敵たるべき騨逐涯

力麺に潜水艦によって撃沈されている例も極めて多い．

米海軍の調査によれば，米潜水艦が撃沈せる日本の商

船數1,113隻以上約5百萬噸，同艦艇数201隻以上約55

禽屯なるに對し，米國潜水艦の亡失数は海難事故による

ものを含めて，僅に53隻なりという．

我方の篭艇力鞁雷した場合，なんら敵潜の存在を探知

することなく突然雷撃をうけたという例が多し､、

海軍そのものの擁成が大藍互砲主義を基礎として出来

上っていたのだから，兵術思想も．一般の望む庭もこの

線に沿って艦醗決戦1本槍であり，騒逐艦乘の頭も，敵

の主力艦の胴腹へ世界一′こねば恐らく眞賓であろう）

の魚雷をプチ當てることばかりに傾いていた．對潜戦闘

とか，船團護衞などを翼面目に研究するような地味な男

は，戦技で成績を學げて，躯逐隊司令や水雷戦隊の司令

になど成れるはずがなかった．

海上謹衞司令部は到を最後まで，貧弱な對潜艦艇を抱

えて行當りパッタリの對潜戦闘を綴けて行く外はなかっ

た．その間でやや見込のある戦法としては，例の飛行機

による磁氣探知によって，敵潜水艦を捕え水上鍵艇と協

力してこれを撃沈することだけであった．

この間に米國の執った方策としては,Sonarの研究

と迩轄への装備,Hedehogと稗する前径投射用の小型

の爆雷の1選用，等兵器そのものの外iﾆいわゆるOpera-

tionsresearchによる對潜攻撃法の科學的並び;こ數學的

分析研究,船團護徳法の分獅研究,いわゆるWolfpack

(狼群攻撃法）の採用等あらゆる奉峰蝿方策の変施ごあ
った．．

このようにあまり樂しくもない思い出をこまこ･まと述
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またA.ir-m-airGMのSparrowI*,艦上機によつ’

て使用せられるもので，航空母艦の数隻はこれを使用ず
る航空磯を搭載塞堕せしむる如く仁篭装せられている．

最後にSurface-to-sufraceGMのRegulusは從宋

の鑑砲に代るものとして完成せられたもので,rocketま

たはturbojetengineを以て推進せられる一種の無人

飛行楼であるが，従来の罐磯よりも高速であり，相當
多量の炸藥（あるいは原子爆弾頭部も可能かとも察せら
れるが明かでない）を對庸し，その射程は400浬におよ
ぶという.

Regulusは既に一部の潜水艦(SSG)には搭載せらぃ

ており，また一部の水上艦はこの謹汁装遥を装備するた

めに改装せられつつある．

また1956年度建造計謹中には新設計のGuidedmis･

silesub'TT2Tineが含まれている．軍事評論家中には原

子力潜水艦を以てこれに當て，戦略的に使用すべきだと

唱えている人もある．また戦術原爆GMを原子力潜水

艦より發射し大遠距離から船團を一票に全滅させるとい

う構想もある．

これらの情報をみていると，海上戦闘の様式が根本的

に愛革せらるるの日は既に目前に迫って来ていることが

感ぜられる．

われわれは太平洋戦箏中に，戦闘様式の激愛を膣験

し､これに即應すべく，いわゆる頭の切換え，新兵器の．

整備一工業生産燈系の革新一という一聯の魔置に，

生残るために是非切抜けれければならぬ事態の虚澄に，

逐に遅れを取ったものであることを繰返えして反省する

必要がある．

そして今日更に新しい塗革が目前に迫って来ており，

免かるを得ない賀傭にある．

しかも，その愛革は悉く在来の海軍技術i二基礎を有

し，過去の一切を踏蕊として，新しき明日への躍進を途

げんとしている．

鐘に10年のblankを飛び越えて，小なりと錐も，無

用の船圏こ非ざる・有用の艦隊を建設せんとする．日本

遥艇技術者の責任を思うとき韮者は変に深き感概を禁ず

ることが出來ないのである．（経）

ベ来れば．賢明なる識者諸氏には筆者がた,仁をいわんと

するか，氣附いて膜けるであろう．

これでも判らぬ人令のために筆者はこれ以上．この項

を綾ける根氣がないから，この邊で-先ず論を閉じよう
と思う．

要するに第1に軍事問題は科學的に冷静に取扱わねば
ならぬということi第2には日ペ時を生起して来る碧津
態に對しHexibleな頭で即應し，冷静に取捨（勿論徒
らに新奇を追うことを奨勵するものではないが）筍も奮
い思想の悟性によって歩崎を誤ることなきを期せねばな
らぬこと，場合によっては多年自信を以て堵って来たも
のをも拠って新事態に庭さねばならぬことも起って来る
であろう．

昨今，英米ともに海軍當局者は，新しい有効な潜水艦
探知装置,並びにこれを捕捉し,所要の諸元を調べ,､自動
的に攻撃を發動す指揮装置を完成したことを發表してい
る． 、

その語調から察するに，これは近くわが函が貸與供給
を受ける見込となっている程度の指揮装置とは格段の差
のおるもののように錐者には想像せられる．

防衡に開する兵器や装渥の研究や変現は，擢當の寅任
にある當局技術者が,一應立場を弁明して申開きが立て
ばそれでよいなどというものではない．そのものが有効
でなかった時の報いは全國民が，軍備反對論者も，賛成
者も，一様にテキ面に難るのだから恐ろしいと筆者は考
える．

IV.""の寅用時代

對潜論議に紙面を意外に費してしまったが，最近の發
逹で，今一つ是非注目を怠ってならないものはGuided
xnissileがいよいよ海上に韮いても賓用時代に入って来
たことである．

米海軍としてはCanberra,BoStonの雨巡洋鑑を最
初のtrulycombatantguidedmississippishipとし
て改装を了しこれに加うるに戦艦Missippiを(この艦
は研究訓練を主任務とするものと推察される）もGM"
として使用している．

これら3隻はsurface-mairGMたるTerr･erを

装備し防空を目標とする．
ー －

１
１
１

購
金
の

灼
前
他’

i-船舶」の購讃船舶合本

昭和28年分（]2冊）
債1,8001劇（邊80圓）

贈淵静劇協）
クロース装上製

は買切制ですから前もって書店I言.識灼購｢船舶」

巻
巻

６
７
２
２

第
第

讃を御申込象おき下さい．な齢．直接梯牡へ

1年1，50脚（邊料共）

半年800間（〃）

お梯込みi二よる月極購讃の場合は，増頁その

特憤の場合にも差額は頂戴いたしません．
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潜水臘設計上の概念について 緒明
一
再
宛 乍

當隻数が増大するまでは，作戦潜水鑑の数iま保有数の比
以上に増加する．

潜水藍の奇騨兵器たる要素ば穏密性であり，從って襲

撃を行ったりまたは發見されれば暫くの問その兵術的便

値は減少するが敵の攻撃を免かれればその臓値は次第に

回復して来る．穂密性を失う確率は作戦潜水罐の多少:こ

は直接關係せぬが，侭値回復の時聞は相手方との兵力比

に關係するから数が多い程有利になる．また●数が多け

れば無理な使い方をしないですむから乘員の能率低下に
よる戦果減少,被捕捉率塒加を防止することになる.

すなわち，兵緬勺にはNの1乘に非ずしで1＋α乘
の法則が成立つ･

量産に適するためには第一に出来るだけ小型であるこ

・とが望ましい．勿論船便は排水量の比で減少はしない

が，一朝有事の際准j勢動力は補充の路があるから陸路
は絢司資材の問題でこれは排水量に直接比例する．小型
であることはまた，捕捉され難いこと’趣助ｳ機数で回
避が容易なことおよび標杓としての面憤が小さいという
利鮎がある．

第二に．工事が容易なことである．すなわち賎聡が酎
単でかつ施工に當､って名人蕊を必要とせぬことである．

この黙，第二次大鞍中の濁逸においては，戦時1二は素人
工員が多くなるから圖面は特に周密懇切でなげiしばなら

ぬとして尺度のきわめて大きな，明瞭な，工客上の注翫

1を細々 と記載して作業者の判断を要するところが全然な

い圃面を作り，また紹燈は鯰切りのブロックとして，譜
殻工事のみならず銭葵兵装酉B線工事に到るまで’組合調

に完了することとしていたのは達見である．昭和17年呉
工駁で竣工した500噸の呂100型小型替は，船殻工数iま

大篭懸想通であったが,蟻装工事が’二番藍と並行に蛮
施したにかかわらず，一隻の平均が2000噸型巡潜と同

じ位掛ってしまった.兵器.補磯が据えら《し，諸管や電
線が坂付られ始めると艦内は足の踏場もない．頂度盛更

の候で總員泊り込みの35日間速領；時測残業，發令所
では甲板に腱登って仕事をしている熔接工の上に仕上工

が道具箱を肩に掛けて次の番を待ってかがみ込んでおり

更にその傍には綴銀をせねばならぬ電氣工がビームに腕

を突張って順番を待っている．電剰溶接の煙が蒙々とし

て，汗と，ゴムの焼ける匂とのむせかえるような中を，

立って歩ける餘浴がたいので’パイプ・や木材を引摺った

他の工員達が，空氣ホースやキャフ･タイヤの束を踏みわ

1．はしがき

昨年･2月，佛海軍潅水艇パテイスカフは，アフリカの
ダカール沖で4059米の深度に到達した．母船から吊下

げられる潜水器ではなく・正眞正銘の潜水誕であって’

電池電動磯を備え，1節という低速ではあるが立派に自

力航走をしている．

本年7月には原子力潜水罐の二番藍たるシーウルフが

進水した．第一鑑ノーチラスの試蓮轌綾采は溌期以上に
好成讃だと傳えられる．近き脇来において潜水艦が海軍

兵力の主力となるだろうという説も受け入れられてい
る．

遜去二回の大戟に，腕皮を重ねたこの艦重が，再び新
たな脚光を浴びんとする時曾て無比の精鋭を誇ったわ

が鐵鯨は空しく南海の底に朽ち果て，征きて還らざりし

人のみ魂は蕊科の恨を呑んで黒瑚の果にさまよ弓．彼を

想い此を偲べば．鱒た痛階の感に堪えない．戦いの忌む

べきは素より骨髄に徹するところ，しかし昨日までの友

軍が降伏したとて．港内に在るままを砲撃したり．最新

鋭の兵器を以て意識杓に非戦闘員の大量虐殺を行った

り，中立條約を結んだ相手をだしぬけに攻撃するような

國煮が文明國の代表として罷り通る御都合主義の世の中

に，何時の日かわが國も曾ての潜水部隊がありし如く，

抜かざる喪刀として潜水鑑を保有することもあろう．

顧みて足らざりしを謂らは易い・さらば今日その責を

負う者，棺を掩5時果して晏如たり得るか．奮海軍替水

艦が期待された結果を學げ得なかったのは，除りにも局

限された一部の人の手にのみその發展を委ねられたこと

も一因であると筆者は思う、

國民の文化を護るための軍備なら，國民のすべてが着

想し，検討し，納得し得るものであり度い、敢て筆を執

る所以である今回は原則的な設計上の概念につき私見

を述べ，各論については後日に譲ることとし度い，

2．大量生産に適すること

これはいかなる鑑種にも共通する要求であるが，潜水

艇は特に機鰐が精徴であるがために整備期間が大であ

る．作戦に使用し得る数ほ保有隻數の』で,§は整術中，

残りの＆が交替途上とよくいわれるが作戦海域と進出

速力によってはそれどころでなく，更に副畷や次期作戦

の装備や戦訓對策工事等のための控遥隻數は全保有数に

比例せず，全保有徴が少い間もある數だげ要るので，相

I
I
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け押し分け，作業している者の背中の上を這って通って

行く．パイプ･にしても他の管や電線や弁筐を避けて，蔦
の絡み合うような蕊術的曲げ方をしなければ納まらない

から，現場で位豊出ししたところへ針金で型を取って持

歸りこれに合せて曲げた管を現場に持込んで當るところ

を見て，フランヂを合せ暇止めし、工場へ持ち歸って手

直しの上フ言ンヂの本付，水嘩試験をやり,また現場へ
持って来て愈々 本取付となるのだがその度毎にこれらを

蛾が災へ餌を運び込むように直裡65糎のノ､ヅチから通
L,例の背中の關所を通って蓮ぶわけだからたまったも

のではない．

潜水艦は滿身これパイプ･の塊みたいなものだから，管

系を簡単化するとか，または補棲を高座化して管裡を小
さくするとかの利益は莫大である．かくすることによっ

て從來の潜水艦に有り勝ちの大口径の弁．コックの類を
市場規格品サイズとすることが出來る。

また．耐墜船殻のﾀI板は厚板で，二重曲率を有こせる

ことは容易でないから，出来るだけ圃筒圖弧の組合せと
すべきである．

3．整備に手間のかからぬこと

前述の如く，整備期間が短かければ稼働率が向上し，
変質的には隻數が増加したと同じ効果がある．ところが
この整髄が仲冬大壁である．往時の鋲接鱗遥の場合でも
調I造艦の迭船工事のうち，艤装工數はほぼ船穀工数に等
しかった．現在の熔接溌遥では、期間的にも工数的にも

鷲装工事の方が大きな部分を占めるであろう．翫遥の織
装工事の約』と，修理整備工事の大部分は仕上工の仕事
である．戦時中海軍工廠造船部織装工場潜水艦關係の工

數は平均してlは修理に奮っていたと思う・雷海軍主力
潜水艦は並外れて大きかったから，通風管とかメインタ
ンクペント管，海水管等も圖龍に相礎して巨大なもの

で，口径350粍マンカン青銅製堰戸弁が’サンドプラス
トをかけられ金色に鏑肌を甑かせつつうず高<額まれて

いる有探は工業國日本の底力をみるようであるがこれ
がまた，極端に1‘､えば内業で摺合せした時だけしかタイ
I､にならぬという厄介な代物で，現場に装備するとパイ

プ･に引張られて弁饅が歪むので，そのままの位匿でカバ

ーを外し弁を駁出して稲合せのやり直しである．大蛇の

ようなベント管が上溌内を夙狹しと並んでいるのを，身

をくねらせて乗り越えくく・り抜け，現場に到達すると邪

魔になる隣の管の，何十本もあるフランヂポルトの，し
かも一本毎にナットの廻り止めのかかっている奴を，場

所が狭いので一度に10度位しか動かぬスパナを使って
それも首の曲ったのや昼､の趣､のと色々 取替えて，パ

861

ラしてテークルを掛けて取除き，目的の弁を分解して赤

ペンを附けて何回も摺合せ，組立てて水延試麓をやり，

前に取外した管を復麓してまたそれの氣密試鹸をやる．

いざ使う段になって一函滑閉したら鋸がはき鬘ってまた
漏るようになった等とあっては泣き度くなる．總じて，
機械加工した物がそのまま現場へ取付けられないで，必
ずグラインダーやキサケの御厄介にならねばならぬとい
う有様を放蚤してはいけない．弁の抵抗を餘り考慮しな
いでもよいような設計とし’普通のグローブ弁の弁座に
人鎧樹脂系のような柔軟性のあるものを用いて－年間位
摺合不要とすることは出来ぬものだろうか．

乗っている方は生命に係ることだから，一行動終れば
必ず修理請求が出る．冒頭に「船磯部全部分解検査の上
修理」なんていうのがある・そんなのはなんぽなんでも
非道いというと「メインタンクベント弁全部分解稼査の．
上修理」「中間弁全部…Jr罐口弁全部…」r海水外舷
弁全部…」「海水管系全部水窪試鹸の上不良部修理」等
奇とどI≧紙にギッシリ數頁に剃ったって書いて来る．水上護
の修理掘當部員が5～6件の修理請求の査定で凉しい顔
をしているのをみると美しくなる．後i己は潜水艦基地隊
が出来て工作兵が整備をやり，どうにも手に負えぬ代物”
だけ工廠でやるようになったから大分樂になったが基地
隊の工作力も，整備が少ければ萩造艦工事iこ轤用出来る
わけである．

潅水鐙の諾弁は高睡を受けるし數が多い．深七度に二遜
退してヂリヂリ濁って来る海水のため次第に重くなるが
被聰香を虞れて韻ンﾌ゙が使えない．ビルヂの自由澗菌の＝
ためトリムが悪くなる．これが命取りになった鐙もある
のだから，「完鑿を望むは紳を求むるiこ似たり」なんか
とすましてはおられない．油の堀る所が一ケ所あっても
緬司にキラキラと油の糟を曳き，潜航していても頭騒し
て何とやらで忽ちやられてしまうから，榎錦ないい方を
すれば，潜水浬の工事は100黙か0黙かであって99"
というものはない．鋲接の，少し艘識の古い濫になると
瀧険靭料タンクのI司菌の鋲が漏り易くなる．板が薄くな
る故もあるが上購が波に叩かれたりするとその肘板の販
付足附近の鋲から油が謬み出す．コーキングが庭重ると
鋲皿の周函に溝が出来,腫力腐蝕のためなお漏り易くな
り手が付けられぬ．止むを得ず熔接で鉢潅するとそれが
また割れる．繩蛍鑑では8米の水頭をかけて露蕊に重油
を稜んで24時間の油密試騨を行うのであるが，何萬本
あるかしれぬ鋲が一本も漏らぬというのは管餓のような
氣がした●後に故友永英夫技術大佐考案の漁軸防止装詮
が出来’熔接法も進歩して殆んど心配がなくなったが，
メインタンク内部の甚しい腐蝕を防止する塗料が出来た
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ら素晴Lいと思う．

グリースにしても往時ば大部分その場所で注油するグ

リースカッフ･を用いていたから，外舷の狭い場所に在る

ものは平素の手入が行届かなかったが最近の珪素樹脂系

iグリースは大いに重賓であろう．

手が届き易くすることも整備上重要な問題である．發

令所あたりになるとスイッチボックス－個後日装備しよ
らにも，－尺四方の壁面を見出すのに苦勢する程であ

る．前述の管径の縮少，電氣機器等例えば接霞筐と接識

器と起動器を一個の衛にまとめれば重量容蹟の節約上有
効である．

装壷の簡略化は素より鋭意努力すべきである．わが函
の潜水霊ではメインタンクのキングエ1､ン弁開鎖装屋は

重量的にも經費の上でも大きな割合を占めたが曾ての手

本の鐙逸では倍力装置は取ってしまったし，米國では弁
もなくして孔だけにしてしまっていた．これはなまじ持
っているが故に整備をせねばならぬ物の一例で，一概に

はいえぬけれども選備装遥式の物は駿してその重量を以

て本装霊の信顔性を高めるのも一つの行き方である．

封料の研究もまた等閑に附し得ない．上記のキングス

1､ン弁弁座は鋳鋼肌のままなので，入渠の都度グラィン

〆一で手仕上を要したが‘不鋳鋼板を熔接出来るように

なってから餘程手間が省けた．不鋳鋼はまた，外舷の自

在接手のコノターピンや廻り止めの割佳に用いて大いI己

効果を畢げた.外舷の高睡弁弁鎧のマンカン青銅鐵物は

時効割れに悩まされたことがある．原子力潜水藍の航綾

力も結局整備の黙から押えられるであろう．

4．乗員の訓鰯こ時間のかからぬこと

艦の戦力が個人の術力に依存する度合を可及的仁少く

する意味である．一人前の潜繊舵手になるには2年かか

るとか，鑑長として押しも押されもせぬためには5年の

經歴が必要だとかいうのでは困る．濁逸の潜水援戦が逼

息の止むなきに至ったのは練達乗員の喪失による術力低

下が一因をなしているという．技紳に入るのは結壌であ

るがそれではじめて100％能力を發揮する装壷では押釦

戦零の時代に，餘り骨篭色が鰻過ぎる．昨日まで洗溜屋

の丁稚だった人が乘ってもすぐ・魚雷力勢ｵてる，學佼の先

生が先任將校が勤まる，というのは柳か先走り過ぎるが．

毎日肝油を飲ませて蝿のような眼をした見張員を養成す

るよりは，自動豹に廻轤して司令塔の内部にパノラマ式

に外部の光景が映寓される潜望鏡を考える方がよろし

・L，、

乗員の教育も大切である．昔潜水篭力鞍工する時，機

織説明番を作るのは教育的な意味からであろう艦員の仕
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事であった．工廠の各部から圖面を借りて来て見坂圖を

作るのが溌装員の大仕事の一つなのであるが，涙く・まし

ぃばかりの努力ではあるものの，出来上つだ物Iまよくあ

の圖面で現物の想像がつくものだなあと感心するばかり

である．

どんな仕事にも親方と先手はあるものだが，今までの

潜水艦長という役目は除りに大観玉で，襲撃は鑑長一人

でやるようなものだから少しも戦果の學らぬ繼の鑑長だ

け入替えたらポカポカ沈めるようになったという類の話

は澤山ある.､水上鑑にはC.I.C.(戦務室）が出来て・

彼我の態勢から經過まで記録整理し一見して戦の探相を

把握出来るから艦長一人がなんでもかんでも畳え込んで

いなく連もよい．いわば澄瀦旨揮の民主化とも，統引ﾛの

能率化ともいえようが，同溌のことを潜水糧にも是非資

施する必要があ.る．

5．乗員が少くてすむこと

これは前項にも關係がある．磯聡が複雑で箪能教育し

かやれぬからどうしても人間が多くなる．第一傳令とい

うのが曲者である．昔の潜水鑑は蕊物の霊長としての人

間の地位を高く評便し、電話だのテレトークだのという

爆雷を一發喰えば壊れてしまうかもしれぬような信頼の

壁けぬものは一切用いず，専ら傳溌管に頼った．従って

指揮中櫃たる發令所には蓮根の切口みたいi二邊話口力蕊
っており，發令所傳令は張子の虎みたいi二首をまわしな

がら「メェーンタァーンクキィーンシベェーンヒラケエ」と

腹の底から努鳴らねばならぬ．溌肺装遥として傳鍵管は

要るであろう．しかしまず以て爆雷の衝撃で参らないイ

ンターフォンを考えねばならない．最近ば潜水鑑の水中

速力も上り，合戦は極めて短時間に濟んでしまうから耳

と口とを交る交るラッパに押しつけて復唱しながらやり

とりしていては間に合わぬ．

戦闘酊瞳の人員を減して来ると次は哨戒中の一直の人

員が問題となる．哨戒中の努働は監覗が主である．例え

ば絶えず索敵兵器の表示盤面を睨み鋼ﾅることは疲努が

大であるが，異常があればブザーが鳴るとか，ランプ・が

酷くとかいう方式ならば1人で2個の機器を扱うことも

可能であろう．潜鱗縦舵とも自動梁舵とすれば操舵手は

1名でよい．總じて自動制禦を全幅活咽しその信頼庭を

高めることが必要條件である．ー直’名減れば乗員とし

ては3名減る．それだけ－3入営りの氣領（有効塞濯の

こと）が増し糧食風水が少くて濟み，蔑一沈浅した場合

にも損耗が減るし，二重三重に利益がある．

6．マンネリズムを排すること

潜水艦は機鱒が複雑なために，含得するのに骨が折
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れ，それだけに兎もすると使う方も作る方も専門釣にな

り勝ちであり，また罷り間違えば大事になるので一没に

關係者は氣分的に保守型となり易い．この融通のきかな

い，奮慶を墨守する氣風は大いに戒心を要するのであっ

て，例えば技術的には前にも述べたメインタンク金氏弁

･の開餓機瀧は，第一次犬戦後分配された濁潜の殆んどそ
のままのコピーを，同弁のコーミングは鋳鋼製の，外板

の曲面に合せて，一ペミーリング加工をせねばならぬ複

雑な形のものを急速建造の鑑にもそのまま用いていたの

がその例である．

第二次大戦中の獅替において，固定接眼鏡式潜望鏡

や，メインタンクの低醒排水にタ．ンクプロワーを用いず

主磯城の封廟を利用したり，ベント弁の開顔に低璽空氣

を用いる等斬新な着想を應用して財､るのをみて感心し

た．

但し一方，温故知新という面も決して忽せには出来ぬ

のであって’一次大戦當時の濁潜には滿載職料タンクの

内部にバケツを倒さにしたような鋼板製の桶が1個宛附

いていたが‘これは繊付.等の際タンク内璽力の増加で旗

隔壁に大きな歪を生ぜぬための調璽装豊であり，また開

戦直後爆雷攻撃を受け．ると深度計の故障力種出して,對

策に窮した時，老齢の係員がr昔の濁潜の深度計は發條

で吊ってあったと思う」といい出して早速資施したとこ

ろ，大いに有効だったことがある．今次大淡末期濁逸

で顔勢挽回の希望を懸けて大澄に建濫された水中高速

XXI型は油睡装匿の不備のため戦力化しなかったが

昔の濁逸は油睡装置を活用してあったことや,戦時中招

聰した燭逸の技師達が前大戟営時の濁潜について全然知

識を有たたかったことと思い合せて感銘の深いものがあ
る．

着想だけでiま鑑は出来ないのであって，50年間の,數

多の生命を賭した麹浸の歴史は矢張り重んじられねばな
､らぬ．

7・徹底豹に防謹耐鰯選の方策を講ずること

後述の如く兵器の急速な進歩に伴い，潜水鐙は一度發

見されれば喰らか唾われるかの死闘に追い込まれる算が

大である．従来の戦訓に徴するに，一發も有効鰯を受け
ずとも，長時聞にわたる攻撃により累積した被害のため
に最期を逢げた鐙も多いようである．．

また戦術原子核兵器が對潜用に使用される日も遠くな

いであろうから衝撃に對する抵抗力の増大ば緊要の問題
である．

艦船の艤装は戦闘を本旨とすべきこと論を俟たない

が，戦の絡結とともに生をしい戦訓はいつしか忘却せら

863

れ，日常の便利さに重量經聾を割くことが多くなり，一

朝事ある時古V、戦時對策の蒸し返しを慌てて変応するこ

とになる．蓄電池外器の底部と側面の支えi二相當厚ぃゴ

ムを挿入すれば耐震性ば大いに向_上するが外器自鐙の材
質や溌造も再検討の要がある．

嘩力計等の狂いも液艘に衝撃波が傳ることよりも器謹
に生ずる加速度のために針が飛んだりプルドン管iこ永久
謹形を起したりすることが多い．攻撃を受iﾅた時羅明が
消えることは，最も士氣を沮喪-;-るから戦闘中はネオン
ランプに切替えるというような方法がよい乙思う．

衝騨二よる器物の破壊儀瀧については未だ-f分解明き
れていないから，その對策も必ずしも合理杓なものでは
ない．潜水罐においては潜航を持謹すること自謹が，極
めて小さな安定度であるのを．計器に頼って釣合を保つ
のであって，容易に大願斜や深産鍵艇を生じ，しかも艦
内は狹陸で應念虚詮力諏り難いから，些細な故璋が致命
的となることがある．

耐璽硲殻に穿孔せぬ限り戦翻に耐えるという境地にま
で達せしめることは不可能ではないと思う．

8．．水中運勵性能を向上せしめろこと

第二次大淡の末期までは對替攻撃兵器の發火方式ば時
限，着發および深度信管に限られ、かつ目標の深度が正
確に測定出来なかったから，安全潜航深度が大きけれ
ば上下方向のどの邊におるか判ら筵い幅が大きいの
で，有効弾を被り難い利鮎があった．

しかし最近は測杓兵器が進歩し，前没兵器iま射径の増
大とともに惑應信管を採用し，宛も高角池の對塞射撃と
同穰に，潜水藍の未来位遥を立蝉勺i二精密に測這して投
射を行うから．攻撃濫側に龍いて,蛮消痔の極わて少い
計算擬溝と，動癌修正装壷が完術し沈降秒痔が早く弾道
正確な投射磯を函いれば（現在は暗んどその域i二達して
いるものと想像される）如何に高速な潜水麓でも一度開
捉されたら，走針定速運動を綾ける限り必ず命中するこ
とにたる．これを免かれるには回避運動の他はない．
前投兵器の射程を700米程度とすれば，飛行時灼10

秒，沈降速度毎秒10米として6]米i乙替航している潜水
艦に對して15秒のblindtimeがあり，この間發射昔
を聴いて直ちに回避運動に移ったとして，深吏蕊換のみ
を行った場合，深度信管を用いていればこの間に50米屋
度潜入すれば被害を免れ得るが，感懸信管の時は弾が
i,J米に達した時照準鮎との離隔は30米程度であるから
大型潜水艦は被害を受けることになる．（普通の大さの
爆雷による，耐璽船殻に破孔を生ずる危奮半径は10米
以下である）

●
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す．なわち回迩は，回頭および深度速力塗換を同時に蜜

施せねば有効でなく，しかも「深さ150,急げ，ダウン

EO度，面疑一抹，雨舷前進とI皇速jと繧長が號令して潜繊

縦舵手および通信器當番が復唱しているうちに10秒位

經過してしまうから，室戦において戦闘機に取付かれた

係逵爆撃擦上で相手方力謝箪針路に入った瞬間これを監

覗している護長が操縦員の肩を叩いて右左の回避針路を

指示するように，艦の運動性能を極めて敏感にする一

方，鑑の航走安定は手離し操縦可能の程度の値とし．操

鉦は自動を操縦鐸式一人操舵に切替え，潜航長自らこれ

を握って鰹長の指示通り自由自在な運動を行うことが必

要である．かくの如くしても相手方が一時に多数の弾を

もって公算投射を行えば，回避で振り切ることは困難と

なって来る．潜水鰻側の侭臓装澄も進歩するであろうが

他面SONARの精度，有効距離および使用限庭速力も向

上Fj-るであろうから戦闘の様相は，まず探知限度距離

附近での魚雷の刺合いから，近接投射および回避再び

魚雷の交換というような經過を辿るのではなかろうか．

米潜が大仰角で浮上している篤奨を誌上でよくみる

が，大傾斜や加速度に對して電池．電動摸，潤滑装置等

の耐力を増す必要がある．

相手が感應信管附爆雷を用いる場合，安全潜航深度が

大であることの利鮎は昔程ではないが，耐爆過度が大と

なること・上下方向の運動の自由度を増し從って高速に

おいて機敏な深度愛換が出来る他，海水の温良愛化厨や

D.S､L・(DeepScatterilagLayer,隆窪海底等と呼ば

れ，超香波を反射する微生物の集團暦．海中の照度に關

係L翌夜で所在深旋が灘上する．世界中の海に汎く分布

する生牡學的現象）等を利用して，被探知を免かれる確

率が増す利黙がある．但し艦の用途によっては，運動性

能例えば水中速力および持綴力との錠合いは十分検討に

値する．

9友選兵装を充蜜すること、

昔の潜水艇のように逼息し放しではいつかやられてし

まうから，積極的に對潜腿艇とわたり合う兵装は是非と

も入用である．農も有効なのは矢張り追跡魚雷(Hom-

ingTorpedo)であろう．發射管を首にも尾にも備え，

深度，速力，態勢の如何にかかわらず，相手が4隻でも

5隻でも惜しみなく發射が出来るように魚雷を多數稜み

豫備魚霞連銀装睡を全部機餓化して，次發装奴を遜速容

易とするのがよいと思う．

10．電子兵器の能力を全幅發揮させること

最近の艦艇において電子工學兵器が艦の設計におよぽ

“

した影響はまことに著しい．第二次大戦中の日米潜水濫

戦の全く對孤的な綻末は，専らRADARと水測兵器の・

優劣に由るとしても.過言でない．

前述の如く現代の戦闘においては態勢の愛化が極めて

迅速で，アッという間に一合戦濟んでしまうから，人間

の知覺に訴える要素が次第に少く，鐙置がロボッI､化し

て来る．このためには惜しみたく重量看職を割くべきで
ある．

索敵厨レーダーや逆探の如き見張兵器は自動警報式と

したいことは前に述べた．

水測兵器については，潜水鑑の特性上，こちらから香

波を輻射中j~･ることなく，相手の現象のみによって測的を

行うものが望ましい．

二個の捕言器詳を用いて超香波聴香による方位距離同

時澗腱の綣果をブラウン管に映鰻化するpassiveSO-

NARの完成を待望するや切である．要するに外界條件

上,水上鑑に比して有利である立鍋を利用して，香響的

に敵をアウトレンヂする工夫が第一であって，次に

SONARの妨害鐘置(RADARのJammingに相當す
るもの）を考えて貰い庭い，

防香の問題は最も深刻である．戦時中燭逸へ回航した

日本の潜水藍をみて満海軍の技術者が，「こんな喧しい

暖でよく無事にビスヶィ滝を越えて来た」と呆れかえっ

たという話があるが戦時中日本に贈與された燭潜を翻

ると，成程補綴や諸管に防震ゴム間座を装備することは

徹底的であるが，ポンプや操舵機，ジャイロ，測深儀等
相當大きな香を出していて，噂に聞いた如く乗員は特別

製のゴム底靴を履き，手先信號で通話するとか，80米頭
上の船の甲板上の犬の鳴曄が聞えるとかいう程度には程
xl',氣がした．

防香の見地から推進器の翼數を増すことが最近行われ
て来たが,要するに翼端渦の勢力を減じて外板を叩くニ

ネルギーを減少させ，不均一伴流中の翼および軸の衝撃

を平淵こしょうという目的であろうから，単螺旋とし推：

進器附近の舵や鰭の板厚を思い切って厚くするか骨を密・

に入れれば推進器香は相當減少すると思う．船尾部には．

直角に散籏の鰭があるから四翼推進器は最も不可であろ

う，双螺旋の場合もその中心に鰭が在れば奇數翼を採用

しかつ翼端から後方にかけて船瞳外板を増厚するのがよ

いと思う．推力軸承に工夫を施して，推力の衝撃的鍵動

が船瞳におよばぬように出来れば大いに有効であろう．

水中騒香についても，その發生磯鱗から突止めて行か

ねば防止策も立つはずがない．

11．生理的および心理的霞境衛生の向上

－‐‐一



L

機械には故障があるが，人間とて溌時完壁ではあり得

ないので，病氣の時はいわずもがな，夏季炎暑の候等如
何に作業能率が低下するかは誰しも經験するところであ

る．最近の艦艇の諸装置は，人間の筋肉勢働を殆んど無

用にしたのみならず，郵箇の代りを勤め，監覗，記憶，

計算，照合等を極めて迅速正確に蜜施するに到ったか
ら，人間が戦闘動作に介入する最大の要素は判断力とも

いえるであろう．しかも勝敗は須與の間に決するので，

倒れて隠まずの精禰力を發揮する閑がない．

從って．潜水龍の如く元来機構的に鑑内容積が少く，

採光通風が困難で氣睡の鍵動，不健康カスの蓄積等悪條

件の累稜する場合，人的戦力保全の意味から，術生環境

の向上は極めて重要な課題である．

物理上磯勺環境として，まず通風装置は，碇泊中，水

上航走，シュノーケル航行，潜航中，筌氣清淨および發

射排氣の庭理等の各状態に應ずる様式のものでなければ

ならぬ.例えば給氣管は高墜邊風とし,再生可能の炭酸ガ

ス吸收剤を用いる中央給排氣系に匿劃毎のキャビネット

式冷却方式を採用するのも一案と思う．波浪ある海面の

シュノーケル航行に際し，給氣頭部弁の頻緊な開鎖によ

る氣睡の急愛に對しては，艦内の一部を恒睡厘劉とし，

睡眠および食事はその内で行うがよろしかろう．機關

室の當直員用として,SpzceSuit式の耐睡氣密服も検

討の必要があろう．

生理的に潜航持綴時間を制限する主因は炭酸ガスであ

る．濃度が大となると思考力に重大な影響をおよぼすら

しい．僅ぺ5～6％の淡酸ガスを除去するために室内空

氣全部を，迩氣抵抗の高い吸收剤に邇氣するのは電力消
費の鮎からも不經濟であ･るから，呼吸が極めて樂な個人
型吸收器（人工第二肺）も研究の価値がある．

第二に居住環境については，粗食の質がまず問題であ

る．白米のお茶漬だけでは，患力が保てぬ．嗜好に適し

た榮義食で容俄重避少く残陣がなく異喋や有毒ガスを發

せず長期保存に耐え調理が簡単で排泄物の量が少ぃこ

と,a條件は仲盈盛澤山である．昔の潜水艦の頭のつか

える賄室で，漂苓と立ちこめる湯氣の内で揮一本の主計
兵がゴム長靴を履いて溜水の中に立ち，汗みどろで飯を
炊き鰯の頭をちぎっていたことを思うと烹炊設備もなん
とか考えたい．潜水艦では風呂に入れぬものと決めてか

からないで，海水洗剤を用いて主機の冷却水の熱湯を利
用して當直交代毎にシャワーを浴びることを考えては如
何であろう．被服~式憩装まで菰込んで狭い抽出しに押
込み，軍刀の飾緒を鼠に噛られたり金モールに微を生や

したりするより・身一つで乘組んで，下着は電氣洗濯機
で洗い，發電機の熱風で乾すことは出来そうなものであ

る．尤もこれらはいずれも産上ないし母鑑設備の完備し

ていることが條件となる．

米潜に乘ってみると乾燥した室氣と，鋸のないこと

と，輝く輕合金や不鋳鋼の壁や家具の明るさに一驚を喫

する．疫具は模造皮革のチャック附のカバーで完全Iこ覆

われて，塵挨も出ないし汚れもせぬ．日本の淫も第三次

補充計塞以降の大型は宮殿のようだと自惚れていたがど
うして上には上がある｡

第三に心理的雲寛として，色彩調節，照明（戦闘燈，

暗調應，夜光塗料）等は資験心理學的に解決すべき問題
である．

リクリエ‘ジョンにしてもラジオと蓄香機だけでは雲

がない．4型映謹も一法だし，小じんまりした食堂でカ
ード遊びも悪くない.艦橋と機城室前通路だけで許され

る烈風下の松明のように燃える煙草をくわえる味氣な
さは二コ中族のみが知る．水素ガス指示器を装備して常
時居住瞳で喫雰出来れば有難さ格別である．（勿論潜航
中は一酸化炭素を生ずる黙からも禁煙であるが）

12．救命装遥に萬全を期する星と

英國の統計によると，平時における潜水艦の事故發生
率は100年皇につき1回，すなわち就役隻數が5]隻あ
れば2年に1回の割合で沈浅することになる．除り安全
であるとは申し難い．

沈没しても耐睡諾殻が窪壊す､るまでは乘員が救助され

配5

る可鰡生があることを、営然目標とすべきである．
1939年Squalus遡難時に愛用されて名鐸を博した米

國の救助瞳(SubmarineRescueChamber)は甚だ巧
妙な着想であって救難装冠としては比肩し得るものはな
いが，この他避難麗翻の急速閉鎖，邇難時の通信法等周
密に計謹するとともに，兎角事故の原因となり易い主機
給氣弁の懸念閉鎖装歴や衝突防止燈,製氷欝報装詮等事
故そのものの防止法も十分考慮しなければならない．

13．あとがき

今次の戦においてわが潜水篭は勇猛熾烈に戦ったにも
かかわらず，國民の期待に添い得涯かつ先．その原因は
兵術的にも，技術的にも数多ある．

今後もし,新たに潜水濫を建鐙す･ることとなれば絡戦
後10年間の空白を取戻すためにあらゆる方面で十分填
童な賓鹸研究的段階を踏む必要があることは勿論である
が，設計の方針の上において，前車の轍を踏まざらんが
ために，麓い見聞の範園内ながら，以上駄文を草ずると
ころ，就れも筆者個人の見解に過ぎない．大方の御叱正
を得ば幸と思います．（終）
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魚雷艇一高速型哨戒艇

第一次大鐵に源を發したいわゆる

魚雷艇は二回の大戦を經てその性能，

用途も初期のものとは全く一愛してい

る．

小さな艇を軍用に使うことは古くか

ら行われていたことで，既にクリミヤ

戦争等に水雷艇が使用され，日露戦争

の旋順攻撃には艦載水雷艇が大きな働

きをしている．排水量3,0”屯を超え

輕巡洋援とも見違えられる現代の躯逐

艦の前身である水雷艇を考えると．モ

ーターボートとはおよそ綴の遠い感が

するが，明治'3年初めて日本海軍に

できた第1號水雷艇は排水量40屯.日

本海令戦で活躍したのも53屯型,80屯

型，120屯型の水雷艇で今日のいわゆ

る魚雷艇とほとんど同じ大きさのもの

であった．

島づたいの戦闘や海岸沿いの戦闘に

はいずれにしても大きな軍遥は都合が

わるい．それには快速の小艇に適當な

武器を持たせて，どこかの隠れ場所か

ら通航中の艦船や敵の根擁地を奇襲す

る.發見されても小さいのと速いのと

でなかなか弾が命中しない．第一次大

戦には大濫に對する魚雷攻撃が主要な

任務とたり，英のCMBや伊のMAS

等の武勇が傳えられ艇の設計もその方

向を重覗して進み，ここに新しい艦種

‘‘魚雷艇，'が出現した．

第二次大戦の勃發した時には明かに

異った3種の魚雷艇の系統があった．

すなわち比較的波穂かな海戦で戦われ

る伊の段付高速型，浅くて狭い北海で

使われる癌の丸型，一般海面に凌ぐ使

わねばならない英米のV型がそれであ

る．装備に關しては當時各國ともさし

て差異なかったのであるが，戦零の進

むに從って新しい任務，新しい用途が
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發生L,それにつれて兵装も鍵り，船の大きさも塗って

行った．

戦零にはいかに先見の明のある戦略家でも豫想以上の

ことがいろいろ起るものである．大戦は武装したモータ

ーポーI､の，魚雷艇，砲艇，騒潜艇，警備艇または謹術

艇としての可能性，偵値または必要性を示す蜜例をしば

しば現わし，それにつれて艇の計壷も勢こしている．

戦の維つた時に残ったものは，それぞれ開戟當時のも

のとは多かれ少かれ異っていた．米のv型艇は開戦當時

の70沢艇から80沢艇になり，船型も大洋の波に適する

ように改良されていた．英では開戦當時の標準型の他に

武装と航綴力を鋤こした大型艇を造っていた．濁艇はそ

の本質に愛化はなかったが，少しずつ大きさを増し，兵

装，速力も大きくなっていた．伊は傳統の小型高速艇の

他に大型中速艇を有していた．ここにみられるのは魚雷

艇大型化の歴史である．かくして魚雷艇は局地の兵力か

ら機動力ある1戦略単位へと成長したのである．

第2表第2夫大戦における英海軍魚雷の成果

り，極地用躍潜艇として魚雷艇の重要性力鑑大されたの

である．

第1次大義後は焦庸艇群を一時慶止した英海軍も，今

度は基幹部隊として近fe化改装を行った奮艇を残すと巳

もに，一連の2鍾雷作を行い，その罐を採り入れた

碧艇の麹庸にとりかかっている．､

英溌琿はこの種の艇を次のように分類している．

FastPatrolBoats(高速哨戒艇).

Longtype全長100沢以上

･.Shorttype全長”沢級

いずれも簡単に水雷兵装を主としたMTB(魚雷艇）

砲装を主としたMGB(砲艇）どちらにでも兵装がえが

出来るように鍵隻されている．現在保有量はLongtype

d<Bold''2隻,､大義型c4D"11隻,Camper&Nichol-

Son型3隻,"@(S''2隻,Shorttype試作ユ隻,(@Gay''

12隻,"Dark"24隻，大戟型Vosper8隻,.Power

Boat9隻で,その代表的のものを學げると次のようなも

のがある.

該作艇FPB1601

Vosper謎試作の全長74"2吋の木造艇である.Vos&

per杜はBritishPowerBoat趾とならんで第2次大

戦中英の焦瘤艇建造の主力をなした會繭tであり,Power

Boat牡なき今日においては魚雷艇界第1の名門といえ

る．船型はVosper濁特の波型綱蔑と思われるが,その

船首部は戦雫後期の米EIco面型のそれに近く在来の

Vosper艇に比してチャイ,ンが遥かに高くなり，フレー

アもかなり大きくついている．兵装は魚雷艇の場合18吋

發射管4基,ZO粍機銃2挺砲艇として艤装するときは

4.5吋迫撃砲1門，20粍磯銃2挺である．M江､B"と

して1947年．9月1日進水した同艇は，ただちに嚴密な

る性能質醗と，それに基づく改造が溌厘され,翌1943年

3月27日に到って初めて鑑籍に入っている．機關は

Packardl,353馬力3基で速力約40節を出す．

試作艇FPB1602

飛行艇で有名なS21mdersRoe牡試作の輕合金艇で，
全長は75呪2吋，兵装はFPB1601と同じ,Packard

1,350馬力3基で試錘鞠聴力42節を出している．同艇は

1948年4月22日進水して以來変に2箇年の“期間を

經て1950年3月21日に到ってようやく液輝に領牧され
ている．この徹底した研究態庭は學ぶべきことである。

この艇は英海軍最初の全輕合金製魚雷艇である，元来英
國では合板工作が非常に發達していて，木材の峡鮎セあ

る不均質性や接合部の不安等が殆んど除かれ，木欝造を

非常に信頼性のある，しかも輕いものにしている．この

合板の進歩が英國の輕合金艇の麺見を遅らしていたとい
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潜水艦4,96711,IO5

海車航空機61522キ
ー

命中率
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英魚雷艇の戦後10年

空軍力の大發展にもかかわらず，この小艇は第2次大

戦中を通じてその地位を高めて来た.今日においても英

國は狭！‘,北海をはさんだ假想敵と對峠し，前例の示す如

く‘‘鄭軍''の大進出によってスカンジナビアから南佛ま

での沿岸から包園されることも豫想される．このような

水域は魚雷艇にとって最も好むところであり，夜間攻撃

や空軍との協力によれば，苦手とする敵機の攻撃を避け
て効果的に船團攻撃を行い,高価な爆撃機や,さらに大型
の水上窪の任務を輕域することができる．また海洋國家
でない敵軍が英本土に上陸せんとするときの方策として
考えられるものの第1は空挺騒によるものであり，それ
に綴いては空軍の傘の下における舟艇機動であろう．こ

れを最も有効に阻止するものは空軍と協同した魚雷艇
一砲艇であろう．もっと注目すべき用途は躯潜艇とし
ての用法である・小中高速潜水艦の發達は在来の對潜艦

艇を無力ならしめ，これに對抗するに充分な速力を有す

る在来鑑種は，魚雷艇の他には躯逐鑑，巡洋鑑だけとな
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重量わずかに．4.76.屯（逆綱幾とも）で2,500馬力を發生

する．この最新式樹淵2基を装備して輕荷では55節を

出すというこの@0D2Tk''級は世界最高速のディーゼル

船とい5ことが出来よう．

北欧諸国

狭いパル．チック海をはさんでひしめきあっている北欧

諸國はいずれも魚雷艇に力を注いでいるが．中でもスエ

ーデンは最も早くからこれに力を注ぎ，その建造してい

る艇も特異なものがある．

スエーデン

大戦中から焦鱈艇の装備に力を入れているスエーデン

は60吹型4隻,65灰型11隻,75沢型25隻のIsot"

樹網，鋼製全燭妾艇と,140屯型の大型艇12隻とを有す‐

る．T101は1950年KarlSkrona工廠で建遥された試

作艇で，3基の高漣ディーゼルMercedesBenz518型

合計7,500馬力で,最高速力50節に近く，巡力極ヨカ32節

を保つことができるといわれる．この艇の特徴は比蝿勺

低い船首乾舷，特別に大きなステムの傾斜と大きな船首

のフレーア,大きな燭喬，1本煙突である．大洋の發達し

た潤良に對しては必ずしも適営とは考えられないが，（

3 表鍛近の

･うことが出来よう．

"Bold''級

‘‐駿後蕊錘したただ2隻のLongtype艇であるが，ガ

スターピンを装備した大型高速艇の試作として建造され

たものでありBoldPioneerlkJ.S.White証の建

",V型全木製艇であり,BoldPath6nderlfVosper

証の這鎧，船型は丸型，棲遥は輕合金の骨組に木の外板
を張って重量を輕くしている．

いずれもMetropolitan-Vickers赴製,G､2型4,500

馬力のカスターピン2基と，2,500馬力高速ディーゼル

2基で4個の推進器をまわしている．

"Gay''級・

戦後最初の蛮用艇であって12隻が蕊錯されている．

Vosper砥が第1艇を這錯した垂木襲艇で,潤凋はPac-
kara3基，木津勺にはFPB1601とかわりはない．

<CDark''"

渡用艇の第2群はディーゼル装備の全く．新しい型の

Shorttype艇<8Dark''級24隻である．1944年以来

英海軍が全力を注いで研究を額け,1953年ようやく海上

試運輔を完了した輯萱ディーゼルNapierG'Deltic''は
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咋ほとんど同じ要目をもって奉り，機關もBenz2,500馬

力3基を有している．

その他の諸國

ブルガリアー燭S型5隻保有

中共-40～50隻保有.：‘

佛一大戦中癌艇としてまきしたMenl2n赴製91屯

型1隻

東濁一新艇24隻識豊中

西濁一新S型3隻保有

イスラエル-1933年佛Meulan牡塞皆85X40節型

4隻ナ大戦型Vosper9隻保有

伊一大戦型Vosperl2隻,Higgins隻，大戦型

69屯艇10隻，新造160屯MGB4隻(第1艇1954

年進水）

ボーラン.ドーEIco..2隻,G6D''2隻

ソ聯一猫@<S''30隻,伊MAS4隻,PT205隻
その他

スベインー燭<@S''6隻,"S''型碧濫10隻

米一試作艇4隻｛、

ユーゴーPT8隻,#6S''1隻，新艇37隻建遥中

ルチック海の比較的短かいシャーう･な波に對しては充分

その成力を發揮するでおろう．T102型は1C54年の建

造，燭の名門Riirssen.趾の設計になり，原爆防禦に注

意がはらわれているという．富眞でみると露天の上部艦

橋以外，操遥に必要な所はすべて密閉されている外，兵

器の操作も密閉部からなされるのではあるまいか．機關

はG6taverken2,600馬力2基で,40.5節を出す｡’
ノルウーー

ノルウェーは戦後米のEIco型，英のFairmile<!D'',

濁のs型各数隻の譲渡を受けた．深く入込んだ狹澤の綾

く海岸線は焦鱈艇に好適な騨湯を與えている．ここで使
う型はこの静かな水面で高速が出せるとともに北海北部

の嵐にも耐えなければならない．ノルウェー自身の手に

成る最初の艇RAPPは1952年完成したが，これは

FairmileKoD''をややｲ型にしたような木造艇でPag-

kard4軸,41節を出す．現保有量は6CD"8隻,E1co

PT10隻,RAPP級6蝿．

デンマーク

戦後引渡された燭S型18隻を有するデンマークは,ざ

らに薪挺6隻の新造をしている．これ等の艇は癌S型と

艇雷魚
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第4表ML,SDB等

’ ’
國

型

第1艇建造所

同上 建 造 年

全長

巾

深

吃水

排 水鍾

主機

軸數

馬力

速力

兵装

潤

R17

Schlichting

1934

37.00

5.50

一

1．30

115

:MAN

2

2×900

21

2-20MG

洞

R 3 0 1

Abeking

1942

41.00

6．00

1．80

175

MWM

3

3×1250

24

1-7MG
3-20MG

英

Fairmile"B''

(Fairmile設計）

1940

･112-0

18－3

4－9

65．

Hall-Scott

2

2×600

20

1-40MG

3-20MG.

英

HDML

Thornycroft

l940

72－0

15-10

5－6

46

Gardner

Diesel

2

2×160

12

1-3pdr
1-20MG

綱

RI

Liirs=n

1929

26.00

4b40

1．20

60

MWM

2

2×300

l7

I-37MG
2-MG

DC

13-800

18

木製丸型

I
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１
１
１

15－1100

一

木 製丸型

15-1100

38

木製丸型

綬 力
員
型

銃
乗
艇

－

18

木製丸型

ー

14

木製丸型

装は新に採用された60粍Mortarl門,40粍2門その

他を額んでいる．その類別名解や公表兵装からみるとそ
の主任務は局地防衛と，舟艇に對する攻撃にあるらし
↓、、

各國の保有量
ノ

ブラジルー130屯木造艇6隻

ピルマーHDML11隻，米コースI､カード83典型
10隻

中共_Fairmile46B''8隻

國府一米SC型3隻,HDML6隻，米裁澄PGM
31型1隻

佛一米SC型23隻,HDML27隻

東濁一新造d8R''1"～125屯20節型10隻,50屯
25脚理28隻

西猫-29米25節型4隻

伊-DV100屯型14隻

ノルウェー一米SC型3隻

比一米新PGM型6隻

ボーランドーソ聯型40屯28節艇12隻

ソ聯一燭R型50隻，50～18屯，10～28闘型120隻

以上，30屯25節型12隻，米SC型78隻，米PT
C型20隻その他

トルコーLS9型63屯艇4",HDML8隻，
Fairmile;IB''8隻

雷日本海軍にも海防艇がおった．これは本土總決戦に

海畦艇一中速型哨戒艇

CmstalForce･に馬するもう一つのグループ・がある．

これは局地防衛，蚤繕攻撃，船團護衛等を目的として設

計された中謹錘であって第1次大戦の英ML,米SC,

第2次大戦の英ML,HDML,米SC等がこれに鹿

する．燭(GR''も掃海任務を重覗したこの種の艇といえ
よう．

率軍では第1次大戦以来この種の艇をMotorLgInn-

chと呼んでいたが，最近に至ってSeawardDefence

Boatと呼ぶようになり，これに碧鰭のFord級18隻

の他，大戦型DML,18隻,FairmileGGD''を改装し

た躍潜型4隻，カスタービンf職艇GreyGoose("

SteamGunboat)が鰯している．

Ford級

全長117次のこの型は大戦の戦訓を完全に取り入れた

碧殻計であって，その主任務は濁口における對潜であ

り，特に樹淵をほとんど止めて潮に乘ってまぎれ込んで

来る特殊潜航艇に鋤充することを考え，桓鐙速航行用巡

航機を有する．兵装は40粍1門と，蚤膳兵器として

Squidを有する外,Asdic等の測的錨置を完備してい
る．

P.G､M・

米海軍も再びこの種の艇の建鎧をはじめた.PGMは

第2次大戦型SCとその船篭はほとんど塗らないが，兵

I
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應ずるため昭和20年初期に設計を鯵つた特殊艇であっ

て，特攻兵器回天1型（人間魚雷）を搭載して海上戦闘

に参加し，またこれを催載しないときには爆雷を被んで

沿岸に妬ける騒潜哨戒に任ずる艇で，木造の乙型は約
280屯，12.5節，鋼製の甲型は同排水通で速力15節,新

式40粍機銃ご新式水中測的兵器を有する．一般には臆

とんど知られないでしまった艇であるが，この系列の一

つの行き方の原型となるものであろう．

今は改装されて海上自衞醗掃海部陸の主力となってい

る騒潜特務艇，唯戒特務艇などもこの系列に園ずるもの

である．

船 用品便覧
雛修運輸技術研究所船舟蝋装部編集天然牡

B5.8ボー段組2m頁クロース装函入定慣500画〒50
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①SeawardDefeuceBoat$$Ford''級(Vosper杜富眞）

英の新型艇．排水量は約130屯，速力は約18節の中速艇だが，淋水艦を發見し，測的し準沈するナニめの妓新式
装嚇を有する．

②,(g)6<Dark''級(Saunders-Roe社寓眞）

英海鉱の蛾謂砥1艇であってNapier{:Deltic''デ，一ゼル機關を装備して輕付時には55節を出す)･腱界妓商連の
ディーーピル艇．

窮腫②(PllOl)IXMGB装鮒の同艇で，前部に頓Iﾘ･遜聡砲1門，後部に40粍催銃1111]を有する。
鰯腫③(P1102)(XMTB装備炊態で4門の211吋魚禰發射緋と20粍連愛磯銃l韮を有する．

④(:BoldPioneer"(OificialAdmiraltyPhoto)

カスタービン装術の大型満速艇の試作艇として1951年J.S_White紙で進水1953年完成．
窺腫はMGBの兵装をした同艇で前後に各1門の45吋遡嬢砲，中央部煙突遊後に今0粍縫銃11':]が見えてい
る．

⑤,C)T102.,103(SverigesFlofra誌1f55年5號より）

スエーデンの最新型魚爾艇GiS''ボー1,で打名祓凋Riirssen職設誹．排水愚140屯でG6taverken商速ディー
・ピル2,60〕馬力2鑑を装備して4).5節を出す．緋に原爆防蕊に老臘がばらわ『してv､るという．
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水 槽 試 験資料毎7 船_舶編集室_…一

(M.S.96×M.P.83,M.S.97×M､P.84)
09

－ －鑛石運搬船の 模-型試験一

が，雨船とも柵型舵を潟篇している.なお前者;ま2,400

S.H.P.X105RP.M.の，後者は2,000S.H､p・×100R.P

M.のタービン汽機の搭歌が豫走された．

試騒は滿載および芳載貨の2状態について変施された．

その綣果は第3園および第4圖に示す．

M.S､96.は長さ122米の,M.S､97は120米の蜜諾に

對應する6米模型船で，いずれも戦前に鑛石趨股船とし

て計霊されたものである．雨船の主要目は，試鹸に使用

した揖崖器の要目とともに，変賠の場合に換算して第1

表に示す．後者は肥溶係数が著しく大きい．画菌線圖お

°よび船首尾形状はそれぞれ第1個および第2圖に示した
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第1表要 表目

’83MP・NO.
1

1
l
I

l’97ﾀ6 84M・S.NO．

’
長(L､B.I,.)

幅(B)外板を含む

122.00*

16.54米

120.00米

16．54米 米
米
仏
リ
オ

３
０
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０
Ｃ
Ｏ
Ｏ
フ

麺
翠
創
加
蛎
砺
－
３
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チ
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直
ポ
ピ
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展
翼
傾
翼
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翼

１
１

76521米

126.00米

10900"

、701

.718

．976

－．34

7.60擁

123.2"

11650"

．､753

.759

..992

-1.10

吃水(d)

吃水線の長さ(L.w.L.)

排水量（』）

C b

Cp

C釦

'の(睾！遥離『）

満

戦

朕

１
１
１

態

１
１
１’

20粍

.14I29

．1442

20粍

.14139

.1446

平均外板の厚さ

入S*

入も＊

＊印L､W､Lに基く

I

I

’

第2圏M・S・No97正面線圃および船首尾形欣圃
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運韓省船顯局造鐇課(30年8月）鋼船建造状況月報

(昭和30年8月末日迄に報告あったもの）(イ）起 エ船
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〃－寺本正市 70コ〃 i,200,"
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し，その後復水器7に入り復水して復水ポンプ8に邊ら

れる・從って前記排氣タービン3および蒸氣タービン5

により發生する動力によって過給機2を騒動すれば内燃

機關1の排氣エネルギーを極めて有効に利用することが

出来る．また機關を始動しようとする場合は補助汽溌6

から蒸氣タービン5に蒸氣を供給し適當な躍動動力を發

生させて過給授を所要の回韓數まで加速することが出来

るので機關に對し充分に給氣を行うことが出来．機關を

容易に騒動することが出来る．

一＝－ －－■』－

大谷幸太郎
特許蝿特許解説

－

過給内燃機關の過給磯駆動装置（特許第214,557號

昭和30年特許出願公告第2202號，發明者・鈴木彌太

郎，特許權者・三菱造船株式會肚）

從來の過給内燃機關の過給樫躯動装置においては過給

内燃機關の排氣ニネルギーは排氣タービンによって回牧

されるのみで排氣タービンよりの排氣は外部に棄てられ

たのであるが，このような装置では過給度を一定限度以

上に上げることが出来なかった．更に從來の装壷におい

ては磯關の始動時に排氣エネルギーが不充分なため過給

機騒動動力が不足し，從って磯關に對する給氣量が少く

機關の燃焼状態が不良となる倶れがあった．

本發明は前記の外部に棄てられる拶願エネルギーを更

に蒸氣エネルギーに鍵換させ，もって蒸氣タービンを躍

動し，これにより發生する動力を排氣タービンの躍動動

力として利用しそれだけ高度の過給を行うとともに，機

關の始動時においては前記の蒸氣タービンに供給する蒸

氣を排氣罐以外の適宜の蒸氣源からも導入することが出

来るようにし，適営な騒動動力をもって過給磯を所要の

回韓數まで功ﾛ速して機關への給氣を充分に確保すること

により機關を容易に駆動することが出來るようにしたも
のである．

｜
｜

’

油貯藏槽または同類物用蓋（昭和30年特許出願公

告第5728號，發明者・ニルス，ヱペンスソン，出願

人・アクチポラケッI､，ケタヴェルケンースウェーデ

ン）

油階船においては種鳧の槽に多數の開口を有し，これ

等開口にはその縁材に對し鋼板製の鍔付蓋を備えている

が，これ等蓋は非常に重く開放するために相當の努力を

必要としたものである．本發明はこのような貯蔵槽に對

L簡単な鰐造で容易に開放出来る蓋を提供しようとする

もので以下闘面について説明す．る．

甲板1に設けられた開口2の周函こ高い縁材3が熔着

されている.鋼板製の蓋4には耳片6が固定されており，

蓋4はこの耳片6を介してピン7により縁材3に固定さ

れた腕材5に回轌可能に坂付すられている．そして前記

ピン7を特に腕材5に穿った長圓形開口8内iこ挿通する

ようにすれば蓋4のパッキング材料が擦り切れた場合に

もそれだけ蓋4が織材3に對して下降することが出来，Z

依然として良好な
密封効果を保持す

ることが出来る．

蓋4上にフレー

ム11が一定の間隔

を保って装備され

ている．このプレ

ー必11はピン7の

上方において耳片

6にピン9により

取付けられ，この

ピン9部分を超え

て突出部15が外方

に張出している．

從ってフレーム11

が第2圖の鎖線16

に示した位遥に回

鱒すると突出部15

司
今

’

‘

勧管'○ L

圃面について説明すると，過給内燃機關’の排氣はま
ず排氣ダーピン3に導かれ，その有するエネルギーによ
り動力を發生する．更に排氣タービン3を出た排氣は排
氣罐4に導かれ，ここで給水ポンプ8によって遥給され
た水を加熱蒸發させ，その有するエネルギーを蒸氣エネ
ルギーに鍵換した後外部に棄てられる．このようにして
得られた蒸氣は蒸氣タービン5に供給されて動力を發生

てう

14

第1圏
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策 2園

第2圏

は蓋4の下方I韓L蓋4に係合するから，その位匿で蓋

4に對し挺子として作用するここが出来る．そこ.aフレ

ーム11を錘線17で示した位置に回轌すれば蓋4は18に

示した位置に達しここにおいて蓋4は臓財5の支持郡19

により開放腕謹に保持されるのである．

理直したように本發明においては蓋上のフレームを僅

少な力で回動させればフレームはある瀝で蓋の開放用

挺子として侭肋し極めて棚に蓋の開放操作を行うこと

が出来る．

第3園

a

舷梯‘昭和30年賀用習漆出願公告第11033號,出

願人・考案者アルフ，エスキル，ハーレンースウ

ェ ーデン）

I

ヴミ｡、 _=毎

一手4 一

ダ ‘

第4圖

踏段6はそれぞれその長手方向に平行でかつその下にあ

る軸を中心乙してほぼ圃嶽形に少くとも隣接踏段間の距

離に等しい曲率半径をもって麹曲した瑠面を有してい

る．踏段6は梯が45度に傾斜した場合にその中央で水

z衙薗と接するように縦材に取付けられている．傾斜が塗

れば踏段と水z門司との接懇は移鋤するが25度～55度の

普通の傾斜においては踏み易くするために踏段の前後雨

端間位置に接懇が来るように蹴菱を露曲させてある．そ

して鯉菱のほぼ中央には滑り止めの瀞付條片7が取付け

られ，またその前蝿にも同溌の溝付條片8が前方に垂下

するように取付けられている．なお縦材の下側の突出片

には梯の珂則を覆う金鬮板9が装着されておりこのため

第2園に示すように梯を蕊厘Lにして癖喬出しても使用．

することが出来る装うにしてある．

／勿かわらず踏瑛か日勤雌
-やに水平位歴をとるように

なっているために溌造が接

雑になり製作蚤も嵩むもので

あるが，本考案は織造簡単で製

溌も安くかつ普通の傾斜範園内

,､て極めて便利に使用出来る舷
鱒しようとするものである．
二鐺し､で1I士肢溌，2は上部ﾌﾞ

難
ラプトホーム，3は調整可能な下部プラット

ホームで梯の縦材4に多数の踏段6を固定する･これ等
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[ヨ国 三井船舶様式会社

三井造船・玉野造船所
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天然社・海

依田牌壼醤A5上製230g380m("50m)

新海上衝突豫防法概要
礎ﾉ|:．_l坂比鮮A5上型290頁4831gl("50圓）

地 文航法

天然i吐細B5上製8ポ2段組200頁480m(&50圓）

船用品便覧
造船協御鋼辨工作法研究委員稗編

A5判7.－卜220頁（折込11枚)450m(250圓）

船の熔接工作法
漏水崖叉著A5上製240頁400m(250m)

海圖の 見方
船舶局賎修A5上製320頁560II1(E50m)

船舶年鑑（昭和30年版）
瀧.j|:。挫凹共普A5上製280頁450m("50m)

天 文航法
鮫島直人符A5箱入250頁450m(250圓）

船位誤差論
宇田道涯普A5上製300頁500m(g50n)

海洋氣象學
和逵・畠山・禰井濫修A5450頁1200m(z50圓）

象鮮典
一

男乳

中谷勝舵著A5鮪入230頁500m(g50m)

舶 用 ヂ ー ゼル機關の解読
上野喜一郎著A5箱入63)頁850EI(g503)

船舶安全法規
天然杜編B5上製220頁450n(g50m)

船舶の罵眞と要目第2集（1933年版）
天然耐:"B5普及版300頁300mi(ig50m)

船舶の嶌眞と要目(1951年版）
上田購次郎著A5上装(折込7枚)500mi(E50H)

舶用電氣設備
甦船協會砺氣熔接研究委員脅綿

A5判總アーi、200IX360m(¥40m)

船の熔接 設計要覧
小朴舸治著A5上製260頁420図(ja50m)
實用航海術

小野寺道敏菩A5上装340頁500n(g50測）
～

率 と象海難
山縣昌夫箸

船型學(推進篇)溌尚篭締
船型學(抵抗篇)％職鱗柵

上野漢一郎鞍A5上型280頁3801m("50m)

船の歴史（第一巻）古代中世篇

1腕梛立柵向ケ岡幟'klill三天
一ニーーーーーー一一一二ローーローー一＝一一口一一一

軍 工學圖書

上野喜一郎箸A5上型300頁420m(=50n)

船の歴史（第2巻）近代篇

米國造諦蛍磯學禽編米原令敏諜各B5_上型

舶用機關工學（第'分肌)650岡(邊50剛）
〃（第2分Wi)520n(溌言0剛）
〃 （第3分Iﾙ)700岡邊50側）

〃（第4分肌･)800"("5011il)
〃 （第5分肌)900H(E50111)

船舶局蚕材課監修B5上製400頁650m(g50圓）

船舶の資材

茂在寅男著B6上型210頁230m(E40H)

解説「し－ダ－」

橋本・森共著A5上拠2]O頁300n("40回）

船 舶積荷

小野鶴三著A5上型170頁250岡(ja40m)

舶用聯動汽機

矢崎偏之著B6上拠300n250u("40n)

舶用機關史話

朝永研一郎著A5上製210頁250回遥40m)

舶用機關入門

渡邊加藤一箸A5上型200n280n(塗4咽）

荒天航泊法

小芥･南･飯田共著A5上型340頁450回("0ml)

機關士必携

依田啓宝普A5_l製･100"450n("50n)

船舶運用學

小郡訂ij#A5上塊300r[350III("50ml)

舶 用補機

小野鴨三背B51製併込I側4*'100IM("501il)

貨物船の設計

高木淳-"A51"240n300n("50I1)

初等船舶算法

中符勝細牒A5.IL"3201f350岡(g50H)

舶用ヂーゼル機關

ri!徐勝11･¥A51製200頁250n("40Inl)

舶用僥玉機關

關川武警B6上型140"130n("401111)

艤装と船用品

然吐＃鵬群!'〔京79562蒲
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世界的技術水準に於る

最優秀純國産小型高速 いす野舶用ディーゼル機関
供給，既に3蕊数千台300飲万馬力。いす玄ディーゼルの声価は国内は固よb,遠く諸外国にまで及んでお

l]まず。舶用粥またいす夢のマークを付し，その

声を保持して，国内外に多数供給されております
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東京ボー ト 株 式 会社
東京．銀座。3の2恋話京橋（56）5400澁
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6気箭80～88賜力(Vド･ライブ2:lil速）

DA78MF型4気笛54馬力

DA48MF型6気篭80馬力

DA48SMF型6気篭95馬力

減速比率1.26,1.58,2.00,2.53,3.15,

3.88，4．99，対1の7種及びVドライ

ブ式1.26,1.58,2.00対1の3種があ
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カールセンク型低回転高トルク用 船
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発
行

動力計

特長
本腰はデーゼルエソヂン・ガソリン
エンヂン・モーター又はスチームタ

ービンの出力を測定するものでウォ
ーターブレーキ及フリクシヨンブレ

ーキの弁長所を臭えた低回阪高卜'’

クに最も適した斬新的な動力吸收装
蔽であl)をす。

又I､ルクコンバーターを御使用の鰐

は本磯はそ'診特長を最大に発揮致し
ます,,
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東京都品川区北品川4の516･TEL大崎(49)1883-5,5941,3431
犬阪市南区八幡町6.TEL南(75)6140－．
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船内の空気調和が
●

簡単に）
ｉ
Ｉ ケージ型,ノ

ｱーｺ ﾅー
ー一

用途

船掌・食堂・サ碑ン・画ピー・事務蓋・通信

室等の筌気調和雲雲
日立パッケージ咽エアーコンデイシヨ

ナーは，鋼板製のキ,,ビネットの中に，

冷凍機，送風磯等がコンパク1､に納めて

tbl),20坪から10'坪泣迄の部屋の塞燕

洲和が簡軍にIII来る装世であります。塞

氣調和のほかに，冬は加熱器を取付けて

媛房を，夏は冷房が|||来ます。
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